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『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
七
五
こ
こ
に
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
古
今
和
歌
集
序
鈔（１）』
と
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
池
田
家
文
庫
蔵
〔
古
今
和
歌
集
序
注
〕
と
を
翻
刻
す
る
。
両
本
は
、『
謌
林
拾
葉
集
』（
天
和
三
年
〈
一
六
八
三
〉、
大
坂
上
田
兵
左
衛
門
、
同
荻
野
八
郎
兵
衛
刊
）
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
小
幡
正
信
に
よ
る
序
注
の
伝
本
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
他
所
に
所
在
は
聞
か
な
い
。
本
書
の
成
立
は
、
引
用
さ
れ
る
「
五
音
連
聲
」「
五
音
相
通
」
に
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
八
月
の
正
信
の
奥
書
が
あ
る（２）
こ
と
か
ら
同
年
同
月
を
上
限
に
、
鶴
見
大
学
本
が
書
写
さ
れ
た
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
一
一
月
一
七
日
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
中
期
の
成
立
の
注
釈
書
な
が
ら
、
小
幡
正
信
注
の
価
値
を
た
め
て
い
る
の
は
、
引
用
さ
れ
る
中
世
期
成
立
の
諸
注
の
豊
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
伊
　
倉
　
史
　
人
富
さ
、
希
少
性
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
為
家
卿
宗
尊
親
王
江
相
傳
之
古
今
の
注
」（
古
今
為
家
抄
）「
浄
弁
聞
書
」（
浄
弁
注
）「
一
條
禅
閤
兼
良
公
童
蒙
抄
」（
古
今
集
童
蒙
抄
）
等
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
か
ら
、「
慶
運
法
師
為
秀
卿
古
今
傳
授
」「
東
野
州
宗
祇
へ
相
傳
古
今
三
説
」
等
の
未
詳
の
注
釈
書
を
も
含
ん
で
い
る
。
就
中
「
兼
好
法
師
が
古
今
鈔
」
は
、
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
伝
兼
好
筆
「
古
今
和
歌
集
〔
序
注
〕」
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
度
々
注
目
さ
れ
て
き
た（３）（
但
し
、
現
在
で
は
兼
好
の
注
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（４））。
今
回
、
両
本
を
比
較
で
き
る
よ
う
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
本
文
の
異
同
が
多
い
こ
と
、
ま
た
双
方
と
も
に
誤
脱
の
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
互
い
に
補
完
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
五
七
六
本
稿
で
は
、
以
下
に
両
伝
本
の
書
誌
を
記
す
に
留
め
、
詳
し
い
考
察
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
に
つ
い
て
」（
國
文
鶴
見
第
53
号
・
令
和
二
年
三
月
）
に
譲
り
た
い
。
［
底
本
書
誌
］
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』
袋
綴
・
一
冊　
　
　
　
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
義
孟
写　
茶
色
表
紙
（
二
六
・
七
×
一
九
・
八
糎
）。
左
肩
金
泥
羽
毛
文
様
斐
紙
短
冊
「
古
今
和
歌
集
序
鈔　
全
」。
内
題
、「
古
今
和
歌
集　
紀
貫
之
撰
述
」。
料
紙
、
楮
紙
。
四
周
単
辺
有
界
（
一
七
・
九
×
一
三
・
三
糎
・
朱
色
）。
毎
半
葉
六
行
、
字
面
高
さ
約
一
七
・
八
糎
。
但
し
、
欄
外
に
細
字
に
て
諸
注
を
引
用
す
る
。
墨
付
、
五
一
丁
（
最
終
丁
は
後
表
紙
見
返
し
）。
奥
書
は
翻
刻
を
参
照
。
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
〔
古
今
和
歌
集
序
注
〕
（
貴
／
Ｈ
／
４
）
袋
綴
・
一
冊　
　
　
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
伝
藤
姫
筆
黄
土
色
地
青
海
波
鴛
鴦
文
繍
裂
表
紙
（
二
七
・
三
×
一
九
・
二
糎
）。
題
簽
剥
落
。
見
返
し
、
布
目
地
金
紙
。
内
題
、「
古
今
和
歌
集　
紀
貫
之
撰
述
」。
料
紙
、
楮
紙
打
紙
。
毎
半
葉
八
行
、
字
面
高
さ
約
二
一
・
七
糎
。
墨
付
、
一
二
四
丁
。
奥
書
は
翻
刻
を
参
照
。
印
記
、「
本
池
／
田
家
／
藏
書
」（
正
方
形
朱
印
・
１
オ
）。「
岡
山
／
大
學
／
圖
書
」（
正
方
形
朱
印
・
１
オ
）。
桐
箱
入
。
蓋
の
表
に
「
古
今
和
歌
集　
全
」、
裏
に
「
寶
暦
十
二
壬
午
年
十
月
／
藤
姫
様
御
筆
」
と
墨
書
。「
藤
姫
」
は
福
岡
藩
主
黒
田
継
高
女
（
享
保
一
三
年〈
一
七
二
八
〉〜
寛
政
六
年
〈
一
七
九
四
〉）、
岡
山
藩
主
池
田
宗
政
（
享
保
一
二
年〈
一
七
二
二
〉〜
宝
暦
一
四
年〈
一
七
六
四
〉）
室
。
（
注
）
（
１
）
片
桐
洋
一
氏
「
架
蔵
和
歌
関
係
書
目
録
」（
和
歌
史
研
究
会
会
報
第
40
号
・
昭
和
四
五
年
一
二
月
）
に
「
古
今
和
歌
集
序
鈔　
１
冊　
写
本
／
正
徳
写
」
と
見
え
る
の
が
現
鶴
見
大
学
本
と
考
え
ら
れ
る
。
同
氏
「
古
今
集
注
釈
書
の
展
観
」
（
和
歌
史
研
究
会
会
報
第
85
号
・
昭
和
六
〇
年
八
月
）
に
も
掲
載
。
（
２
）
早
く
西
下
経
一
氏
（「
兼
好
法
師
が
古
今
鈔
」
文
学
・
２
―１
・
昭
和
九
年
一
月
）
に
よ
る
に
指
摘
が
あ
る
。
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
七
七
（
３
）
片
桐
洋
一
氏
「
兼
好
の
「
古
今
集
注
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
三
上
・
昭
和
五
六
年
八
月
・
赤
尾
照
文
堂
）。
米
田
真
理
子
「
兼
好
と
古
今
集
注
︱
『
徒
然
草
』
第
二
百
十
段
の
解
明
の
た
め
に
」（『
日
本
文
学
史
論
︱
島
津
忠
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
︱
・
世
界
思
想
社
・
平
成
九
年
九
月
）。
同
「『
伝
兼
好
筆
古
今
和
歌
集
注
釈
書
』
の
伝
来
と
享
受
」（
武
庫
川
国
文
代
五
一
号
・
平
成
一
〇
年
三
月
）。
（
４
）
拙
稿
「
為
重
注
と
兼
好
注 
︱
南
北
朝
期
の
二
つ
の
古
今
集
注
釈
書
の
関
係
に
つ
い
て
︱
」（
和
歌
文
学
研
究
第
109
号
・
平
成
二
六
年
一
二
月
）
で
、
為
重
注
（
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
に
自
筆
本
あ
り
）
と
兼
好
注
が
同
内
容
の
注
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
二
条
家
の
者
に
よ
る
注
と
推
定
し
た
。
［
凡
例
］
一　
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
正
徳
二
年
〈
一
七
一
二
〉
義
孟
筆
）
と
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〔
古
今
和
歌
集
序
注
〕（
貴
／
Ｈ
／
４
・
宝
暦
二
年
〈
一
七
五
二
〉
伝
藤
姫
筆
）
と
を
底
本
と
し
、
紙
面
上
段
に
鶴
見
大
学
本
を
、
下
段
に
岡
山
大
学
本
を
翻
刻
し
た
。
一　
翻
刻
に
際
し
て
は
以
下
の
措
置
を
施
し
た
。
ａ　
漢
字
、
假
名
と
も
に
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、「
哥
」
「
聲
」「
傳
」「
辨
」「
广
」
等
の
異
体
字
は
多
く
こ
れ
を
保
存
し
た
。
ｂ　
誤
写
、
誤
脱
と
推
測
さ
れ
る
箇
所
に
は
「（
マ
マ
）」
と
傍
記
し
た
。
ｃ　
脱
文
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
箇
所
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
（
※
脱
文
欤
）
と
注
記
を
挿
入
し
た
。
ｄ　
判
読
不
能
の
文
字
、
Ｐ
Ｃ
上
で
表
示
で
き
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
、
■
を
置
い
て
、「（
判
読
不
明
）」「
※
穴
冠
＋
⼈
＋
ヰ
」
等
と
注
記
し
た
。
ｅ　
朱
で
記
さ
れ
た
本
文
（
岡
山
大
学
本
は
真
名
序
の
本
文
を
朱
で
記
す
）
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
し
た
。
ｆ　
鶴
見
大
学
本
に
存
す
る
墨
合
点
（
和
歌
等
）
は
「
＼
」
で
示
し
た
。
岡
山
大
学
本
に
存
す
る
朱
合
点
は
「
＼
」（
六
義
等
）、
単
線
の
朱
引
（
⼈
名
・
国
名
等
の
中
央
に
引
く
）
は
右
傍
線
、
二
重
線
の
朱
引
（
作
品
名
等
の
中
央
）
は
右
傍
五
七
八
二
重
線
、
単
線
の
左
傍
朱
引
（
官
職
名
等
の
左
に
引
く
）
は
左
傍
線
、
二
重
線
の
左
傍
朱
引
（
元
号
等
の
左
に
引
く
）
は
左
傍
二
重
線
で
表
し
た
。
ｇ　
鶴
見
大
学
本
は
、
仮
名
序
（
一
部
真
名
序
も
）
本
文
及
び
注
文
の
上
部
等
に
、
諸
注
を
細
字
で
記
す
書
式
を
採
る
が
、
岡
山
大
学
本
の
本
文
と
の
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
、
す
べ
て
本
行
化
し
た
。
ま
た
、
同
様
に
両
本
の
同
じ
項
目
を
上
段
、
下
段
の
同
じ
位
置
に
配
す
る
よ
う
適
宜
改
行
を
加
え
て
い
る
。
［
附
記
］
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
鶴
見
大
学
図
書
館
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
に
は
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
七
九
　
［
鶴
見
大
学
図
書
館
本
］
古
今
和
歌
集 
紀
貫
之
撰
述
一
此
集
を
日
本
に
て
和
哥
勅
撰
の
第
一
と
す
る
は
、
是
よ
り
先
萬
葉
集
（
※
脱
文
欤
）
は
勅
撰
の
集
な
ら
す
、
故
に
此
以
古
今
集
を
日
本
第
一
の
集
と
云
、
萬
葉
集
は
聖
武
帝
之
時
、
勅
に
よ
つ
て
橘
の
諸
兄
公
撰
集
之
由
は
俊
成
卿
古
来
風
躰
に
も
有
、
故
⼈
々
の
説
同
し
と
い
へ
と
も
、
萬
葉
之
哥
諸
兄
公
薨
去
の
後
の
哥
数
多
有
之
、
又
嵯
峨
帝
之
萬
葉
の
序
に
も
、
長
田
王
を
伊
勢
の
斎
に
つ
か
は
し
給
迄
の
哥
を
入
り
と
遊
は
し
た
り
、
此
集
、
長
田
王
、
伊
勢
の
斎
宮
へ
つ
か
は
さ
れ
た
る
と
き
迄
の
哥
は
万
葉
集
第
一
巻
の
終
也
、
又
源
氏
物
語
の
梅
枝
巻
に
嵯
峨
天
皇
の
か
ゝ
せ
給
へ
る
万
葉
集
四
巻
と
有
、
さ
れ
は
か
た
〳
〵
万
葉
集
、
實
説
難
シレ
決
、
今
の
万
葉
集
は
二
十
巻
な
り
、
太
秦
顕
照
法
師
の
曰
、
万
葉
集
は
中
納
言
家
持
卿
作
と
い
へ
り
、
是
も
さ
に
あ
ら
す
、
萬
葉
集
十
九
巻
の
詞
書
に
此
巻
の
う
ち
不
レ
備
二
作
者
名
字
一
、
徒
録
年
月
、
所
處
縁
起
者
皆
大
伴
宿
禰
家
持
裁
　
［
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
本
］
古
今
和
歌
集
序 
紀
貫
之
撰
述
一
此
集
を
日
本
に
て
和
哥
勅
撰
の
第
一
と
す
る
は
、
是
よ
り
先
万
葉
集
あ
り
、
し
か
れ
と
も
万
葉
は
勅
撰
の
集
な
ら
す
、
さ
る
に
よ
り
て
此
古
今
和
歌
集
を
以
て
日
本
に
て
第
一
の
集
と
い
へ
り
、
萬
葉
集
は
聖
武
帝
の
時
、
依
レ
勅
橘ノ
モ
ロ
エ
諸
兄
公
撰
集
之
由
は
俊
成
卿
古
来
風
躰
に
も
有
、
故
⼈
の
説
同
と
い
へ
共
、
万
葉
の
哥
諸
兄
公
薨
去
後
の
哥
数
多
有
、
又
嵯
峨
帝
万
葉
集
の
序
に
も
、
長サヲ
ダ
ノ田
王
を
い
せ
の
斎
宮
に
つ
か
は
し
給
ふ
ま
て
の
哥
を
入
と
あ
そ
は
し
た
り
、
此
集
、
長
田
王
、
伊
勢
の
斎
宮
へ
つ
か
は
さ
る
ゝ
哥
は
万
葉
集
第
一
之
終
な
り
、
又
源
氏
物
語
梅
枝
の
巻
に
嵯
峨
天
皇
の
か
ゝ
せ
給
へ
る
万
葉
集
四
巻
と
あ
り
、
さ
れ
は
か
た
〳
〵
万
葉
集
難
決
、
今
の
万
葉
集
は
二
十
巻
也
、
又
太ウヅ
マ
サ秦 
顕ケン
セ
ウ昭
法
師
、
万
葉
集
は
中
納
言
家
持
卿
作
と
い
へ
り
、
是
も
さ
に
あ
ら
す
、
万
葉
集
十
九
巻
の
詞
書
に
此
巻
ノ
中
不
レ
偁シヨウ二
作
者
ノ名
字
一
、
徒
タ
ヽ
ニ
シ
ル
ス
録
二
年
月
一
、
所
々
縁エン
キ起
者
皆
大
伴
宿
禰
家
持
裁
二
―作
ス哥
ノ詞
一
也
と
あ
れ
は
、
家
持
撰
五
八
〇
作
哥
詞
也
と
あ
れ
は
、
家
持
の
撰
に
あ
ら
す
、
為
家
云
、
萬
葉
集
は
上
聖
武
天
皇
之
御
宇
に
始
り
、
下
桓
武
天
皇
御
宇
に
二
十
巻
と
な
れ
り
と
云
、
此
説
宜
し
か
る
へ
し
、
聖
武
帝
よ
り
桓
武
帝
ま
て
代
々
の
哥
を
集
て
萬
葉
と
し
る
せ
り
と
見
え
た
り
、
一
代
〳
〵
の
撰
者
し
れ
す
、
此
故
に
勅
撰
と
も
難
定
、
此
古
今
集
真
名
序
に
昔
平
城
天
皇
、
天
子
詔
侍
臣
令
撰
萬
葉
集
ト
云
、
既
に
此
古
今
集
も
始
は
續
万
葉
集
と
外
題
有
た
る
を
、
後
に
古
今
集
と
な
り
た
る
と
也
、
真
名
序
に
曰
ク、
名
テ曰
二
續
万
葉
集
一
重
詔
古
今
和
歌
集
と
な
ん
、
一
真
名
序
、
假
名
序
之
事
、
俊
成
卿
嘉
禄
年
中
之
本
に
は
假
名
序
は
か
り
に
て
、
真
名
序
無
、
定
家
卿
天
福
年
中
の
本
に
は
真
名
、
假
名
両
序
有
、
俊
成
卿
本
に
真
名
序
の
な
き
は
、
為
家
卿
、
宗
尊
親
王
江
相
傳
之
古
今
の
注
に
云
、
俊
成
卿
、
基
俊
よ
り
此
集
傳
授
の
時
、
序
を
不
用
、
只
假
名
序
は
か
り
な
り
、
其
故
は
貫
之
か
女
紀
内
侍
へ
さ
つ
け
た
る
本
、
假
名
序
は
か
り
に
て
、（
※
脱
文
欤
）
真
名
序
、
假
名
と
も
に
序
有
、
此
集
の
序
に
は
か
な
、
ま
な
両
序
引
合
て
み
さ
れ
は
と
く
と
し
れ
ぬ
所
多
し
、
去
に
よ
つ
て
為
家
卿
に
あ
ら
す
、
為
家
卿
云
、
万
葉
集
は
上
聖
武
天
皇
の
御
宇
に
始
、
下
平
城
、
桓
武
天
皇
の
御
宇
に
二
十
巻
と
な
れ
り
と
云
、
此
説
よ
ろ
し
か
る
へ
し
、
聖
武
帝
よ
り
桓
武
帝
ま
て
代
〳
〵
の
哥
を
集
て
万
葉
と
し
る
せ
り
と
見
え
た
り
、
一
代
〳
〵
の
撰
者
し
れ
す
、
此
故
に
勅
撰
と
も
難
レ
定
、
此
古
今
集
は
真
名
序
に
昔
平
城
天
皇
、
天
子
詔
二
侍
臣
一
令
レ
撰
二
万
葉
集
ヲ一
と
云
々
、
す
て
に
此
古
今
集
も
始
は
續
万
葉
と
外
題
あ
り
た
る
を
、
後
に
古
今
集
と
な
り
た
る
、
真
名
序
に
名
曰
二
續
万
葉
集
一
重テ 
詔
ミ
コ
ト
ノ
リ
ア
リ
テ
曰
二
古
今
和
歌
集
一
と
、
一
真
名
序
、
假
名
序
之
事
、
俊
成
卿
嘉
禄
年
中
の
本
に
は
か
な
序
は
か
り
に
て
、
真
名
序
な
し
、
定
家
卿
天
福
年
中
の
本
に
は
真
名
、
假
名
両
序
あ
り
、
一
説
、
俊
成
卿
本
ニ真
名
序
の
な
き
は
、
和
哥
は
和
詞
を
も
と
ゝ
す
る
に
よ
り
て
真
名
序
を
不
用
、
又
定
家
卿
の
両
序
を
用
ら
れ
た
る
は
和
序
に
い
ひ
お
ほ
せ
ぬ
こ
と
わ
り
を
真
名
序
に
て
や
す
く
き
こ
ゆ
る
た
め
両
序
を
用
ら
れ
た
り
と
云
々
、
此
説
管
見
也
、
不
可
信
用
也
、
俊
成
卿
本
に
真
名
序
の
な
き
は
、
為
家
卿
、
宗ソウ
尊ソン
親
王
へ
相
傳
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
八
一
の
注
に
も
近
代
殊
の
外
に
真
名
序
を
用
ら
れ
た
り
、
実
も
真
名
序
を
も
捨
ら
る
へ
き
い
は
れ
な
し
と
云
、
當
流
貫
之
か
女
へ
さ
つ
け
ら
れ
し
本
に
真
名
序
の
な
き
は
、
婦
⼈
な
れ
は
さ
る
こ
と
も
あ
ら
ん
か
し
と
云
、
か
な
序
は
貫
之
の
か
ゝ
れ
、
真
名
序
は
貫
之
猶
子
紀
淑
望
書
と
、
尭
孝
此
集
を
円
雅
よ
り
相
傳
の
本
に
は
、
和
序
は
紀
貫
之
筆
、
序
者
不
能
奏
覧
、
於
奥
書
加
之
、
他
紀
淑
望
書
と
、
實
は
大
納
言
長
谷
雄
書
之
、
一
説
、
俊
成
卿
本
に
真
名
序
の
な
き
は
和
哥
は
和
詞
を
本
と
す
る
に
よ
り
て
真
名
序
を
不
用
、
又
定
家
卿
の
両
序
を
用
ら
れ
た
る
は
和
序
に
云
お
ほ
せ
ぬ
こ
と
は
り
を
真
名
序
に
て
や
す
く
に
き
こ
ゆ
る
た
め
に
両
序
を
用
ら
れ
た
り
と
云
々
、
此
説
管
見
也
、
不
可
信
用
也
、
一
真
名
序
を
始
に
書
た
る
や
、
假
名
序
を
先
に
書
た
る
や
と
故
⼈
説
々
有
、
両
序
の
意
趣
同
し
事
な
り
、
両
序
の
う
ち
か
な
序
を
本
と
し
て
書
た
る
や
、
真
な
序
を
本
と
し
て
書
た
る
や
、
前
後
あ
る
へ
き
者
な
り
、
為
家
卿
云
、
假
名
序
、
真
名
序
前
後
亡
父
卿
之
云
、
貫
之
か
な
序
を
書
て
猶
子
淑
望
に
真
序
に
書
せ
り
と
の
古
今
の
注
ニ
云
、
俊
成
卿
、
基
俊
よ
り
此
集
傳
授
之
時
、
真
名
序
を
不
レ
用
、
只
假
名
序
は
か
り
也
、
其
故
は
貫
之
か
女
紀
ノ
内
侍
へ
さ
つ
け
た
る
本
、
假
名
序
は
か
り
に
て
、
真
名
序
な
き
也
、
又
定
家
卿
本
に
は
真
名
、
假
名
と
も
に
序
あ
り
、
此
集
の
序
は
か
な
、
ま
な
両
序
引
合
て
見
さ
れ
は
と
く
と
わ
か
ち
の
し
れ
ぬ
所
多
し
、
さ
る
に
よ
り
て
為
家
卿
の
注
に
も
近
代
こ
と
の
外
に
真
名
序
を
用
ら
れ
た
り
け
る
も
、
真
名
序
の
捨
ら
る
へ
き
い
は
れ
な
し
と
云
々
、
當
流
貫
之
か
女
へ
さ
つ
け
ら
れ
し
本
に
真
名
序
の
な
き
は
、
婦
⼈
な
れ
は
さ
る
こ
と
に
も
あ
ら
ん
か
し
と
云
々
、
か
な
序
は
貫
之
の
か
ゝ
れ
、
真
名
序
は
貫
之
猶ユウ
シ子
紀ノ
淑ヨシ
モ
チ望
書
と
尭ゲウ
カ
ウ孝
か
こ
の
集
を
圓エン
カ雅
よ
り
相
傳
の
本
に
は
、
和
序
者
紀
貫
之
筆
、
真
名
序
者
不
レ
能
二
奏
覧
一
、
奥
書
加
レ
之
、
紀
ノ
淑
望
書
レ
之
ト
、
實
は
父
紀
納トウ
ゲ
ン言
長ハ
セ
ヲ
谷
雄
書
之
、
一
真
名
序
を
始
に
書
た
る
也
、
假
名
序
を
先
に
書
た
る
也
と
故
⼈
説
々
あ
り
、
両
序
の
意
趣
同
し
こ
と
也
、
両
序
の
内
か
な
序
を
も
と
ゝ
し
て
書
た
る
や
、
真
名
序
を
も
と
ゝ
し
て
書
た
る
や
、
前
後
あ
る
へ
き
も
の
也
、
為
家
卿
云
、
假
名
序
、
真
名
序
前
後
定
家
亡
父
卿
之
云
、
貫
之
か
な
序
を
書
て
猶ユウ
シ子
淑
望
に
真
名
に
五
八
二
云
々
、
私
云
、
両
序
前
後
之
趣
可
着
眼
、
両
序
引
合
沈
吟
見
之
、
則
相
分
す
へ
き
也
、
一
歌
書
、
物
語
等
は
古
⼈
の
述
作
あ
ま
た
あ
れ
と
も
、
哥
學
の
道
を
と
け
る
書
、
此
序
の
外
に
一
部
の
書
な
し
、
或
は
詞
花
言
葉
風
流
妖
艶
而
已
、
ま
た
習
か
た
の
書
と
て
、
家
々
の
髓
脳
秘
書
あ
れ
と
も
真
實
之
道
を
い
へ
る
書
な
し
、
此
集
の
序
は
以
道
為
要
故
に
古
⼈
之
穪
美
不
可
勝
計
、
一
此
序
は
哥
の
不
發
詞
先
を
と
き
て
、
為
躰
鳥
虫
の
こ
ゑ
に
あ
ら
は
し
て
、
為
用
鬼
神
天
地
を
動
か
す
な
と
云
て
、
為
徳
以
六
義
哥
之
讀
方
を
教
、
⼈
麿
を
も
つ
て
哥
の
實
は
い
に
し
へ
今
か
は
ら
さ
る
の
證
を
あ
ら
は
し
、
六
⼈
之
歌
の
評
を
以
哥
の
譬ことはを
し
め
し
畢
、
さ
れ
は
、
此
序
實
尒
得
道
し
た
る
哥
⼈
は
外
に
讀
方
な
と
の
哥
書
を
不
足
用
、
定
家
卿
も
此
序
の
こ
と
は
り
を
う
け
て
、
詠
歌
大
槩
は
述
作
せ
ら
れ
し
な
ん
、
⼈
麿
を
以
哥
の
實
、
古
今
か
は
ら
さ
る
の
し
や
う
を
あ
ら
は
し
、
俊
成
卿
古
来
風
躰
に
曰
、
⼈
麿
を
哥
の
聖
と
古
今
の
序
に
か
け
る
こ
と
な
り
、
代
々
哥
の
す
か
た
か
は
り
も
て
き
ぬ
か
ゝ
せ
り
と
云
々
、
私
云
、
両
序
前
後
之
趣
可
レ
着
レ
眼
、
両
序
引
合
沈
―吟
見
之
、
則
可
二
相
分
一
也
、
一
哥
書
、
物
語
等
は
古
⼈
の
述
作
あ
ま
た
あ
れ
と
も
、
歌
學
の
道
を
と
け
る
書
、
此
序
の
外
に
一
部
の
書
な
し
、
或
は
詞
花
言
葉
風
流
妖ヨウ
エ
ン艶
而
已
、
又
な
ら
ひ
か
た
の
書
と
て
、
家
々
の
髓
脳
秘
書
あ
れ
と
も
真
實
の
道
を
い
へ
る
書
な
し
、
此
集
の
序
は
以
レ
道
為
レ
要
故
に
古
⼈
の
称
美
不
可
勝
計
、
一
此
序
は
歌
の
不
發
詞
先
を
と
き
て
、
為
レ
躰
鳥
虫
の
声
に
あ
ら
は
し
て
、
為
レ
用
ト
鬼
神
天
地
を
う
こ
か
す
な
と
い
ひ
て
、
為
レ
徳
以
二
六
義
一
歌
の
よ
み
方
を
教
ゆ
、
⼈
麿
を
も
つ
て
哥
の
實
は
い
に
し
へ
今
か
は
ら
さ
る
の
證
を
あ
ら
は
し
、
六
⼈
之
歌
の
評
を
以
哥
の
譬たとへを
し
め
し
畢
、
さ
れ
は
、
此
序
を
實
に
得
道
し
た
る
家
⼈
は
外
に
よ
み
か
た
な
ど
の
哥
書
を
用
に
た
ら
す
、
定
家
卿
も
此
序
の
こ
と
は
り
を
う
け
て
、
詠
歌
大
概
は
述
作
せ
ら
れ
し
と
な
む
、
⼈
麿
を
以
哥
の
實
、
古
今コン
か
は
ら
さ
る
の
證
を
あ
ら
は
し
、
俊
成
卿
古
来
風
躰
に
い
は
く
、
⼈
麿
を
哥
の
聖
と
古
今
の
序
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
八
三
れ
と
、
⼈
麿
の
哥
な
ん
何
れ
の
代
の
哥
の
姿
に
も
よ
く
か
な
へ
り
と
云
々
、（
※
脱
文
欤
）
花
麗
な
れ
は
、
た
と
へ
未
来
を
さ
と
り
知
て
も
、
そ
れ
〳
〵
の
時
の
風
に
は
不
可
相
當
、
然
る
を
⼈
麿
の
哥
は
か
り
何
れ
の
代
に
も
、
哥
も
風
も
相
當
せ
る
は
、
哥
の
聖
と
か
け
る
貫
之
か
眼
目
、
奇
也
、
妙
也
、
一
此
集
故
⼈
稱
美
、
源
俊
頼
無
名
抄
云
、
凢
哥
の
趣
古
今
の
序
に
見
え
た
り
、
順
徳
院
八
雲
御
抄
云
、
古
今
序
の
哥
の
眼
目
不
子
細
、
俊
成
卿
古
来
風
躰
云
、
此
集
の
こ
ろ
ほ
ひ
よ
り
、
よ
き
あ
し
き
も
殊
に
え
ら
ひ
定
ら
れ
け
れ
は
、
哥
の
本
躰
に
は
た
ゝ
此
古
今
集
を
あ
ふ
き
可
信
事
な
り
、
定
家
明
月
記
云
、
和
哥
の
道
有
古
今
序
、
其
外
哥
⼈
と
云
輩
此
序
を
稱
美
せ
さ
る
は
な
し
、
宗
祇
相
傳
云
、
此
事
は
哥
の
上
手
作
り
さ
ま
に
て
は
い
つ
れ
の
代
に
も
相
當
す
る
に
あ
ら
す
、
⼈
麿
は
道
身
哥
に
し
て
假
に
も
虚
に
わ
た
ら
す
、
う
た
毎
に
實
な
り
、
何
れ
の
代
、
何
れ
の
時
に
て
も
實
を
嫌
ふ
事
な
し
、
此
故
に
⼈
麿
の
哥
而
已
に
か
け
る
こ
と
な
り
、
代
々
哥
す
か
た
か
は
り
も
て
き
ぬ
れ
と
、
⼈
丸
の
哥
な
ん
い
つ
れ
の
代
の
哥
の
姿
に
も
よ
く
か
な
へ
り
と
云
々
、
世
々
歌
の
す
か
た
い
ろ
〳
〵
と
変
す
、
或
古
風
、
或
花
麗
な
れ
は
、
た
と
へ
未
来
を
さ
と
り
知
て
も
、
そ
れ
〳
〵
の
時
の
風
に
は
不
可
相
當
、
し
か
る
を
⼈
丸
の
歌
は
か
り
何
れ
の
世
に
も
、
哥
の
風
相
當
せ
る
は
、
歌
の
聖
と
か
け
る
貫
之
か
眼
目
、
奇
也
、
妙
也
、
一
此
集
故
⼈
稱
美
、
源
俊トシ
ヨ
リ頼
無
名
抄
ニ
云
、
凢
哥
の
趣
は
古
今
の
序
に
見
え
た
り
、
順
徳
院
ノ
八
雲
御
抄
云
、
古
今
序
者
歌
の
眼
目
ナ
レ
ハ
不
二
子
細
一
、
俊
成
古
来
風
躰
云
、
此
集
の
こ
ろ
ほ
ひ
よ
り
、
よ
き
あ
し
き
も
こ
と
に
え
ら
ひ
定
ら
れ
け
れ
は
、
歌
の
本
躰
に
は
た
ゝ
此
古
今
集
を
あ
ふ
き
信
す
へ
き
事
也
、
定
家
明
月
記
云
、
和
哥
の
道
有
二
古
今
ノ序
一
、
其
外
哥
⼈
と
い
ふ
と
も
か
ら
此
序
を
稱
美
（
※
脱
文
欤
）宗祇
相
傳
ニ
云
、
此
事
は
哥
の
上
手
作
り
さ
ま
に
て
い
つ
れ
の
代
に
も
相
當
す
る
に
あ
ら
す
、
⼈
丸
は
遍
身
哥
に
し
て
か
り
に
も
虚
に
わ
た
ら
す
、
歌
毎
に
實
也
、
何
の
代
、
何
の
時
五
八
四
何
れ
の
代
に
も
相
當
せ
る
也
、
故
に
其
哥
の
き
は
ま
り
た
る
躰
な
し
と
云
々
、
曰（ママ
）⼈
の
辟
（
マ
マ
）を
し
め
し
と
は
、
遍
昭
、
業
平
、
喜
撰
、
康
秀
、
小
町
、
黒
主
こ
と
き
の
哥
の
上
手
な
れ
と
も
、
發
言
の
好
め
る
所
に
よ
り
て
哥
躰
有
、
是
哥
を
造
れ
る
こ
と
を
好
め
る
也
、
元
来
虚
に
わ
た
り
て
實
少
し
、
以
尒
言
、
此
六
⼈
を
一
つ
に
し
た
る
か
⼈
麿
也
と
云
々
、
一
古
今
傳
来
、
抑
學
道
者
日
本
之
大
道
也
、
道
に
於
て
秘
傳
た
る
事
な
し
、
依
去
此
古
今
集
の
外
秘
傳
な
し
、
呼
子
鳥
、
百
千
鳥
と
云
て
萬
葉
集
に
て
は
さ
ら
に
傳
受
に
あ
ら
す
、
此
集
傳
受
と
い
へ
る
は
有
深
意
、
二
条
家
傳
来
は
俊
成
卿
、
基
俊
卿
よ
り
傳
受
な
り
、
為
家
卿
古
今
之
注
に
、
祖
父
當
集
傳
受
之
後
、
基
俊
卿
の
も
と
へ
送
ら
れ
け
る
哥
に
、
君
な
ら
て
い
か
に
し
て
か
は
は
る
け
ま
し
い
に
し
へ
今
の
お
ほ
つ
か
な
さ
を
 
基
俊
卿
返
し　
に
も
實
を
嫌
ふ
こ
と
な
し
、
此
故
に
⼈
麿
の
和
哥
而
已
何
の
代
に
も
相
當
せ
る
也
、
故
に
其
哥
の
き
は
ま
り
た
る
躰
な
し
と
云
々
、
六
⼈
の
譬タトエを
し
め
し
と
は
、
遍
昭
、
業
平
、
喜
撰
、
康
秀
、
小
町
、
黒
主
こ
と
き
の
哥
の
上
手
な
れ
と
も
、
發
言
の
好
め
る
所
に
よ
り
て
哥
躰
あ
り
、
是
哥
を
造
れ
る
こ
と
を
こ
の
め
る
也
、
元
来
虚
に
わ
た
り
て
實
す
く
な
し
、
以
テ之
尓シカ
云
、
此
六
⼈
を
ひ
と
つ
に
し
め
た
る
か
⼈
麿
也
、
一
古
今
傳
来
、
抑
哥
道
は
日
本
の
大
道
也
、
道
に
お
ゐ
て
秘
傳
た
る
こ
と
な
し
、
さ
る
に
よ
り
て
此
古
今
集
外
秘
傳
な
し
、
呼
子
鳥
、
百
千
鳥
と
い
ひ
て
も
万
葉
集
に
て
は
さ
し
て
傳
受
に
あ
ら
す
、
此
集
に
傳
受
と
い
へ
る
は
有
二
深
意
一
、二
条
家
傳
来
は
俊
成
卿
、
基
俊
卿
よ
り
傳
受
也
、
為
家
卿
古
今
の
注
に
、
祖
父
當
集
傳
受
之
後
、
基
俊
卿
の
も
と
へ
送
ら
れ
け
る
哥
に
、
君
な
く
は
い
か
に
し
て
か
は
は
る
け
ま
し
い
に
し
へ
い
ま
の
お
ほ
つ
か
な
さ
を
基
俊
卿
返
し
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
八
五
か
き
た
む
る
い
に
し
へ
今
の
こ
と
の
は
を
の
こ
さ
す
君
に
つ
た
へ
つ
る
か
な
一本文
此
集
傳
々
（
マ
マ
）之
事
、
此
集
傳
と
云
に
は
深
心
有
と
は
、
古
今
の
傳
と
は
貫
之
別
注
也
、
文
武
天
皇
の
御
宇
迄
は
、
日
本
は
哥
以
治
レ
世
斎
身
お
し
へ
と
せ
し
を
、
天
武
帝
皇
子
大
津
皇
子
始
作
詩
賦
給
ひ
し
よ
り
、
哥
の
道
お
と
ろ
へ
て
、
既
延
喜
帝
之
時
絶
ん
と
せ
し
を
、
延
喜
帝
貫
之
と
御
心
を
あ
は
せ
て
、
哥
の
道
を
二
度
記
給
へ
り
、
因
去
貫
之
か
哥
は
教
誡
之
端
な
る
事
を
し
ら
せ
ん
か
た
め
、
哥
の
作
者
は
詞
花
言
葉
の
み
よ
み
た
る
哥
を
も
か
り
て
道
を
と
け
り
、
去
に
よ
り
て
、
同
し
呼
子
鳥
も
万
葉
集
の
趣
と
は
各
別
也
、
同
し
哥
も
此
集
の
趣
を
と
く
に
は
哥
の
道
理
各
別
也
、
此
ゆ
へ
に
此
集
、
ヲ＼
カ
タ
マ
ノ
木
、
カ＼
ハ
ナ
草
、
メ＼
ト
ニ
作
リ
花
サ
ス
、
此
以
三
木
ヲ
三
種
の
神
器
を
顕
た
り
、
以
此
秘
傳
の
至
極
と
せ
り
、
今
に
傳
受
と
い
へ
る
も
此
別
注
の
こ
と
は
り
な
り
、
古
今
題
目
之
事
、
東
野
州
宗
祇
へ
相
傳
古
今
三
説
有
、
一
表
説
、
二
元
来
説
、
三
實
理
説
、
貫
之
別
注
之
趣
也
、
か
き
た
む
る
い
に
し
へ
今
の
こ
と
の
葉
を
の
こ
さ
す
君
に
つ
た
へ
つ
る
か
な
此
集
傳
受
と
い
へ
る
は
有
深
意
と
は
、
古
今
の
傳
と
は
貫
之
ノ別
注
也
、
文
武
天
皇
の
御
宇
ま
て
は
、
日
本
は
哥
を
以
治
レ
世
、
齋
ト
ヽ
ナ
ウレ
身
ヲ
お
し
へ
と
せ
し
を
、
天
武
帝
ノ皇
子
大
津
ノ皇
子
始
作
二
詩
賦
一
給
ひ
し
よ
り
、
哥
の
道
お
と
ろ
へ
て
、
既
延
喜
帝
の
時
絶
む
と
せ
し
を
、
延
喜
聖
帝
、
貫
之
と
御
心
を
あ
は
せ
て
、
哥
の
道
を
ふ
た
ゝ
ひ
起
し
給
へ
り
、
さ
る
に
よ
り
て
貫
之
哥
は
教ケウ
カ
イ誡
之
端ハシ
な
る
こ
と
を
し
ら
せ
む
か
た
め
、
哥
の
作
者
は
詞
花
言
葉
の
み
よ
み
た
る
哥
を
も
か
り
て
道
を
と
け
り
、
さ
る
に
よ
り
て
、
お
な
し
呼
子
鳥
、
百
千
鳥
も
万
葉
に
て
の
こ
と
は
り
と
此
集
に
て
の
理
と
は
各
別
也
、
同
し
哥
も
此
集
の
趣
を
と
く
に
は
哥
の
道
理
各
別
也
、
此
故
に
此
集
、
を
か
た
ま
の
木
、
川
な
ぐ
さ
、
め
ど
に
け
つ
り
花
さ
す
、
此
三
木
を
以
て
三
種
の
神
器
を
顕
た
り
、
以
レ
此
秘
傳
の
至
極
と
せ
り
、
今
に
傳
受
と
い
へ
る
も
此
別
注
の
こ
と
は
り
也
、
古
今
題
目
之
事
、
東
野
州 
宗
祇
江
相
傳
ノ
古
今
に
三
説
あ
り
、
一
表
説
、
二
元
来
説
、
三
實
理
説
、
貫
之
別
注
の
趣
也
、
五
八
六
東
野
州
口
傳
、
一
表
説
、
文
武
帝
と
延
喜
帝
と
を
古
今
の
二
字
に
當
て
書
け
り
、
二
元
来
説
、
古
と
は
天
地
未
分
の
時
を
と
れ
り
、
天
地
未
開
、
万
物
未
興
、
只
本
分
な
る
所
を
古
と
云
な
り
、
日
本
紀
神
代
巻
、
如
鶏
卵
と
云
、
今
と
は
国
常
立
尊
よ
り
今
日
迄
を
云
也
、
哥
は
天
地
と
共
に
出
来
せ
る
也
、
風
雲
流
水
、
山
の
声
、
谷
響
、
皆
哥
也
、
此
故
に
天
地
開
け
し
始
よ
り
今
日
迄
哥
は
不
変
也
、
以
之
儒
に
は
天
姓
と
云
、
佛
に
は
不
生
不
滅
と
い
ふ
、
神
に
は
神
明
と
云
、
老
子
に
玄
妙
と
云
、
皆
是
哥
之
本
躰
也
、
三
實
理
説
、
正
直
の
二
字
を
古
今
の
二
字
に
あ
て
ゝ
い
へ
り
、
正
と
は
天
理
也
、
陰
陽
流
行
作
四
時
、
し
は
ら
く
も
私
な
し
、
是
則
正
也
、
古
也
、
昔
よ
り
此
理
替
ら
さ
る
な
り
、
直
と
は
天
理
の
流
行
私
な
き
を
則
う
け
た
る
⼈
を
云
也
、
⼈
は
天
地
の
霊
明
也
、
す
く
に
天
地
の
道
理
を
行
ふ
は
⼈
也
、
私
曲
有
は
⼈
に
あ
ら
す
、
神
道
に
て
は
以
之
天
照
太
神
の
御
心
と
す
、
則
直
也
、
今
也
、
古
よ
り
替
ら
ぬ
天
地
流
行
の
陰
陽
の
道
を
直
に
今
⼈
心
に
う（
マ
マ
）
け
ぬ
た
る
也
、
是
則
哥
の
実
な
り
、
此
故
に
よ
め
る
哥
誠
な
ら
さ
れ
は
、
律
に
あ
は
す
、
其
趣
委
く
や
ま
と
哥
の
注
に
み
え
た
り
、
東
野
州
口
傳
云
、
一
表
説
、
文
武
帝
と
延
喜
帝
と
を
古
今
の
二
字
に
當
て
書
り
、
二
元
来
の
説
、
古
と
は
天
地
未
分
の
時
を
と
れ
り
、
天
地
未
開
、
万
物
未
興
、
只
本
分
な
る
所
を
古
と
云
也
、
日
本
紀
神
代
巻
、
如
二
鶏
卵
一
と
云
、
今
と
は
國
常
立
尊
よ
り
今
日
ま
て
を
云
也
、
歌
は
天
地
と
ゝ
も
に
出
来
せ
る
也
、
風
雲
流
水
、
山
の
声
、
谷
の
響ヒヽキ、
皆
哥
也
、
此
故
に
天
地
開
け
し
始
よ
り
今
日
ま
て
哥
は
不
変
也
、
以
之
儒
に
は
天
性
と
云
、
佛
に
は
不
生
不
減
と
云
、
神
に
は
神
明
と
云
、
老
子
は
玄
妙
と
云
、
皆
是
歌
の
本
躰
也
、
三
實
理
の
説
、
正
直
の
二
字
を
古
今
の
二
字
に
あ
て
ゝ
い
へ
り
、
正
と
は
天
理
也
、
陰
陽
―流
行
し
て
作
シ二
四
時
ヲ一
、
し
は
ら
く
も
私
な
し
、
是
則
正
也
、
古
也
、
む
か
し
よ
り
此
理
か
は
ら
さ
る
也
、
直
と
は
天
理
の
流
行
私
な
き
を
則
う
け
た
る
⼈
を
云
也
、
⼈
は
天
地
の
霊
明
也
、
す
く
に
天
地
の
道
理
を
行
ふ
は
⼈
也
、
私シキ
ヨ
ク曲
あ
れ
は
⼈
に
あ
ら
す
、
神
道
に
て
は
以
之
天
照
太
神
の
御
心
と
す
、
則
直
な
り
、
今
也
、
古
よ
り
か
は
ら
ぬ
天
地
流
行
の
陰
陽
の
道
を
直
に
今
⼈
心
に
う（
マ
マ
）
け
る
た
る
也
、
是
則
哥
の
實
也
、
此
故
に
よ
め
る
哥
ま
こ
と
な
ら
さ
れ
は
、
律
に
あ
は
す
、
其
趣
く
は
し
く
や
ま
と
う
た
の
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
八
七
私
云
、
此
三
説
の
注
、
古
今
傳
受
の
時
切
紙
也
、
謾
不
可
説
、
和＼
歌　
う
た
は
や
ま
と
哥
の
所
に
く
は
し
く
注
す
、
和＼　
東
野
州
相
傳
貫
之
別
注
云
、
和
は
此
國
名
也
、
歌
は
此
国
の
風
な
り
、
さ
れ
は
、
道
を
正
し
く
す
る
事
肝
心
な
り
、
世
を
治
め
、
家
を
守
る
道
ま
た
こ
の
心
な
り
、
只
此
道
は
和
を
以
詮
と
す
へ
き
も
の
な
り
、
⼈
の
五
尺
も
天
地
の
和
よ
り
起
、
世
界
の
和
よ
り
⼈
事
の
と
ゝ
の
ひ
も
治
る
な
り
、
道
を
正
し
く
す
る
、
宗
祇
云
、
歌
道
の
異
風
少
し
の
所
よ
り
出
来
る
者
な
り
、
除
目
他
異
風
帰
直
心
可
思
、
三
ヶ
大
事
も
正
直
を
本
と
す
る
な
り
、
世
を
治
め
、
家
を
守
る
道
、
宗
碩
、
⼈
の
心
を
種
と
す
る
と
は
尤
可
守
正
直
な
り
、
宗
長
云
、
君
臣
の
道
も
和
を
貴
也
、
集＼　
東
野
州
傳
受
貫
之
別
注
云
、
集
と
は
内
外
の
道
を
あ
つ
む
る
義
な
り
、
巻＼
は
其
数
を
定
、
第
一
第
二
と
は
み
た
れ
ぬ
や
う
に
す
る
也
、
皆
法
度
也
、
只
法
を
守
る
事
、
此
集
第
一
眼
と
す
る
也
、
注
ニ
見
え
た
り
、
私
云
、
此
三
説
の
注
、
古
今
傳
受
之
時
切
紙
也
、
謾
ニ
不
可
説
、
和
歌　
う
た
は
や
ま
と
う
た
の
所
に
く
は
し
く
注
、
和　
東
野
州
相
傳
貫
之
別
注
云
、
和
は
此
國
名
也
、
歌
は
此
國
の
風
也
、
さ
れ
は
、
道
を
た
ゝ
し
く
す
る
事
肝
心
也
、
世
を
治
、
家
を
守
る
道
又
此
心
也
、
只
此
道
は
和
を
以
て
詮
と
す
へ
き
も
の
也
、
⼈
の
五
尺
も
天
地
の
和
よ
り
起
、
世
界
の
和
よ
り
⼈
事
の
と
ゝ
の
ひ
も
お
さ
ま
る
也
、
道
を
正
し
く
す
る
、
宗
祇
云
、
哥
道
の
異
風
少
の
訴
ウ
ツ
タ
ヘよ
り
出
来
る
も
の
也
、
除
目
他
ノ異
風
ヲ一
帰ス
ル
ヲ
二
直
心
一
可
レ
思
、
三
ヶ
大
事
も
正
直
を
本
と
す
る
也
、
世
を
治
、
家
を
守ル
道
と
は
、
宗
碩セキ
云
、
⼈
の
心
を
種
と
す
る
は
尤
可
レ
守
二
正
直
一
也
、
⼈
事
の
と
ゝ
の
ひ
、
宗
長
云
、
君
臣
の
道
も
和
を
貴
也
、
集＼　
東
野
州
傳
受
貫
之
別
注
云
、
集
と
は
内
外
の
道
を
あ
つ
む
る
義
也
と
云
々
、
巻＼
は
其
数
を
定
、
第
一
第
二
み
た
ら
（
マ
マ
）ぬ
心
也
、
皆
法
度
也
、
只
法
を
守
る
こ
と
、
此
集
の
第
一
眼
と
す
る
也
、
五
八
八
序＼　
和
訓
は
し
め
、
漢
に
て
は
説
文
曰
、
東
西
牆
也
、
注
所
以
序
別
内
外
也
、
又
字
書
曰
、
序
は
如
廊
と
云
々
、
お
く
に
行
に
は
廊
下
を
つ
た
は
さ
れ
は
お
く
に
は
ゆ
か
す
、
そ
の
こ
と
く
其
書
を
み
る
に
も
先
序
を
不
見
し
て
そ
の
心
得
か
た
し
と
、
紀
貫
之
傳　
紀
氏
者
紀
伊
國
よ
り
始
日
本
紀
景
行
天
皇
巻
云
、
三
年
春
三
月
庚
寅
朔
、
卜
二
幸
于
紀
伊
國
一
将
レ
祭イハイ―
祀
マ
ツ
ラ
ン
群
モ
ロ
〳
〵
神
ア
マ
ツ
ヤ
シ
ロ 
祇
ク
ニ
ツ
ー
而
不
レ
吉
、
乃
車ミユ
キ駕
止ヤミヌ
之
遣シテ
二
屋ヤヌ
シ主
忍
男
武
雄
心
念
緒一云武心
一
令
レ  
祭
イ
ハ
イ
マ
ツ
ラ
 
、
爰
ニ屋
主
忍
男
武
雄
心
命
詣イキ
マ
シ之
居
二
于
阿アヒ
ノ備
柏
原
一
、
而
祭
ヒ―祀
神
―祇
、
仍
住
ト
ヽ
マ
リ九
年
、
則
娶
テ二
紀
直アタ
ヒ
ト
ヲ
ツ
ヲ
ヤ
ウ
チ
ヒ
コ
ガ
ム
ス
メ
カ
ケ
ヒ
メ
遠
祖
菟
道
彦
女
影
媛
三
、
生
武
内
宿
禰
、
武
内
宿
祢
十
一
世
諸
⼈　
贈
太
政
大
臣　
従
一
位 
麿　
　
　
猿
取　
従
五
位
上
船
守　
正
三
位
大
納
言　
贈
右
大
臣 
藤
長　
正
三
位　
中
納
言
興
道　
従
四
位　
右
兵
衛
尉 
本
道　
従
五
位
上　
下
野
守
望
之 
貫
之　
従
五
位
上
土
佐
守
、
木
工
頭
、
童
名
阿
古
久
曽
序＼　
和
訓
に
て
は
は
し
め
と
よ
む
、
漢
に
て
は
説
文
曰
、
東
西
ノ 
牆カキ
也
、
注ニ
所
以
序ハ 
別ワカツ二
内
外
ヲ一
也
、
又
字
書
云
、
序
ハ 
者
如
レ
廊ラウ
と
云
々
、
お
く
に
行
に
も
廊
下
を
つ
た
は
さ
れ
は
お
く
に
は
ゆ
か
す
、
そ
の
こ
と
く
其
書
を
見
る
に
も
先
序
を
不
見
し
て
そ
の
心
得
か
た
し
と
、
紀
貫
之
傳　
紀
氏
者
紀
伊
國
よ
り
始
日
本
紀
景
行
天
皇
巻
云
、
三
年
春
三二カ
月
庚
寅
朔
、 
卜
ウ
ラ
ナ
ウレ　
幸
ミ
ユ
キ
セ
ン
ト
 
二
于
紀
伊
國
ニ一
将
三
祭イハイ二
―祀
マ
ツ
ラ
ン
 
群
モ
ロ
〳
〵
神
ア
マ
ツ
ヤ
シ
ロ
祇
ク
ニ
ツ
ヤ
シ
ロ一
、
而
シ
テ
不
吉
、
乃
ス
ナ
ワ
チ
車ミユ
キ駕
止ヤミヌ
之
、
遣ツカ
ハ
シ
テ
二
屋
主
忍
男
武
雄
心
念
緒
心
一
令
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祭イハ
イ
マ
ツ
ラ
　
、
爰
ニ
屋
主
忍
男
武
雄
心ノ 
命ミコト
詣イキ
之マシ
居
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于
阿
備ヒ
柏ノ
原
一
、
而
祭
二
―祀
神
祇
ヲ一
、
仍
住
ト
ヽ
マ
ル九
年
、
則
ス
ナ
ハ
チ
娶
メ
ト
ツ
テ
二
紀ノ
直アタヒ
遠トヲ
ツ
ヲ
ヤ祖
菟ウ
道ヂ
彦ヒコカ
女ムスメ
影アケ
媛
ヒ
メ
ヲ
一
、
生ウ
ム二
武
内
宿
禰
ヲ一
、
武タケ
チ
ノ
ス
ク
ネ
内
宿
祢
十
一
世
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童
名
阿ア
コ
ク
ソ
古
久
曽
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
八
九
貫
之
述
作
書
古
今　
土
佐
日
記　
大
井
川
行
幸　
蟻
通
神
奉
和
哥
詞
書
夫＼
和
歌
者
託
二
其
根
於
心
地
一
、
發
二
其
花
於
詞
林
一
者
也
や
ま
と
哥
は
⼈
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
よ
ろ
つ
の
こ
と
の
は
と
そ
な
れ
り
け
る
、
や＼
ま
と　
神
道
傳
に
字
義
三
傳
、
国
号
三
傳
有
、
和
訓
解
云
、
や
ま
と
、
日
本
紀
に
神
武
帝
日
向
よ
り
東
國
を
征
し
給
ふ
時
、
難
波
よ
り
枚
方
に
の
ほ
ら
せ
給
ひ
、
そ
れ
よ
り
生
駒
山
を
越
て
や
ま
と
に
入
給
ふ
、
山
の
外
に
有
国
故
山
外
と
な
つ
く
、
淀
河
の
内
に
有
国
を
河
内
と
名
付
と
同
し
、
山
し
ろ
、
生
駒
山
の
う
し
ろ
に
有
国
故
背シロ
と
名
付
も
ま
た
同
、
扨
日
本
の
惣
名
と
せ
し
は
大
和
国
に
始
て
都
造
し
給
ひ
し
故
、
神
武
帝
の
代
よ
り
日
本
の
惣
名
と
せ
り
、
字
義
三
傳
と
は
元
来
日
本
文
字
無
、
訓
斗
也
、
訓
に
相
應
の
文
字
を
こ
め
た
り
、
や
ま
と
ゝ
云
心
を
字
義
に
顕
す
也
、
貫
之
述
作
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
慶
九
年
卒
古
今
序　
土
佐
日
記　
大
井
川
行
幸
序
蟻
通
神
へ
奉
る
和
哥
詞
書
夫
和
歌
者
託ツケ
二
其
根
ヲ
於
心
地ニ一
、
發ル二
其
花ヲ於
詞
林ニ一
者
也
や
ま
と
う
た
は
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
よ
ろ
つ
の
こ
と
の
は
と
そ
な
れ
り
け
る
、
や
ま
と　
神
道
傳
に
字
義
三
傳
、
國
号
三
傳 
字
義
三
傳
と
は
日
本
文
字
な
し
、
訓
は
か
り
也
、
訓
に
相
應
の
文
字
を
う
め
た
り
、
や
ま
と
ゝ
い
ふ
心
を
字
義
に
あ
ら
は
す
な
り
、 
和
訓
解
云
、
や
ま
と
、
日
本
紀
に
神
武
帝
日
向
よ
り
東
國
を
征
し
給
ふ
時
、
難
波
よ
り
枚ヒラ
カ
タ方
に
の
ほ
し
た
ま
ひ
、
そ
れ
よ
り
生
駒
山
を
越
て
や
ま
と
に
入
給
ふ
、
山
の
外
に
或
国
故
山
外
と
な
つ
く
、
淀ヨト
河
の
内
に
あ
る
国
を
河
内
と
名
付
と
同
し
、
山
し
ろ
は
、
生
駒
山
の
う
し
ろ
に
有
國
故
背シロ
と
名
付
も
ま
た
同
、
扨
日
本
の
惣
名
と
せ
し
は
大
和
国
に
始
て
都
造
し
給
ひ
し
故
、
神
武
帝
の
代
よ
り
日
本
の
惣
名
と
せ
り
、
山
跡　
む
か
し
は
此
國
山
の
み
に
て
山
の
あ
と
ゝ
云
事
也
、
山
止
五
九
〇
山
跡　
昔
は
此
国
山
の
み
に
て
山
の
あ
と
ゝ
云
事
也
、
山
止　
此
国
日
向
国
よ
り
起
れ
り
、
神
代
巻
に
云
、
高
皇
産
霊
尊
、
以
眞
床
追
衾
覆
於
皇
孫
天
津
彦
々
火
瓊
瓊
杵
尊
、
使
（
マ
マ
）降
之
皇
孫
と
云
々
、
天
降
於
日
向
襲
之
高
千
穂
峯
、
山
戸　
い
に
し
へ
は
山
に
⼈
民
す
え
た
り
、
神
武
紀
、
上
者
栖
巣
、
下
者
棲
穴
、
此
時
天
子
居
所
斗
有
門
、
此
故
に
御
戸
と
云
、
山
に
戸
さ
し
ゝ
て
す
み
た
る
心
也
、
國
号
三
傳
と
い
へ
る
は
訓
に
付
、
理
に
付
て
の
理
也
、
一＼　
造
化
傳
、
や
ま
に
と
ゝ
ま
る
の
心
也
、
止
々
て
又
動
故
に
造
（
マ
マ
）
し
て
育
万
物
也
、
如
此
美
国
と
云
心
な
り
、
二＼　
發
生
傳
、
や
ま
と
ゝ
は
矢
円
か
也
、
万
物
の
よ
く
發
生
す
る
事
、
矢
を
は
な
つ
か
こ
と
し
、
故
に
神
代
巻
に
有
四
弓
、
日
本
は
元
来
武
国
也
、
以
弓
治
国
故
に
弓
は
天
皇
の
御
也
、
さ
る
に
依
て
弓
を
御
執
と
い
ふ
、
則
神
代
、
一＼　
鎮
座
弓
と
は
神
代
巻
云
、
始
素
盞
烏
昇
天テン
ノの
溟
渤
以
之
皷
盪
山
岳
為
之
鳴
呴
、
此
則
神
性
雄
健
使
之
然
也
、
天
照
太
神
、
素
知
其
神
暴
惡
云
々
、
亦
皆
（
マ
マ
）負󠄁
千
箭
靭
與
五
百
箭
之
靭
、
臂
著
稜
成
（
マ
マ
）之
髙
鞆
、
振
起
弓
彌
、
　
此
国
日
向
国
よ
り
起
れ
り
、
神
代
巻
に
云
、
高タカ
ミ
ム
ス
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
皇
産
霊
尊
、
以
テ
二
眞マ
床トコヲ
追ヒフ
衾スマ
ヲ一
覆
テ二
於
皇スメ
孫ミマ
天
津
彦ヒコ
々
火ホ
ニ
ヽ
キ
ノ
瓊
々
杵
尊
ヲ一
、　
便
ス
ナ
ハ
チ
降クタ
スレ
之
ヲ
皇
孫
と
云
々
、
天アマ
二
―クタ
リ
マ
ス
降
於
日
向ノ
襲オゾ
之
高
千
穂
ノ峯
ニ一
、
山
戸　
い
に
し
へ
は
山
に
⼈
民
す
み
た
り
、
神
武
紀
ニ、
上
者
栖スミ
レ
巣ス
ニ、
下
者
棲スム
レ
穴
、
此
時
天
子
の
居
所
の
み
有
レ
門
、
此
故
に
御
門
と
云
、
山
に
戸
さ
し
ゝ
て
す
み
た
る
心
也
、
國
号
三
傳
と
い
へ
る
は
訓
に
つ
き
、
理
に
つ
き
て
理
也
、
一　
造ゾウク
ハ
ノ化傳　
や
ま
り
（
マ
マ
）と
ゝ
ま
る
の
心
也
、
止
テ々又
動
ク故
に
造
化
し
て
育ヤシ
ナ
フ
二
万
物
也
、
如
此
美
國
と
い
ふ
心
也
、
二　
發
生
傳
と
は
、
や
ま
と
ゝ
は
矢ヤ
圓マト
也
、
万
物
の
よ
く
發
生
す
る
事
、
矢
を
は
な
つ
か
こ
と
く
と
、
故
に
神
代
巻
に
有
四
弓
、
日
本
は
元
来
武
國
也
、
以
弓
治
國
、
故
ニ弓
は
天
皇
の
御
也
、
さ
る
に
よ
り
て
弓
を
御
執
と
い
ふ
、
則
神
代
四
弓
と
は
、
一　
鎮
座
弓
ト
ハ
神
代
巻
云
、
始
素
盞
烏
昇ノホルレ
天
ニ之
時
、
溟メイ
渤ホツ
天
地
の
こ
と
な
り
、
以
テレ
之
皷
盪
シ 
な
り
う
こ
く
な
り
、 
山
岳ヲカ
為ニ
レ
之
鳴メイ
呴クス 
な
り
な
る
也
、 
此
則
神
性
雄
ヲ
タ
ケ
ク
シ
ム
ル健
使ナリ
二
之
然シカラ一
也
、
か
く
の
こ
と
き
事
は
、
此
神
の
い
き
ほ
ひ
あ
ら
き
し
る
し
な
り
、
天
照
太
神
、ヒ
ト
ヨ
リ
素
知
シ
ロ
シ
メ
ス
其
神
暴ホウ
悪
云
云
、天
照
太
神
の
此
神
の
あ
ら
く
あ
し
き
こ
と
を
し
ろ
し
め
し
た
る
也
、 
又
背ソヒ
ラ
ニ
太
神
の
せ
な
か
也
、 
負󠄁ヲヒ
三
千
箭
ノ
リ
ノ
ヤ
靭ユキ
ト
矢
を
い
る
も
の
也
、
與トヲ
二
五イ
百ヲ
箭
之
靭
一
、
臂
ニ 
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
九
一
二＼　
代
（
マ
マ
）向
ハ
ツ
カ
ウ
弓　
神
代
巻
云
、
高
皇
産
霊
尊
召
集
八
十
諸
神
而
問
之
曰
、
吾
欲
令
撥
平
葦
原
◦中
国
之
邪
鬼
、
当
遣
誰
者
宜
也
、
惟
爾
諸
神
勿
隠
所
知
云
、
於
是
高
皇
産
霊
尊
賜
天
雅（マ
マ
）産
天
天（
マ
マ
）
鹿
兒
弓
羽
々
失
以
遣
之
、
三＼　
護ゴ
持チ
弓　
神
代
巻
云
、
書
ニ
云
、
高
皇
産
霊
尊
以
眞
マ
コ
ト
ヲ
ホ
フ
フ
ス
マ
ヲ
床
覆
衾
褁
二
天
津
彦
国
光
彦
火
瓊
々
杵
尊
、
則
引
二
―開
天
磐
戸
一
、
排
分
天
八
重
雲
、
以
奉
降
レ
之
、
于
時
大
伴
連
遠
―祖
天
忍
日
命
、
帥
来
目
部
遠
祖
天
槵
津
大
来
目
、
背
負󠄁
天
磐
靭
、
臂
著
二
稜
威
高
靭
、
平（ママ
）捉
天
振
弓
、
天
羽
々
矢
一
、
及
副
―持
八
目
鳴
鎬
、
又
帯
二
頭
槌
剱
一
、
立
二
天
孫
之
前
一
、
遊
行
降
東
、
到
二
於
日
向
襲（マ
マ
）千
穂
日
二
上
、
■
（
※
穴
冠
＋
⼈
＋
ヰ
）
二
天
浮
橋
一
、
四＼　
大
平
弓　
神
代
巻
之
、
彦
炎
出
見
尊
有
持
弓
矢
、
万
々
歳
治
國
家
給
也
、
傳
云
、
神
代
巻
四
弓
天
地
之
形
也
、
著ツケ
二
稜イ
威ツノ
髙
鞆トモヲ一
、
振フリ
二
―起
テ弓
―彌
ヲ一
ゆ
み
の
す
ゑ
也
、 
す
さ
の
お
の
み
こ
と
に
天
照
太
神
の
あ
ひ
給
は
ん
と
て
如
此
の
よ
そ
ほ
ひ
を
し
た
ま
へ
る
な
り
、
二　
伐ハツ
向
弓
か
た
き
を
う
ち
に
む
か
ふ
る
弓
也
、 
神
代
巻
云
、
高タカ
ミ
ム
ス
ヒ
皇
産
靈
尊
召メシ
二
―集
ア
ツ
メ
テ
八
十
諸モロ
神カン
タ
チ
ヲ
一
而
問
テレ
之
ニ曰
ク、
吾
欲
ス令
撥ハラハ
二
葦
原
ノ中
ツ国
之
邪
ア
ヤ
シ
キ
モ
ノ
ヲ
鬼
一
、
當
ニ二
遣
テレ
誰
ヲ者
宜
一
也
、
惟
コ
ヽ
ニ
爾
諸
神
勿シ
テレ
隠
所
シ
メ
ヨ
トレ
知シラ
云
云
、
於
テレ
是
ニ高
皇
産
靈
尊
大
神
宮
の
御
子
、 
賜タマフ二
天
稚ワカ
彦
ニ天ノ
鹿カ
兒コ
弓
、
天ノ
羽ハ
々
矢
ヲ一
以
テ  
遣
ツ
カ
ハ
ス
レ
之
ヲ、
下
津
國
を
し
つ
め
ん
と
て
あ
め
わ
か
の
み
こ
に
弓
矢
を
下
し
た
ま
ふ
な
り
、
こ
れ
を
伐
向
弓
と
云
、
三　
護
持
弓　
神
代
巻
云
、
一アル
書
ニ曰
、
高
皇
産
靈
尊
以
テ二
眞マ
床コ
覆フス
衾マヲ
一
太
子
の
御
衣
也
、 
褁
ツ
ヽ
ン
テ二
天
津
彦
国
光テル
彦ヒコ
火ホノ
瓊ニ
々
杵ギノ
尊
ヲ 
御
孫
、
則
引
二
―
開
天
磐
戸
ヲ一
天
上
よ
り
下
つ
国
へ
下
し
給
ふ
也
、 
排
キ二
―分
テ天
八
重
雲
ヲ一
、
以
テ奉
ルレ
降クタシレ
之
ヲ、
于
時
ニ大
伴トモノ
連ムラシ
遠トヲツ
祖ヲヤ
天
ノ 
忍ヲン
日ヒノ
命
、　
帥
ヒ
キ
ヰ
テ
二
來ク
目メ
部
ノ遠
祖
天
ノ 
槵ホ
津ツ
大
來
目
ヲ一
、　
背
ソ
ヒ
ラ
ニ
負󠄁ヲヒ
二
天
ノ磐
靭ユキヲ一
、
臂
ニ著
二
稜イツ
ノ威
高
靭トモヲ一
、
手
ニ 
捉トリ
天
ノ 
振フリ
弓
、
天
羽
羽
矢
ヲ一
、
及
副ソヘ
二
―持ヒチ
八ヤツ
目メノ
カ
ウ
ラ
鳴
鎬
一
、
又
帯ハキ
二
頭カウ
槌ヅチノ
劔ツルギ
一
、
立
二
天
孫ミマノ之
前
ニ一
、
遊
イ
テ
ユ
キ
テ
ク
タ
リ
行
降
レ
東
ニ、
到
リ二
於
日
向
襲ヲソノ
千
穂
日
ノ二
上
ニ一
、
■タツ
（
※
穴
冠
＋
⼈
＋
ヰ
）
二
天
浮
橋
一
、
如
此
の
臣
下
た
ち
を
引
具
し
て
、
下
つ
国
へ
下
り
給
ふ
時
也
、
天
孫
の
尊
を
ま
も
り
た
ま
ふ
時
の
弓
な
り
、
四　
大
平
弓
ト
ハ　
神
代
巻
之
彦
火
火
出
見
尊
有
持
弓
矢
、
万
々
歳
治
國
家
也
、
傳
云
、
神
代
巻
四
弓
ハ天
地
之
形
也
、
五
九
二
天
は
圓
、
地
は
方
也
、
天
包
二
地
形
一
、
則
四
弓
也
、
矢
則
陰
陽
發
之
意
也
、
弓
法
四
弓
之
傳
と
云
、（
※
脱
文
欤
）
如
此
日
本
は
暫
物
之
發
生
せ
さ
る
こ
と
な
し
、
美
國
と
云
り
、
三
に
⼈
心
傳
と
は
、
日
本
は
⼈
直
に
し
て
や
む
こ
と
な
く
、
ま
こ
と
に
⼈
の
心
有
と
い
ふ
意
也
、
故
に
君
子
國
、
日
本
之
異
名
豊＼
葦トヨ
ア
シ
ハ
ラ
イ
ヲ
ア
キ
ミ
ツ
ホ
ノ
原
五
百
秋
瑞
穂
國 
神
代
巻
に
有
、
神
代
之
時
の
号
也　
　
　
　
　
豊＼
秋
ト
ヨ
ア
キ
ツ
シ
マ
津
嶋 
神
武
天
皇
に
あ
り 　
浦＼
安
ウ
ラ
ヤ
ス國 
神
武
天
皇
巻
に
有
　
細＼
戈ホソホ
コ
チ
タ
ラ
千
足
國 
神
武
の
巻
に
有　
　
磯＼
和
シ
ワ
カ
ミ
ホ
ツ
マ
ノ
五
秀
眞
國 
神
武
の
巻
に
有　
　　
玉＼
垣
タ
マ
カ
キ
ウ
チ
ノ
内
國 
神
武
の
巻
に
有　
大＼
八
ヲ
ホ
ヤ
シ
マ州
國 
神
武
の
巻
に
有　
　
日＼
本ヤマト國 
神
武
の
巻
に
あ
り  　
鋪＼
嶋
ハ
シ
キ
シ
マ國 
同
天
ハ圓
、
地
ハ
方ケタ
也
、
天
包
レ
地
ヲ之
形
、
則
四
弓
也
、
矢
則
陰
陽
發
之
意
也
、
弓
法
四
弓
之
傳
ト云
云
、
太
平
弓
は
彦
火
々
出
見
尊
万
々
歳
を
此
弓
に
て
治
た
ま
ふ
ゆ
へ
太
平
弓
と
い
ふ
也
、
如
此
日
本
は
し
は
ら
く
も
物
の
發
生
せ
さ
る
事
な
し
、
美
國
ト
云
り
、
三
ニ
⼈
心
傳
と
は
日
本
は
⼈
直
に
し
て
や
む
こ
と
な
く
ま
こ
と
に
⼈
の
心
あ
り
と
い
ふ
意
也
、
故
云
、
君
子
國
、
日
本
之
異
名
　
　
　
豊トヨ
ア
シ
ハ
ラ
イ
ホ
ア
キ
ミ
ヅ
ホ
ノ
葦
原
五
百
秋
瑞
穂
國 
神
代
巻
ニ
有
、神
代
之
時
之
号
也
　
　
　
豊トヨ
ア
キ
ツ
シ
マ
秋
津
島 
神
武
天
皇
巻
有
　
　
　
浦ウラ
ヤ
ス
ノ
ク
ニ
安
國 
神
武
天
皇
巻
有
　
　
　
細ホソ
ホ
コ
チ
タ
ル
ク
ニ
戈
千
足
國 
神
武
天
皇
巻
有
　
　
　
磯シワ
カ
ミ
ホ
ツ
マ
ノ
ク
ニ
和
五
秀
眞
國 
神
武
天
皇
巻
有
　
　
　
玉タマ
ガ
キ
ウ
チ
ツ
ク
ニ
垣
内
國 
神
武
天
皇
巻
ニ
有
　
　
　
大ヲホ
ヤ
シ
マ
ノ
ク
ニ
八
州
國 
神
代
巻
ニ
有
　
　
　
日ヤマ
ト
ノ
ク
ニ
本
國 
神
武
天
皇
巻
ニ
有
　
　
　
敷シキ
シ
マ島 
神
武
天
皇
巻
ニ
有
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
九
三
右
異
名
は
日
本
に
て
云
國
名
也
、 
倭＼
國 
後
漢
書
有
り
　
倭＼
面
國　
和＼
⼈
國 
魏
志
に
有　
　　
野＼
馬
䑓
國 
宝
志
和
尚
云
、
日
本
国
名
姫＼
氏
國 　
同
右
　
扶＼
桑
國　
君＼
子
國
右
異
名
於
漢
為
日
本
國
号
、
歌＼　
和
訓
解
云
、
哥
は
訴
之
畧
訓
、
訴
と
は
⼈
に
も
の
を
告
る
と
同
し
こ
ゝ
ろ
な
り
、
抑
哥
の
躰
と
い
ふ
は
則
此
訓
な
り
、
天
地
開
て
後
、
風
雨
震
雪
山
鳴
谷
響
、
鳥
獣
虫
水
青
波
聲
、
皆
天
地
の
間
の
訴
な
り
、
則
哥
な
り
、
陰
訴
て
は
雨
と
な
り
、
陽
訴
て
は
風
と
な
る
也
、
春
の
鳥
の
こ
ゑ
、
秋
の
む
し
の
音
、
す
へ
て
我
情
を
發
す
る
な
り
、
天
地
の
五
行
之
音
、
宮
商
角
徴
羽
、
哥
の
根
元
也
、
是
天
地
と
と
も
に
不
絶
、
本
性
誠
也
、
儒
の
性
と
云
、
佛
の
不
生
不
滅
、
神
の
神
明
也
、
然
而
⼈
は
天
地
の
霊
明
自
を
全
う
け
得
た
る
な
り
、
此
故
天
地
五
行
あ
れ
は
、
⼈
に
五
臓
有
た
る
に
よ
り
右
異
名
は
日
本
に
て
い
ふ
國
名
也
、
　
　
　
倭ワ
國 
後
漢
書
ニ
有
　
　
　
倭
面
國
　
　
　
和
⼈ス
國 
魏
志
ニ
有
　
　
　
野
馬
䑓
國 
宝
志
和
尚
ニ
云
、
日ヤマ
ト
ノ
ク
ニ
ノ
ナ
本
國
名
　
　
　
姫キ
氏シ
國　
　
　
　
扶フサ
フ桑
國
　
　
　
君
子
國
右
異
名
於
テレ
漢
ニ為ス
二
日
本
ノ國
号
一
、
う
た　
和
訓
解
云
、
哥
は
訴
之
畧
訓
、
訴
と
は
⼈
に
も
の
を
告
る
と
同
し
こ
ゝ
ろ
也
、
抑
ソ
モ
ヽ
歌
之
躰
と
い
ふ
は
則
此
訓
也
、
天
地
開
て
後
、
風
雨
震
雷
山
鳴ナリ
谷
響ヒヽ
キ、
鳥テウ
獣シウ
虫
水
音
波
聲
、
皆
天
地
之
間
之
訴
則
哥
也
、
陰
訴
て
は
雨
と
な
り
、
陽
訴
て
は
風
と
な
る
也
、
春
之
鳥
の
声
、
秋
の
虫
の
音
、
す
へ
て
我
情
を
発
す
る
也
、
天
地
の
五
行
の
音
、
宮
商
角
徴
羽
、
歌
の
根
元
也
、
是
天
地
と
ゝ
も
に
不
絶
、
本
性
誠
也
、
儒
の
性
と
云
、
佛
の
不
生
不
滅
、
神
の
神
明
也
、
然
⼈
は
天
地
の
靈
明
自
ら
全
う
け
得
た
る
也
、
此
故
天
地
に
五
行
あ
れ
は
、
⼈
に
五
臓
あ
り
、
さ
る
に
よ
り
て
、
我
お
も
ふ
こ
五
九
四
て
、
我
お
も
ふ
こ
と
を
こ
と
は
に
發
す
る
也
、
然
共
其
こ
と
は
誠
な
ら
さ
る
と
き
は
、
假（マ
マ
）は
賀
の
哥
を
詠
す
る
に
、
真
實
心
か
ら
よ
ろ
こ
は
す
し
て
、
詞
花
言
葉
を
か
さ
る
時
は
、
其
哥
の
お
も
て
賀
の
哥
な
れ
と
も
、
律
に
あ
は
す
る
と
き
、
賀
の
音
に
あ
は
す
、
五
行
そ
れ
〳
〵
つ
か
さ
と
る
調
子
有
、
都
て
詠
哥
如
此
、
さ
れ
は
誠
な
ら
さ
る
に
あ
ら
す
と
い
へ
る
は
是
也
、
花
實
相
對
之
傳
も
此
所
に
有
、
深
可
為
工
夫
、
故
⼈
之
哥
、
其
情
、
真
実
成
故
、
調
子
に
あ
は
さ
る
哥
な
し
、
可
思
惟
之
、
古
今
と
云
二
字
の
別
注
、
元
来
之
説
、
実
理
之
説
も
哥
の
意
也
、
可
見
引
合
之
、
漢
字
哥
の
字
を
う
め
た
る
は
説
文
云
、
詠
也
、
釈
名
云
、
⼈
聲
曰
哥
、
又
合
楽
曰
哥
、
或
作
謌
亦
作
哥
、
唐
に
て
も
如
此
、
合
楽
日
本
之
其
音
律
に
合
す
る
と
同
し
、
哥
訴
之
略
訓
、
夫
和
訓
に
自
語
義
語
之
品
有
、
自
語
と
は
天
地
の
間
音
ア
イ
ウ
エ
ヲ
な
と
の
四
十
七
音
也
、
此
音
天
地
の
間
の
音
に
て
梵
、
漢
、
日
本
更
に
替
事
な
し
、
梵
に
て
は
四
十
七
字
の
母
字
二
（
マ
マ
）十
二
点
を
く
わ
へ
て
十
二
点
の
性
音
と
母
字
の
音
と
の
内
ゟ
子
字
を
出
し
て（
マ
マ
）
万
無
豊
の
音
を
な
せ
り
、
梵
も
元
来
は
一
字
音
也
、
連
聲
と
て
音
を
二
つ
三
つ
な
と
つ
ゝ
け
て
其
こ
と
と
を
こ
と
は
に
発
す
る
也
、
然
は
共
其
こ
と
は
誠
な
ら
す
、
た
と
へ
は
、
賀
の
哥
を
詠
す
る
に
、
真
實
心
か
ら
よ
ろ
こ
は
す
し
て
、
詞
花
言
葉
を
か
さ
る
時
は
、
其
哥
の
お
も
て
賀
の
哥
き
こ
え
て
も
、
律
に
合
す
る
時
、
賀
の
音
に
あ
は
す
、
五
行
そ
れ
〳
〵
つ
か
さ
と
る
調
子
あ
り
、
す
へ
て
詠
哥
か
く
の
こ
と
し
、
さ
れ
は
ま
こ
と
な
ら
さ
る
は
歌
に
あ
ら
す
と
い
へ
る
は
是
也
、
花
實
相
對
の
傳
も
此
所
に
有
、
深
可
レ
為
二
工
夫
一
、
故
⼈
之
哥
、
其
情
、
真
実
な
る
故
、
調
子
あ
は
ぬ
哥
な
し
、
可
思
維
（
マ
マ
）之
、
古
今
と
云
二
字
の
別
注
、
元
来
之
説
、
實
理
之
説
も
歌
の
意
な
り
、
引
合
て
こ
れ
を
見
る
へ
し
、
漢
字
に
て
歌
の
字
を
う
め
た
る
は
、
説
文
云
、
詠
也
、
釈
名
云
、
⼈
聲
ヲ曰
レ
歌
、
又
合
ヲレ
楽
ニ曰
レ
歌
ト、
或
作
リレ
謌
亦
作
レ
哥
、
唐
に
て
も
如
此
、
合
楽
日
本
の
其
音
律
に
合
す
る
と
同
し
、
歌
訴
之
畧
訓
、
夫
レ和
訓
に
（
※
脱
文
欤
）
自
語
と
は
天
地
の
間
音
ア
イ
ウ
エ
ヲ
な
と
の
四
十
七
音
也
、
此
音
、
天
地
の
間
の
音
に
て
梵
、
漢
、
日
本
更
に
か
は
る
事
な
し
、
梵
に
て
は
四
十
七
字
の
母
字
に
十
二
点
を
か
け
て
十
二
点
の
一
点
の
性
音
と
母
字
の
音
と
の
内
よ
り
子
字
を
出
し
千
万
無
量
の
音
を
な
せ
り
、
梵
も
元
来
は
一
字
音
也
、
連
声
と
て
音
を
二
つ
三
つ
な
と
つ
ゝ
け
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
九
五
に
用
ゆ
る
、
悉
曇
の（マ
マ
）羽
也
、
日
本
に
て
の
義
語
也
、
先
日
本
に
て
自
語
と
は
、
た
と
へ
は
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
の
こ
と
し
、
ギ
と
ミ
と
の
訓
也
、
ギ
を
以
為
陽
（
マ
マ
）、
ミ
を
以
為
陰
神
、
ギ
は
男
、
音
開
口
、
ミ
は
女
、
音
閉
口
也
、
往
昔
云
也
、
自
語
如
此
、
義
語
と
は
た
と
へ
は
、
君キミ
の
こ
と
し
、
キ
は
陽
、
ミ
は
陰
也
、
陰
陽
和
合
す
る
を
為
貴
故
也
、
貴
ふ
⼈
を
君
と
云
也
、
如
此
、
義
語
有
て
代
々
其
事
繁
、
故
訓
も
亦
お
ほ
く
出
来
、
或
重
々
し
、
或
畧
し
て
作
義
訓
を
、
哥
の
訓
と
す
る
も
如
此
也
、
日
本
は
訓
、
往
昔
其
事
を
明
白
し
た
り
、
往
昔
無
文
字
故
也
、
依
五（マ
マ
）代
之
訓
は
其
意
深
、
文
字
未
来
と
き
の
訓
と
字
の
意
と
合
み
る
に
、
少
し
も
違
こ
と
な
し
、
宜
か
な
、
国
風
は
か
は
れ
と
も
天
地
の
間
也
、
何
可
差
別
乎
、
唐
⼈
来
て
日
本
の
⼈
泣
を
見
、
笑
と
は
い
は
す
、
唐
⼈
の
笑
を
み
て
此
国
の
⼈
も
泣
と
は
い
は
ぬ
也
、
自
性
自
然
の
理
也
、
五
行
そ
れ
〳
〵
に
つ
か
さ
と
る
と
こ
ろ
の
調
子
有
、
五
音
之
図
同
五
常
盤
渉
調
唇
音 
黄
鐘
調
舌
音 
雙
調
牙
音 
平
調
齒
音
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ 
タ
チ
ツ
テ
ト 
カ
キ
ク
ケ
コ 
サ
シ
ス
セ
ソ
て
其
こ
と
に
用
る
、
悉シツ
曇タン
の
習
也
、
日
本
に
て
の
義
語
也
、
先
日
本
に
て
自
語
と
は
、
た
と
へ
は
、
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
の
こ
と
し
、
ギ
と
ミ
と
の
訓
也
、
ギ
を
以
為
二
陽
神
一
、
ミ
を
以
為
二
陰
神
一
、
ギ
は
男
音
開
く
ち
を
ひ
ら
く
口
、
ミ
は
女
音
閉
口
也
、
往ソノ
昔カミ
の
自
語
如
此
、
義
語
と
は
た
と
へ
は
、
君キミ
の
こ
と
し
、
キ
は
陽
、
ミ
は
陰
、
陰
陽
和
合
す
る
を
為
貴
故
也
、
貴
ブ⼈
を
君
と
い
ふ
也
、
如
此
、
義
語
あ
り
て
代
々
其
事
繁
し
、
故
訓
も
又
お
ほ
く
出
来
、
或
重テウ
々〳〵
し
、
或
畧
し
て
作
二
義
訓
ヲ一
、
哥
の
訓
も
如
此
也
、
日
本
は
以
訓
、
往
昔
其
事
を
明
白
し
た
り
、
往
昔
無
文
字
故
也
、
依テ
ハ二
上
代
ノ訓
二
は
其
意
深
、
文
字
未ル
ノレ
来
時
の
訓
と
字
の
意
と
合
見
る
に
、
少
も
違
事
な
し
、　
宜
ム
ベ
ナ
ル
哉
、
国
風
は
か
は
れ
と
も
天
地
の
間
也
、
何
可
ヤ二
差
別
一
乎
、
唐
⼈
来
て
日
本
の
⼈
泣
を
見
て
笑
と
は
い
は
す
、
唐
⼈
の
笑
を
み
て
此
国
の
⼈
も
泣
と
は
い
は
す
、
自
性
自
然
の
理
な
り
、
五
行
そ
れ
〳
〵
に
主
と
る
調
子
あ
り
、
五
音
之
圖 
五
常
智
ニ
ア
タ
ル 
雙ソウ
デ
ウ
ゲ
調
牙ヲクバ 
音
盤ハン
シ
キ
テ
ウ
シ
ン
渉
調
唇
ク
チ
ビ
ル音 
黄ワウシ
ヨ
ウ鐘調
舌
音 
カ
キ
ク
ケ
コ
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ 
タ
チ
ツ
テ
ト 
角
木
東
春
五
九
六
マ
ミ
ム
メ
モ　
　
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ　
　
角
木
東
春　
　
　
商
金
西
秋
五
音
羽
五
行
水　
微
火
南
夏　
　
　
肝
青
仁　
　
　
　
肺
白
義
五
方
北
五
時
冬 
心
赤
礼
五
臓
腎
色
黒
一
越
調
喉
音 
半
舌
齒
ア
イ
ウ
エ
ヲ 
ラ
リ
ル
レ
ロ
ヤ
ヰ
ユ
ヱ
ヨ 
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
ワ
イ
ウ
エ
オ 
ザ
ジ
ズ
ゼ
ゾ
カ
キ
ク
ケ
コ
宮
土
中
央
土
用
脾
黄
信
　
　
　
　
　
開　
開　
合　
開　
開
　
　
　
　
　
ア　
イ　
ウ　
エ　
ヲ
　
　
　
　
　
カ　
キ　
ク　
ケ　
コ 
 
　
　
　
　
　
サ　
シ　
ス　
セ　
ソ
　
　
　
　
　
タ　
チ　
ツ　
テ　
ト
開
合
之
圖　
ナ　
ニ　
ヌ　
ネ　
ノ
マ
ミ
ム
メ
モ 
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ 
肝カン
青
仁
五
音
羽ウ
五
行
水 
微
火
南
夏
五
方
北
五
時
冬　
　
心
赤
禮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
臓
腎ジン（
マ
マ
）
五
色
黒
平ヘウ
調テウ
齒
音 
一
越コチ
調チウ
喉
音 
半
舌
齒
サ
シ
ス
セ
ソ 
ア
イ
ウ
エ
ヲ 
ラ
リ
ル
レ
ロ
商
金
西
秋 
ヤ
ヰ
ユ
ヱ
ヨ 
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
肺
白
義 
ワ
イ
ウ
エ
オ 
サ
シ
ス
セ
ソ
 
カ
キ
ク
ケ
コ
 
宮
土
中
央
土
用
 
脾ヒ
黄
信
開
合
之
圖
開
開
合
開
開　
横
之
音
如
此
、
直
音
、
右
ハ開
、
左
ハ合
也
、
ア　
イ　
ウ　
エ　
ヲ
カ　
キ　
ク　
ケ　
コ
サ　
シ　
ス　
セ　
ソ
タ　
チ　
ツ　
テ　
ト
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
九
七
　
　
　
　
　
ハ　
ヒ　
フ　
ヘ　
ホ
　
　
　
　
　
マ　
ミ　
ム　
メ　
モ
　
　
　
　
　
ヤ　
ヰ　
ユ　
ヱ　
ヨ
　
　
　
　
　
ラ　
リ　
ル　
レ　
ロ
　
　
　
　
　
ワ　
イ　
ウ　
エ　
オ
横
音
如
此
、
直
音
は
右
は
開
、
左
は
合
也
　
　
　
　
　
ア　
イ　
ウ　
エ　
ヲ　
　
鼻
喉
通
　
　
　
　
　
カ　
キ　
ク　
ケ　
コ　
　
齒
　
　
　
　
　
サ　
シ　
ス　
セ　
ソ　
　
齒
と
舌
　
　
　
　
　
タ　
チ　
ツ　
テ　
ト　
　
口思
口
連
聲
傳　
　
ナ　
ニ　
ヌ　
ネ　
ノ　
　
齒
と
口思
　
　
　
　
　
ハ　
ヒ　
フ　
ヘ　
ホ　
　
唇
不
合
　
　
　
　
　
マ　
ミ　
ム　
メ　
モ　
　
ー
ー
ー
　
　
　
　
　
ヤ　
ヰ　
ユ　
ヱ　
ヨ　
　
鼻
よ
り
出
　
　
　
　
　
ラ　
リ　
ル　
レ　
ロ
　
　
　
　
　
ワ　
イ　
ウ　
エ　
オ
ナ　
ニ　
ヌ　
ネ　
ノ
ハ　
ヒ　
フ　
ヘ　
ホ
マ　
ミ　
ム　
メ　
モ
ヤ　
ヰ　
ユ　
ヱ　
ヨ
ラ　
リ　
ル　
レ　
ロ
ワ　
イ　
ウ　
エ　
オ
連
聲
之
傳
ア　
イ　
ウ　
エ　
ヲ　
　
鼻ビコ
ウ
ニ喉
通
カ　
キ　
ク　
ケ　
コ　
　
齒
サ　
シ　
ス　
セ　
ソ　
　
齒
ト
舌
タ　
チ　
ツ　
テ　
ト　
　
顋アキト
ナ　
ニ　
ヌ　
ネ　
ノ　
　
齒
ト
顋
ハ　
ヒ　
フ　
ヘ　
ホ　
　
唇
ク
チ
ヒ
ル不
合
マ　
ミ　
ム　
メ　
モ　
　
唇
合
ヤ　
ヰ　
ユ　
ヱ　
ヨ　
　
唇
不
合
ラ　
リ　
ル　
レ　
ロ　
　
鼻
ヨ
リ
出
ワ　
イ　
ウ　
エ　
オ
五
九
八
口ヲスホム
舌ヲ開口ヲ中開
牙ヲカミ口ヲスホム
牙ヲカミ唇ヲ開
牙ヲ唇モ開ク
音
の
出
所
如
此
一
音
に
つ
き
て
傳
有
、
和
哥
に
五
音
連
聲
、
五
音
相
通
と
云
こ
と
有
、
五
音
連
聲
と
は
五
七
五
七
七
、
詞
の
縁
あ
る
を
い
ふ
也
、
た
と
へ
は
、
ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
、
梓
弓
お
し
て
春
雨
な
と
の
秀
句
又
縁
有
こ
と
な
り
、
初
心
の
と
き
は
哥
⼈
む
ね
と
可
掛
心
を
、
又
五
音
相
通
と
は
、
初
心
の
と
き
心
に
ま
か
せ
す
難
叶
、
巧
者
の
の
ち
は
相
通
を
離
た
る
、
不
叶
時
は
よ
め
る
哥
、
調
子
に
難
逢
哥
の
吟
聲
長
あ
ら
さ
る
へ
し
、
右
五
音
連
聲
、
五
音
相
通
は
詠
哥
の
躰
の
至
極
を
近
く
教
た
る
也
、
如
此
之
教
、
上
代
、
中
比
も
さ
ら
に
非
す
、
康
永
元
年
聖
護
院
御
門
主
へ
二
條
摂
政
殿
御
傳
授
也
、
右
如
件
之
秘
傳
と
す
る
所
也
、
非
其
仁
者
努
々
不
有
披
見
者
口ヲスホム
舌ヲ開口ヲ中開
牙
キバ
ヲカミ口ヲスホム
牙ヲカミ唇ヲ開
牙ヲ唇モ開ク音
之
出
所
如
此
一
音
に
つ
き
て
傳
有
、
和
歌
に
五
音
連
聲
、
五
音
相
通
と
云
こ
と
あ
り
、
五
音
連
声
と
は
五
七
五
七
々
、
詞
の
縁
あ
る
を
い
ふ
也
、
た
と
へ
は
、
ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
、
梓
弓
を
し
て
春
雨
な
と
の
秀
句
又
縁
あ
る
こ
と
也
、
初
心
の
時
は
哥
⼈
可
掛
心
を
、
又
五
音
相
通
と
は
、
初
心
の
時
心
に
ま
か
せ
す
難
叶
、
巧
者
の
ゝ
ち
は
相
通
を
離
た
る
か
た
な
し
、
不
叶
時
は
よ
め
る
哥
、
調
子
も
合
か
た
し
、
哥
の
吟
聲
長
あ
ら
さ
る
へ
し
、
右
五
音
連
聲
、
五
音
相
通
は
詠
哥
之
躰
の
至
極
を
近
く
教
た
る
也
、
如
此
教
、
上
代
、
中
比
も
さ
ら
に
あ
ら
す
、
康
永
元
年
聖
護
院
御
門
主
へ
二
條
摂
政
殿
御
傳
授
也
、
右
如
件
家
之
所
レ
為
二
秘
傳
一
也
、
非
其
仁
者
努
々
不
可
有
披
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
五
九
九
也
、
天
和
元
年
八
月
十
一
日　
　
　
小
幡
正
信
𠀋
如
此
秘
傳
也
、
雖
然
哥
道
御
深
志
之
趣
察
愚
意
依
之
相
傳
畢
、
於
非
其
仁
者
披
見
ゆ
る
さ
る
ま
し
き
也
、
宝
永
元
年
八
月
三
日　
　
　
　
小
幡
正
信
在
判
哥
の
音
聲
調
子
に
あ
ふ
と
あ
は
ぬ
と
は
、
右
し
る
せ
る
こ
と
く
、
其
心
實
な
ら
さ
れ
は
調
子
に
あ
は
ぬ
也
、
唐
に
も
其
證
有
、
楽
志
論
云
、
楽
者
音
之
所
二
由
ヲ
生
ル
一
也
、
在
⼈
心
感
二
於
物
一
也
、
是
故
其
哀
心
感
者
、
其
声
噍スミ
ヤ
カ
ニ
以
殺
ス
、
其
樂
心
感
者
、
其
聲
嘽ユル
ク
シ
テ
以
緩
ユ
ル
ヤ
カ、
其
喜
心
感
者
、
其
声
發
以
散
、
其
怒
心
感
者
、
其
声
麁
ア
ラ
ク
シ
テ
以
厲ハゲ
シ、
其
敬
心
感
者
、
其
声
直
以
廉イサ
ギ
ヨ
シ、
其
愛
心
感
者
、
其
声
和
以
柔ヨハ
シ、
六
者
、
非
性
也
、
感
二
於
物
一
而
後
動
、
是
故
先
生
慎
三
所
二
以
感
一
、
長
能
紀
云
、
和
哥
は
是
五
行
之
休
（
マ
マ
）也
、
春
の
林
の
東
風
に
動
き
、
秋
之
虫
之
北
露
に
な
く
も
皆
是
和
哥
の
休
（
マ
マ
）也
、
さ
れ
は
有
情
非
情
共
に
其
声
皆
哥
也
、
や
ま
と
哥
と
つ
ゝ
き
た
る
は
伊
勢
物
語
よ
り
前
の
書
に
み
え
す
、
見
者
也
、
天
和
元
年
八
月
十
一
日　
　
　
小
幡
正
信
丈
如
此
秘
傳
也
、
雖
然
歌
道
御
深
志
之
趣
察
愚
意
依
之
相
傳
畢
、
猶
非
其
仁
者
披
見
被
免
間
舖
也
、
寳
永
元
年
八
月
三
日　
　
　
　
小
幡
正
信
在
判
歌
の
音
聲
調
子
に
あ
ふ
と
あ
は
ぬ
と
は
、
右
し
る
す
こ
と
く
、
其
心
実
な
ら
さ
れ
は
調
子
に
あ
は
す
、
唐
に
も
其
證
あ
り
、
楽
志
論
云
、
楽
者
音
之
所
二
由
テ生ス
ル一
也
、
其
本
在
二
⼈
心
ニ一
、（
※
脱
文
欤
）
是
故
其
哀
心
感ス
レ
ハ者
、
其
聲
噍スミ
以ヤカ
ニ
サ
ツ
ス
殺
、
其
樂
心
感
者
、
其
聲
■
ユ
ル
ク
ス本
ノ
マ
ヽ
（
※
口
偏
＋
口口
＋
田
＋
ヰ
）
以
緩ユル
ヤ
カ
也
ヨ
ロ
コ
フ
、
其
喜
心
感レ
ハ者
、
其
聲
發
ス以
散チル
、
其
怒
心
感レ
ハ者
、
其
聲
麁
ア
ラ
タ
シ
テ
以
厲ハケ
シ、
其
敬
ツ
ヽ
シ
ム
心
感レ
ハ者
、
其
聲
直ナヲク
以
廉イサ
キ
ヨ
シ、
其
愛メヅル
心
感
者
、
其
声
和
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
シ
テ
以
柔ヨハ
シ、
六
者
、
非
レ
性
也
、
感
二
於
物
一
而
後
動
、
是
先
生
慎
ツ
ヽ
シ
ムレ
所
ヲ二
以
感
一
、
長
能ガ
紀
云
、
和
歌
は
是
五
行
の
体
也
、
春
の
林
の
東
風
に
う
こ
き
、
秋
の
虫
の
北
露
に
な
く
も
皆
是
和
哥
の
体
也
、
さ
れ
は
有
情
非
情
と
も
に
其
声
皆
哥
也
、
や
ま
と
う
た
と
つ
ゝ
き
た
る
は
伊
勢
物
語
よ
り
前
の
書
に
見
え
六
〇
〇
万
葉
集
に
和
哥
と
あ
る
皆
返
哥
也
、
和
す
る
哥
也
、
し
か
れ
は
や
ま
と
哥
と
い
へ
る
出
所
は
暫
く
伊
勢
物
語
な
り
、
兼
好
法
師
古
今
抄
曰
、
哥
は
心
さ
し
を
の
ふ
る
こ
と
は
な
り
、
此
国
の
こ
と
は
は
い
つ
れ
も
や
ま
と
哥
也
、
其
中
に
今
は
長
哥
、
短
哥
は
か
り
を
う
た
と
い
ふ
、
こ
の
序
は
先
万
の
や
ま
と
こ
と
は
を
廣
く
哥
と
い
へ
り
、
や
ま
と
哥　
伊
勢
物
語
八
十
三
段
に
、
厂
は
ね
ん
こ
ろ
に
も
せ
て
さ
け
を
の
み
つ
ゝ
や
ま
と
哥
に
か
ゝ
れ
り
、
為
宗
（
マ
マ
）卿
云
、
や
ま
と
哥
と
は
唐
に
も
哥
（
※
脱
文
欤
）
有
故
日
本
哥
と
云
事
也
、
⼈＼
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
東
野
州
云
、
詩
に
云
こ
と
く
心
に
動
く
を
志
と
い
ふ
義
な
り
、
心
に
う
こ
く
と
こ
ろ
は
世
界
に
弥（マ
マ
）倫
し
た
る
心
に
う
こ
く
也
、
宗
祇
云
、
み
ち
た
る
也
、
世
界
の
事
、
心
に
う
こ
く
な
れ
は
、
哥
は
世
界
に
有
理
な
り
、
心
天
地
ひ
と
し
き
ゆ
へ
な
り
、
た
と
へ
は
天
地
の
炎
寒
の
こ
ゝ
ろ
に
お
ほ
ゆ
る
、
是
天
地
と
ひ
と
し
き
故
な
り
、
心
に
動
く
所
詞
に
出
る
を
哥
と
は
い
へ
る
な
り
、
す
、
万
葉
集
に
和
歌
と
あ
る
皆
通
本
ノ
マ
ヽ哥
也
、
和
す
る
哥
也
、
し
か
れ
は
や
ま
と
う
た
は
い
へ
る
出
所
は
し
は
ら
く
伊
勢
物
語
な
り
、
や
ま
と
う
た　
伊
勢
物
語
八
十
三
段
ニ、
か
り
は
ね
ん
こ
ろ
に
も
せ
て
、
さ
け
を
の
み
つ
ゝ
や
ま
と
う
た
に
か
ゝ
れ
り
、
為
家
卿
云
、
や
ま
と
う
た
と
は
唐
に
も
詩
の
外
に
哥
あ
る
故
、
日
本
う
た
と
い
へ
る
こ
と
也
、
兼
好
法
師
か
古
今
鈔
曰
、
歌
は
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
の
ぶ
る
こ
と
は
な
り
、
此
國
の
言
葉
は
い
つ
れ
も
や
ま
と
う
た
也
、
其
中
に
今
は
長
哥
、
短
哥
は
か
り
を
う
た
と
い
ふ
、
こ
の
序
は
先
萬
の
や
ま
と
こ
と
は
を
廣
く
哥
と
云
り
、
⼈ノ之
在
レ
世ニ不
レ
能
レ
無
為
、
思
―慮
易
レ
遷
、
哀
―楽
相
變
、
感ハ生
二
於
志ヨリ一
詠ハ形アラ
ワ
ル
二
於
言ヨリ一
、
是
―以テ 
逸ヨロ
コ
ハ
ル
 
者
其
声
樂
タ
ノ
シ
ム、  
怨
ウ
ラ
ム
ル者
其
吟
悲
、
可シ
述
懐
ヲ
モ
イ
ヲ、
可シ以
發
レ
慎ヲ、
世
の
な
か
に
あ
る
ひ
と
こ
と
わ
さ
し
け
き
も
の
な
れ
は
、
こ
ゝ
ろ
に
お
も
ふ
こ
と
を
見
る
も
の
き
く
も
の
に
つ
け
て
い
ひ
い
た
せ
る
な
り
、
　
　
※
右
「
⼈ノ之
在
レ
世ニ…
」
は
次
々
頁
（
※
１
）
に
あ
る
べ
き
欤
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
〇
一
詩
に
い
へ
る
如
く
、
心
に
動
志
と
云
、
詩
経
云
、
在
心
為
志
、
發
言
為
詩
、
情
動
於
中
、
而
形
於
言
、
志
、
説
文
曰
、
意
也
、
志
有
心
之
所
也
、
心
之
所
生
也
、
廣
韻
云
、
意
慕
也
、
⼈
心
を
種
と
し
て
、
東
野
州
相
傳
云
、
天
神
七
代
之
先
、
元
物
（
マ
マ
）之
一
念
の
⼈
心
也
、
宗
祇
注
云
、
神
代
巻
云
、
天
地
陰
陽
一
気
起
如
葦
云
所
也
、
又
云
此
元
初
之
一
念
力
一
切
根
源
、
万
物
之
監（マ
マ
）腸
也
、
⼈
の
心
を
種
と
す
る
の
理
也
、
一
条
禅
閤
兼
良
公
童
蒙
抄
云
、
真
名
序
の
根
た
ね
也
、
其
花
は
詞
也
、
為
家
卿
宗
尊
親
王
江
注
進
之
抄
云
、
心
を
た
ね
と
云
は
白
氏
文
集
に
根
情
、
苗
言
、
花
聲
と
同
し
心
な
り
、
浄
辨
聞
書
云
、
⼈
の
心
を
種
と
は
詩
正
云
、
情
動
於
中
、
還
是
在
心
為
志
、
而
形
於
言
、
還
發
言
為
詩
、
吾
朝
の
哥
志
を
の
ふ
る
こ
と
お
な
し
、
兼
好
云
、
⼈
の
心
を
種
と
す
る
は
詠
歌
斗
に
非
す
、
万
の
詞
を
い
へ
る
也
、
よ＼
ろ
つ
の
こ
と
の
は
と
そ
な
れ
り
け
る
、
⼈
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
東
野
州
云
、
詩
ニ云
こ
と
く
心
に
動
く
を
志
と
い
ふ
義
也
、
心
に
う
こ
く
所
は
世
界
に
弥
本
ノ
マ
ヽ
リ
ン倫
し
た
る
心
に
動
也
、
心
天
地
ひ
と
し
き
ゆ
へ
な
り
、
宗
祇
云
、
み
ち
た
る
也
、
世
界
の
事
、
心
に
う
こ
く
な
れ
は
、
哥
は
世
界
に
あ
る
理
な
り
、 
た
と
へ
は
天
地
の
炎
寒
の
こ
ゝ
ろ
に
お
ほ
ゆ
る
、
是
天
地
と
ひ
と
し
き
故
也
、
心
に
う
こ
く
所
詞
に
出
を
歌
と
は
い
へ
る
也
、
詩
に
い
へ
る
こ
と
く
、
動
ヲ
志
ト
云
、
詩
経
云
、
在
心
為
志
、
發
言
為
詩
、
情コヽロ動
テ二
於
中ウチニ一
、
而
形
ア
ラ
ハ
ル
二
於
言
ニ一
、
志
、
説
文
云
、
意
也
、
志
者
心
之
所
レ
之ユク
也
、
心
之
所
主
ツ
カ
サ
ト
ル
也
、
廣
韻
云
、
意
ハ  
慕シタフ也
、
⼈
心
を
種
と
し
て
、
東
野
州
相
傳
云
、
天
神
七
代
之
先
、
元
初
之
一
念
の
⼈
心
也
、
宗
祇
注
に
云
、
神
代
巻
云
、
天
地
陰
陽
一
氣
起
テ 
如シ
ト葦
ノ云
所
也
、
又
云
此
元
初
の
一
念
か
一
切
の
根
源
、
万
物
之
濫
觴
也
、
⼈
の
心
を
種
と
す
る
の
理
也
、
一
条
禅
閤
兼
良
公
童
蒙
抄
ニ
云
、
真
名
の
其
根
た
ね
な
り
、
其
花
は
詞
也
、
六
〇
二
範
永
云
、
心
の
種
と
い
へ
る
に
よ
り
、
こ
と
の
は
と
文
の
縁
也
、
東
野
州
云
、
一
二
を
生
、
二
三
を
生
、
万
物
を
生
る
こ
と
の
心
な
り
、
よ
ろ
つ
の
こ
と
の
は
、
此
段
哥
の
大
す
ち
を
云
出
た
る
も
の
也
、
私
云
、
詠
歌
斗
に
あ
ら
す
、
聲
を
發
す
る
こ
と
な
り
、
毛
詩
云
、
情
動
二
於
中
一
而
形
二
於
言
一
と
云
々
、
又
云
、
情
發
二
於
声
一
々
成
レ
天（マ
マ
）文
謂
之
音
、
治
世
音
、
安
以
楽
、
政
和
、
乱
世
之
音
、
怨
以
怒
以（マ
マ
）怒
、
其
政
乖
、
亡
国
之
音
、
哀
以
恩
、
其
民
（
マ
マ
）因
タ
シ
ナ
ゾ
レ
バ
也、
世＼
の
中
に
あ
る
⼈
こ
と
は
さ
し
け
き
物
な
れ
は
、
こ
ゝ
ろ
に
お
も
ふ
こ
と
を
み
る
も
の
き
く
も
の
に
つ
け
て
い
ひ
出
せ
る
也
、
⼈
之
在
世
不
レ
能
二
無
為
一
、
思
慮
易
レ
遷
、
哀
楽
相
變
、
感
生
二
於
志
ヨ
リ
一
詠
形
ル
二
於
言
一
、
是
以
逸
ヨ
ロ
コ
ベ
ル者
其
声
楽
、
怨
者
其
吟
悲
シ
、
可
レ
述
ヘ
レ
懐
ヿ
、
可
レ
以
レ
發
レ
憤
イ
キ
ド
ヲ
リ
ヲ、
こ＼
と
は
さ　
世
間
の
事
、
世
務
に
あ
ら
す
、
火
を
見
て
は
あ
つ
き
為
家
卿
宗
尊
親
王
へ
注
進
の
抄
ニ
云
、
心
を
た
ね
と
云
は
、
白
氏
文
集
ニ
根ト
シレ
情
コ
ヽ
ロ
ヲ
、
苗
レ
言
ヲ、
花
レ
聲
と
同
し
心
な
り
、
浄
辨
聞
書
云
、
⼈
の
心
を
種
と
は
詩
正
云
、
情
動
於
中
、
還
是
在
ヲ
レ
心
ニ為シ
テレ
志
ト、
而
形
ル於
言
、
還
テ發
ヲレ
言
為
スレ
詩
ト、
吾
朝
の
哥
志
を
の
ふ
る
こ
と
お
な
し
、
兼
好
云
、
⼈
の
こ
ゝ
ろ
を
種
と
す
る
は
詠
哥
は
か
り
に
非
す
、
万
の
詞
を
い
へ
る
也
、
万
の
こ
と
の
は
と
そ
な
れ
り
け
る
、
範ノリ
永
云
、
心
の
種
と
い
へ
る
に
よ
り
、
こ
と
の
は
と
文
の
縁
也
、
東
野
州
云
、
一
二
を
生
、
二
三
を
生
、
万
物
を
生
す
る
心
也
、
此
段
、
哥
の
大
す
ち
を
先
い
ひ
出
た
る
も
の
也
、
私
云
、
詠
は
か
り
に
あ
ら
す
、
声
を
発
す
る
こ
と
也
、
毛
詩
云
、
情
動
二
於
中
一
而
形
二
於
言
一
云
云
、
又
云
、
情
發
二
於
聲
一
聲
成
文アヤ
ヲ謂
二
之ヲ
音オン
ト一
、
治
世
ノ音
、
安シ
テ以
テ樂
、
政
和
、
亂
世
ノ音
、
怨
テ
以
テ怒
ル、
其
政
乖ソム
ク、
亡
国
之
音
ハ、
哀
以
テ思
フ、
其
民
困
、
　
（
＊
１
）
兼
好
云
、
こ
れ
は
⼈
の
哥
よ
む
こ
と
也
、
別
の
義
な
し
、
こ
と
わ
さ　
世
間
の
事
、
世
務
に
あ
ら
す
、
火
を
み
て
は
あ
つ
き
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
〇
三
と
し
り
、
風
を
き
ゝ
て
は
寒
き
と
し
る
、
⼈
々
自
性
氣
也
、
此
氣
不
絶
ほ
と
は
、
或
は
悦
、
あ
る
は
か
な
し
み
、
し
は
ら
く
も
や
む
間
な
し
、
思
慮
易
遷
、
哀
楽
相
変
し
て
朝
よ
り
暮
ま
て
同
し
心
な
し
、
去
に
よ
り
て
感
は
心
さ
し
よ
り
生
し
、
詠
は
言
葉
よ
り
あ
ら
は
る
ゝ
也
、
兼
好
云
、
是
は
⼈
の
哥
よ
む
こ
と
な
り
、
別
の
義
な
し
、
感
は
志
よ
り
生
、
そ
の
悲
し
ひ
、
楽
ひ
と
お
も
ふ
か
則
志
也
、
心
よ
り
情
に
う
つ
る
間
也
、
感
す
る
と
は
目
に
見
、
耳
に
聞
所
か
則
心
に
う
つ
る
か
感
也
、
ひ
と
つ
に
な
る
心
也
、
詠
は
言
よ
り
形
、
そ
の
み
る
、
き
く
所
か
心
に
う
つ
り
て
情
に
わ
た
り
す
く
に
こ
と
は
に
出
る
也
、
是
故
に
古
今
云
、
詞
は
心
の
影
也
、
心
直
則
詞
直
也
、
⼈
々
可
耻
之
、
東
野
州
真
名
序
傳
云
、
感
と
は
心
に
興
す
る
事
也
、
逸
と
は
無
事
な
る
義
、
ま
た
や
す
き
を
い
ふ
、
さ
れ
は
其
聲
も
楽
ひ
の
聲
有
也
、
非
（
マ
マ
）は
恨
事
、
恨
有
⼈
其
吟
悲
し
み
た
る
也
、
唯
心
よ
り
起
て
其
も
有
心
は
元
来
け
か
れ
す
、
只
物
に
ひ
か
れ
て
に
こ
り
行
習
な
れ
は
、
心
の
た
ゝ
し
き
を
も
と
ゝ
し
侍
る
へ
き
こ
と
也
、
哥
を
よ
む
⼈
は
心
正
し
か
ら
さ
れ
は
、
哥
不
正
也
、
天
地
は
⼈
の
心
也
、
と
し
り
、
風
を
き
ゝ
て
さ
む
き
と
し
る
、
⼈
〳
〵
自
性
の
氣
也
、
此
氣
不
絶
ほ
と
は
、
あ
る
は
悦
、
あ
る
は
か
な
し
ひ
、
し
は
ら
く
も
や
む
間
な
し
、
思
慮
易
クレ
遷
、
哀
樂
相
變
し
て
朝
よ
り
暮
ま
て
同
し
こ
ゝ
ろ
な
し
、
さ
る
に
よ
り
て
感
は
こ
ゝ
ろ
さ
し
よ
り
生ナリ
、
詠
は
言
葉
よ
り
あ
ら
は
る
ゝ
也
、
感
は
志
よ
り
生
、
そ
の
か
な
し
ひ
、
た
の
し
ひ
と
お
も
ふ
か
則
志
也
、
心
よ
り
情
に
う
つ
る
間
也
、
感
す
る
と
は
目
に
見
、
耳
に
き
く
所
か
則
心
に
う
つ
る
か
感
也
、
ひ
と
つ
に
な
る
心
也
、
詠
は
言
よ
り
形
、
そ
の
見
る
、
き
く
所
か
心
に
う
つ
り
て
情
に
わ
た
り
す
く
に
こ
と
は
に
出
る
也
、
是
故
に
古
今
云
、
詞
は
心
の
影
也
、
心
直
則
ハ詞
直
也
、
⼈
々
可
耻
之
、
東
野
州
真
名
序
傳
云
、
感
と
は
心
に
興
る
こ
と
也
、
逸イツ
と
は
無
事
な
る
義
、
又
や
す
き
を
云
、
こ
れ
は
其
声
も
樂
し
ひ
の
声
有
也
、
悲
は
恨
ウ
ラ
ム
ル
事
、
恨
有
⼈
は
吟
悲
し
き
也
、
唯
心
よ
り
起
て
其
も
有
レ
心
は
元
来
け
か
れ
す
、
只
物
に
ひ
か
れ
て
に
こ
り
行
習
な
れ
は
、
心
の
た
ゝ
し
き
を
も
と
ゝ
し
侍
る
へ
き
こ
と
也
、
哥
を
よ
む
⼈
は
心
正
し
か
ら
さ
れ
は
、
哥
不
正
也
、
天
地
は
⼈
六
〇
四
心
た
か
へ
は
、
天
地
に
た
か
ふ
、
さ
れ
は
哥
の
風
流
た
か
は
ゝ
天
地
の
風
流
た
か
ふ
へ
し
、
天
地
の
風
流
た
か
は
ゝ
⼈
の
た
め
不
宜
、
そ
れ
も
⼈
は
天
地
の
神
物
と
い
ふ
詞
よ
く
〳
〵
守
る
へ
し
、
東
野
州
真
名
序
傳
云
、
在
世
不
能
無
為
、
思
慮
易
遷
、
哀
楽
相
變
、
是
は
⼈
の
さ
ま
也
、
此
五
大
を
わ
た
る
者
、
其
こ
と
わ
さ
な
き
に
あ
ら
さ
る
者
也
、
其
こ
と
は
さ
と
枕
を
と
り
夢
み
る
ま
て
も
⼈
世
思
慮
う
つ
り
や
す
く
た
の
し
ひ
、
か
な
し
ひ
、
戀
し
て
⼈
皆
心
を
く
る
し
ひ
て
、
あ
（
マ
マ
）か
ら
す
、
あ
（
マ
マ
）か
ら
ね
は
、
現
當
い
た
つ
ら
な
り
、
さ
れ
は
⼈
の
悪
を
さ
く
る
は
こ
の
哥
な
り
、
い
か
な
る
を
さ
く
る
と
い
は
ゝ
、
哥
⼈
は
心
空
虚
に
し
て
は
念
々
相
續
す
る
所
な
し
、
こ＼
ゝ
ろ
に
お
も
ふ
こ
と
を
、
心
に
お
も
ふ
か
則
哥
な
り
、
た
ね
と
な
る
不
動
の
心
よ
り
情
に
わ
た
る
所
か
お
も
ふ
也
、
故
に
此
所
を
定
家
卿
の
詠
哥
大
概
に
情
以
新
為
先
と
云
こ
ゝ
ろ
に
情
と
云
而
書
れ
た
り
、
心
の
字
は
不
動
に
し
て
善
悪
に
わ
た
ら
す
、
さ
る
に
よ
り
て
種
と
な
る
な
り
、
情
の
字
の
心
よ
り
哥
は
よ
み
い
た
し
、
詞
を
發
す
る
也
、
心
に
お
も
ふ
こ
と
を
云
い
た
す
所
か
心
の
ひ
ゝ
き
也
、
故
に
誠
な
ら
さ
る
哥
は
の
こ
ゝ
ろ
な
り
、
心
た
か
へ
は
、
天
地
た
か
ふ
、
さ
れ
は
哥
の
風
流
た
か
は
ゝ
天
地
の
風
流
た
か
ふ
へ
し
、
風
流
た
か
は
ゝ
⼈
の
た
め
不
宜
、
そ
れ
も
⼈
は
天
地
の
神
物
と
い
ふ
詞
能
々
守
る
へ
し
、
　
（
＊
２
）
こ
ゝ
ろ
に
お
も
ふ
こ
と
を
、
心
に
お
も
ふ
か
則
う
た
也
、
た
ね
と
な
る
不
動
の
心
よ
り
情
に
わ
た
る
所
か
お
も
ふ
也
、
故
に
此
所
を
定
家
卿
の
詠
歌
大
概
に
情
以
新
為
先
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
に
情
と
云
字
を
書
れ
た
り
、
心
の
字
は
不
動
に
し
て
善
悪
に
わ
た
ら
す
、
さ
る
に
よ
り
て
種
と
な
る
也
、
情
の
字
の
こ
ゝ
ろ
よ
り
哥
は
よ
み
い
た
し
、
こ
と
は
を
発
す
る
也
、
こ
ゝ
ろ
に
お
も
ふ
こ
と
を
い
ひ
出
す
所
か
心
の
ひ
ら
き
也
、
故
に
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
〇
五
調
子
に
不
合
也
、
五
臓
の
調
子
、
宮
商
角
徴
羽
也
、
心
と
詞
ち
か
ふ
時
は
其
時
の
調
子
不
合
事
當
然
也
、
花
を
み
て
花
を
愛
し
、
月
に
む
か
ひ
て
は
月
を
あ
は
れ
む
、
只
當
意
即
妙
の
外
他
心
な
し
、
依
是
道
に
住
す
れ
は
世
界
の
是
非
を
の
か
る
、
是
非
を
の
か
れ
は
ま
た
二
世
安
楽
也
、
慈
鎮
和
尚
云
、
哥
を
詠
す
る
は
維
摩
大
士
の
不
二
門
に
入
、
心
に
お
も
ふ
こ
と
、
東
野
州
云
、
真
名
序
傳
云
、
可
以
述
懐
と
は
此
哥
を
以
お
も
ひ
を
も
な
く
さ
め
、
い
き
と
を
り
を
も
な
く
さ
む
へ
き
也
、
花＼
に
な
く
鴬
、
水
に
す
む
か
は
す
（
マ
マ
）の
こ
ゑ
を
聞
は
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
い
つ
れ
か
哥
を
よ
ま
さ
り
け
る
、
若
夫
春
鶯
之
囀
花
中
、
秋
蝉
之
吟
樹
上
、
雖
無
曲
折
、
各
發
哥
謡
、
物
皆
有
之
、
自
然
之
理
也
、
東
野
州
云
是
は
必
⼈
に
不
恨
（
マ
マ
）、
天
地
の
間
に
生
を
う
く
る
も
の
、
此
理
有
義
な
り
、
わ
き
て
此
鴬
蛙
を
と
り
出
し
事
は
、
春
来
て
其
氣
に
應
し
、
其
志
を
感
す
る
事
、
此
二
は
や
け
れ
は
、
爰
に
い
へ
ま
こ
と
な
ら
さ
る
哥
は
調
子
に
不
合
也
、
五
臓
の
調
子
、
宮
商
角
徴
羽
之
心
と
詞
ち
か
ふ
時
は
其
時
の
調
子
に
不
合
こ
と
當
然
也
、
　
（
※
３
）
若
夫
春ノ鶯
之
囀
二
花
中
一
、
秋
蝉
之
吟
二
樹
上
一
、
雖
レ
無
二
曲
折
一
、
各
發
二
哥
謡
一
、
物
皆
有
之
、
自
然
之
理
也
、
花
に
な
く
鴬
、
水
に
す
む
か
は
つ
の
聲
を
き
け
は
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
い
つ
れ
か
哥
を
よ
ま
さ
り
け
る
、
此
段
声
に
発
す
る
は
皆
と
い
へ
る
證
據
也
、
自
性
之
哥
の
用
、
東
野
州
云
是
は
必
⼈
に
不
限
、
天
地
の
間
に
生
を
う
く
る
も
の
、
此
理
り
有
義
也
、
わ
き
て
此
鴬
蛙
を
と
り
出
る
事
は
、
春
来
て
其
六
〇
六
る
也
、
此
段
声
に
發
す
る
は
皆
と
は
い
へ
る
證
據
也
、
自
性
之
哥
の
用
、
氣
に
應
し
、
そ
の
志
を
感
す
る
事
、
此
二
は
や
く
来
れ
は
い
へ
る
也
、東
野
州
真
名
序
傳
云
、
在
世
不
能
無
為
、
思
慮
易
遷
、
哀
樂
相
變
、
是
は
⼈
の
さ
ま
也
、
此
五
大
を
わ
た
る
者
、
そ
の
こ
と
わ
さ
な
き
事
あ
ら
さ
る
者
也
、
其
諺
と
は
枕
を
と
り
夢
を
み
る
ま
て
も
⼈
世
思
慮
う
つ
り
や
す
く
た
の
し
ひ
、
悲
し
ひ
、
戀
し
て
⼈
み
な
心
を
く
る
し
ひ
て
、
安
か
ら
す
、
安
か
ら
ね
は
、
現
當
い
た
つ
ら
也
、
さ
れ
は
⼈
の
悪
を
さ
く
る
は
此
哥
也
、
い
か
な
る
を
さ
く
る
と
い
は
ゝ
、
哥
⼈
は
心
空
虚
に
し
て
は
念
々
相
續
す
る
所
な
し
、
　
※
右
「
東
野
州
真
名
序
…
」
は
前
々
頁
※
２
に
あ
る
べ
き
欤
花
を
見
て
花
を
愛
し
、
月
に
む
か
ひ
て
は
月
を
憐
む
、
只
當
意
即
妙
の
外
他
心
な
し
、
依
是
道
に
住
す
れ
は
世
界
の
是
非
を
の
か
る
、
是
非
を
の
か
れ
は
ま
た
二
世
安
樂
也
、
慈
鎮
和
尚
云
、
歌
を
詠
す
る
は
維
摩
大
士
の
不
二
門
に
入
、
東
野
州
云
、
真
名
序
傳
云
、
可
以
述
懐
と
は
此
哥
を
以
思
ひ
を
も
な
く
さ
め
、
い
き
と
を
り
を
も
や
す
む
へ
き
也
、
　
※
右
「
花
を
見
て
…
」
〜
「
東
野
州
云
…
」
は
前
頁
※
３
に
あ
る
べ
き
欤
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
〇
七
詩
正
義
云
、
哀
楽
起
リ
、
宜
ク
於
自
然
、
喜
怒
端
非
レ
曲
二
⼈
事
一
、
故
燕
雀
表アラ
ハ
シ
二
啁
唯
（
マ
マ
）感
ヲ
一
、
鸞
鳳
有
二
哥
舞
形
一
、
さ
れ
は
悲
、
た
の
し
ひ
に
あ
つ
か
る
も
の
は
皆
哥
を
よ
む
と
云
也
、
花
の
い
ろ
、
水
の
聲
も
哥
を
あ
ら
は
し
、
水
は
四
時
こ
ゑ
を
變
す
、
こ
れ
み
な
哥
な
り
、
兼
良
云
、
真
名
序
、
春
鴬
囀
於
花
中
、
秋
蝉
吟
樹
上
と
云
り
、
か
れ
は
春
秋
と
對
し
て
書
り
、
此
序
は
春
の
中
に
鳥
と
虫
と
を
あ
け
て
云
り
、
其
心
は
同
し
き
也
、
兼
好
云
、
鴬
蛙
を
は
し
め
万
の
鳥
獣
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
皆
哥
を
よ
む
と
云
也
、
燕
雀
の
愁
ふ
る
も
鸞
鳳
の
悦
も
皆
詩
な
り
と
い
へ
る
も
同
し
き
也
、
浄
弁
云
、
鴬
蛙
何
も
思
心
を
聲
に
た
ゝ
な
け
は
、
い
つ
れ
か
哥
を
よ
ま
さ
り
け
る
と
云
也
、
詠
は
言
を
詠
す
と
書
る
に
叶
へ
り
、
東
野
州
真
名
序
傳
云
、
若
夫
春
鴬
之
是
は
哥
を
よ
む
事
一
に
非
す
と
云
事
也
、
か
な
序
に
は
蛙
と
い
ふ
、
そ
れ
は
春
来
り
て
始
て
其
氣
を
し
れ
は
也
、
相
對
す
る
義
な
り
、
私
云
、
究
（
マ
マ
）蝉
蛙
に
か
き
ら
す
一
切
生
類
也
、
さ
る
に
よ
り
て
鴬
を
と
り
と
よ
み
、
蛙
を
む
し
と
よ
む
也
、
習
也
、
詩
正
義
云
、
哀
楽
起
リ、
宜
ク於
自
然
、
喜
怒
端
非
レ
曲
二
⼈
事
ニ一
、
故
燕
雀
表
ア
ラ
ハ
シ二
啁
唯
本
ノ
マ
ヽ
感
ヲ一
、
鸞
鳳
有
二
歌
舞
ノ形
、
さ
れ
は
愁
し
ひ
に
あ
つ
か
る
も
の
は
皆
哥
を
よ
む
と
云
也
、
花
の
色
、
水
の
聲
も
哥
を
あ
ら
は
し
、
水
は
四
時
聲
を
變
す
、
是
皆
う
た
の
心
也
、
兼
良
云
、
真
名
序
、
春
鴬
囀
於
花
中
、
秋
蝉
吟
樹
上
と
い
へ
り
、
か
れ
は
春
と
秋
と
對
し
て
か
け
り
、
此
序
は
春
の
中
に
鳥
と
虫
と
を
あ
け
て
い
へ
り
、
其
こ
ゝ
ろ
は
お
な
し
き
也
、
　
（
＊
４
）
　
（
＊
５
）
　
（
※
脱
文
欤
）
相
對
す
る
義
、
私
云
、
凡
蝉
蛙
に
か
き
ら
す
一
切
生
類
也
、
さ
る
に
よ
り
て
鴬
を
と
り
、
蝉
を
む
し
と
よ
む
か
習
也
、
兼
好
云
、
是
は
鴬
蛙
を
は
し
め
万
の
と
り
け
た
も
の
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
皆
哥
を
よ
む
と
云
也
、
燕
雀
の
愁
ふ
る
も
鸞
鳳
の
悦
も
皆
詩
也
と
い
へ
る
も
同
し
き
也
、
　
　
※
右
「
兼
好
云
…
」
は
＊
４
に
あ
る
べ
き
欤
自
然
の
理
と
は
哥
⼈
の
心
も
自
然
こ
と
は
り
也
、
他
家
に
は
曲
折
を
も
と
め
、
當
流
に
自
然
を
求
る
也
、
是
を
守
る
へ
き
也
、
六
〇
八
自
然
の
理
と
は
哥
⼈
の
心
も
自
然
こ
と
は
り
也
、
他
家
に
は
曲
折
を
も
と
め
、
當
流
に
自
然
を
も
と
む
る
也
、
是
を
守
る
へ
き
也
、
守
る
を
以
哥
⼈
と
云
へ
か
ら
ん
、
鴬
蛙
の
こ
ゑ
を
曲
折
と
云
へ
か
ら
す
、
哥
に
曲
あ
ら
ん
と
す
る
を
き
ら
ふ
也
、
私
云
、
曲
折
と
は
作
意
風
流
也
、
思
案
わ
た
る
事
也
、
他
家
に
は
曲
折
を
求
る
と
は
他
家
に
詠
哥
の
風
流
作
意
を
求
、
當
流
に
は
實
無
曲
折
を
嫌
ふ
な
り
、
是
家
の
秘
蔵
の
教
な
り
、
自
然
の
理
為
元
、
為
家
卿
の
云
、
花
に
な
く
鴬
、
水
に
す
む
蛙
の
こ
ゑ
を
き
け
は
、
是
は
各
な
く
音
も
か
れ
か
心
に
は
哥
に
て
そ
有
ら
ん
と
い
ふ
義
也
、
此
外
別
の
心
あ
る
へ
か
ら
す
、
円
雅
云
、
此
鴬
蛙
あ
な
か
ち
哥
よ
む
る
に
非
す
、
た
と
へ
た
る
義
也
、
其
故
は
真
名
序
に
鴬
の
み
に
非
す
、
秋
の
蝉
の
吟
樹
上
有
之
、
然
す
、
蛙
の
哥
を
も
可
引
か
、
何
そ
鴬
蝉
は
か
り
の
哥
を
可
證
之
哉
、
是
以
た
と
へ
た
る
義
の
證
據
、
勿
論
な
り
、
他
流
の
説
、
鴬
の
哥
、
初＼
春
の
朝
こ
と
に
は
き
た
れ
と
も
あ
は
て
そ
か
へ
る
も
と
の
す
守
る
を
以
哥
⼈
と
云
へ
か
ら
ん
、
鴬
蛙
の
聲
を
曲
折
と
云
へ
か
ら
す
、
哥
に
曲
あ
ら
ん
と
す
る
を
嫌
ふ
也
、
浄
辨
云
、
鴬
蛙
何
も
思
ふ
心
を
聲
に
た
て
な
け
は
、
い
つ
れ
か
哥
を
よ
ま
さ
り
け
る
と
云
也
、
詠
は
言
を
永
す
と
書
る
に
叶
へ
り
、
　
　
※
右
「
浄
辨
云
…
」
は
前
頁
＊
５
に
あ
る
べ
き
欤
私
云
、
曲
折
と
は
作
意
風
流
な
り
、
思
案
わ
た
る
事
な
り
、
他
家
に
は
曲
折
求
と
は
他
家
に
詠
哥
の
風
流
作
意
を
求
、
當
流
に
は
實
意
曲
折
を
嫌
ふ
也
、
家
の
秘
蔵
の
教
也
、
自
然
の
理
為
元
、
圓
雅
云
、
此
鴬
蛙
あ
な
か
ち
哥
を
よ
む
に
あ
ら
す
、
た
と
へ
た
る
也
、
其
故
は
真
名
序
に
鴬
の
み
に
あ
ら
す
、
秋
の
蝉
の
吟
樹
上
有
之
、
然本ノ
マすヽ
、
蝉
の
哥
を
も
可
引
か
、
何
そ
鴬
蝉
は
か
り
の
哥
を
可
證
之
哉
、
是
以
て
た
と
へ
た
る
義
の
證
據
、
勿
論
也
、
他
流
の
説
、
鴬
の
哥
、
初
春
の
朝
毎
に
は
き
た
れ
と
も
あ
は
て
そ
か
へ
る
も
と
の
す
み
か
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
〇
九
み
か
に　
蛙
の
哥
、
住＼
吉
の
濱
の
み
る
め
も
わ
す
れ
ね
は
か
り
に
そ
⼈
に
又
と
は
れ
ぬ
る
　
此
義
不
審
也
、
慶
雲
（
マ
マ
）法
師
為
秀
卿
古
今
傳
授
に
云
、
鴬
は
鳥
の
中
に
春
の
始
に
鳴
、
蛙
は
虫
の
中
に
始
鳴
者
也
、
故
此
二
を
あ
け
て
一
切
の
生
類
を
治
と
云
、
此
義
可
然
欤
、
い＼
き
と
し
い
け
る
物
い
つ
れ
か
哥
を
讀
さ
り
け
る
、
兼
良
云
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
ゝ
心
な
き
は
な
し
、
心
あ
れ
は
則
こ
ゑ
あ
り
、
哀
楽
の
こ
ゑ
に
あ
ら
は
す
事
、
鳥
け
た
も
の
も
⼈
倫
も
替
事
な
し
、
唯
⼈
は
声
あ
や
を
な
す
に
よ
り
て
、
そ
の
こ
ゑ
則
言
と
な
る
故
に
、
心
動
於
中
、
言
形
於
外
を
詩
と
い
へ
り
、
哥
は
又
是
に
同
し
、
其
言
と
云
も
聲
塵
を
は
な
て
は
有
へ
か
ら
す
、
哀
楽
の
心
を
聲
に
あ
ら
は
す
事
、
⼈
畜
替
る
所
な
き
に
よ
り
て
、
に蛙
の
哥
、
住
吉
の
濱
の
み
る
め
も
わ
す
れ
ね
は
か
り
に
そ
⼈
に
又
と
は
れ
ぬ
る此
義
不
審
者
也
、
為
家
卿
云
、
花
に
な
く
鴬
、
水
に
す
む
か
は
つ
の
聲
を
き
け
は
、
是
は
各
な
く
音
も
か
れ
か
心
に
は
哥
に
て
そ
有
ら
ん
と
い
ふ
義
也
、
此
外
別
の
心
あ
る
へ
か
ら
す
、
慶
雲運カ
法
師 
為
秀
卿
古
今
傳
授
に
云
、
鴬
は
鳥
の
中
に
春
の
始
に
な
き
、
蛙
は
虫
の
中
に
始
な
く
も
の
也
、
故
此
二
を
あ
け
て
一
切
の
生
類
を
治
と
云
、
此
義
可
然
欤
、
兼
良
公
之
説
、
私
其
自
性
の
哥
を
注
し
給
也
、
詠
哥
は
か
り
の
こ
と
に
は
あ
ら
す
、
万
の
こ
と
の
は
と
そ
な
れ
り
け
る
と
い
ふ
に
は
、
⼈
の
こ
ゝ
ろ
と
い
へ
る
よ
り
、
此
所
に
万
物
の
声
み
な
哥
の
道
理
を
あ
ら
は
す
也
、
い
き
と
し
い
け
る
物
い
つ
れ
か
哥
を
よ
ま
さ
り
け
る
、
兼
良
云
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
ゝ
心
な
き
は
な
し
、
心
あ
れ
は
則
聲
あ
り
、
哀
楽
の
心
を
哀
楽
の
声
に
あ
ら
は
す
事
、
鳥
け
た
も
六
一
〇
い
き
と
し
い
け
る
も
の
み
な
哥
を
よ
め
り
と
云
り
、
或
抄
の
釈
に
、
鳥
け
た
も
の
ゝ
ま
さ
し
く
三
十
一
字
を
よ
め
る
證
を
い
ひ
け
れ
は
謬
説
也
、
不
可
用
、
只
此
段
は
世
間
の
諺
を
顕
也
、
兼
良
公
之
説
、
私
其
自
性
の
哥
を
注
し
給
也
、
詠
哥
斗
の
事
に
は
非
す
、
万
の
こ
と
の
は
と
そ
な
れ
り
け
る
と
い
ふ
に
は
、
⼈
の
心
と
い
へ
る
よ
り
、
此
所
に
万
物
の
聲
み
な
哥
の
道
理
を
あ
ら
は
す
也
、
力＼
を
も
い
れ
す
し
て
天
地
を
う
こ
か
し
、
め
に
み
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
男
女
の
中
を
も
や
は
ら
け
、
た
け
き
も
の
ゝ
ふ
の
心
を
も
な
く
さ
む
る
は
哥
也
、
⼈
倫
和
二
夫
婦
一
莫
シレ
宜
ハ於
和
歌ヨ
リ
モ、
兼
良
云
、
此
段
は
哥
の
徳
を
あ
け
た
る
詩
の
序
に
動
天
地
、
感
鬼
神
、
莫
近
於
詩
と
云
り
、
此
序
に
そ
の
心
を
と
り
て
藍
よ
り
も
青
く
い
ひ
な
せ
り
、
天
地
を
動
か
さ
ん
こ
と
は
そ
こ
は
く
の
力
を
入
の
も
⼈
倫
に
か
は
る
事
な
し
、
唯
⼈
は
声
あ
や
を
な
す
に
よ
り
て
、
そ
の
聲
則
言
と
な
る
故
に
、
心
動
於
中
、
言
形
於
外
を
詩
と
い
へ
り
、
歌
も
又
是
に
同
し
、
其
言
と
い
ふ
も
声声と
い
ふ
も
六
塵
を
は
な
て
は
欤
塵
を
は
な
て
は
有
へ
か
ら
す
、
哀
楽
の
心
を
声
に
あ
ら
は
す
事
、
⼈
畜
か
は
る
所
な
き
に
よ
り
て
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
み
な
哥
を
よ
め
り
と
い
へ
り
、
或
抄
の
釈
に
、
鳥
け
た
も
の
ゝ
ま
さ
し
く
三
十
一
字
を
よ
め
る
證
を
い
ひ
け
る
は
謬
説
也
、
不
可
用
、
た
ゝ
此
段
は
世
間
の
こ
と
わ
さ
を
顕
る
也
、
力
を
も
い
れ
す
し
て
あ
め
つ
ち
を
う
こ
か
し
、
め
に
み
え
ぬ
お
に
か
み
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
⼈
倫
和シ二
夫
婦
一
莫シレ
宜キハ二
於
和
歌ヨリ
モ一
、
お
と
こ
女
の
中
を
も
や
は
ら
け
、
た
け
き
も
の
ゝ
ふ
の
こ
ゝ
ろ
を
も
な
く
さ
む
る
は
哥
な
り
、
兼
良
云
、
此
段
は
歌
の
徳
を
あ
け
た
る
詩
の
序
に
動
天
地
、
感
鬼
神
、
莫
近
於
詩
と
い
へ
り
、
此
序
に
そ
の
心
を
と
り
て
藍
よ
り
も
ち（
マ
マ
）
か
く
い
ひ
な
せ
り
、
天
地
を
う
こ
か
さ
ん
事
（
※
脱
文
欤
）
か
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
一
一
て
も
猶
動
さ
ん
事
か
た
か
る
へ
き
を
、
哥
一
首
の
徳
に
よ
り
て
た
や
す
く
是
を
動
、
又
目
に
見
ゆ
る
⼈
に
對
し
て
哀
と
お
も
は
せ
ん
事
は
た
や
す
か
る
へ
し
、
め
に
み
え
ぬ
も
の
に
其
感
を
な
さ
し
め
ん
事
は
あ
り
か
た
き
や
う
な
れ
と
、
一
天
の
徳
に
よ
り
て
は
あ
は
れ
と
も
お
も
は
し
む
へ
き
と
い
へ
り
、
又
夫
婦
の
中
を
も
哥
を
も
て
や
は
ら
け
、
武
猛
の
心
を
も
な
く
さ
む
へ
し
、
其
證
哥
は
代
々
集
以
下
に
の
せ
た
る
事
か
そ
ふ
る
に
い
と
ま
あ
ら
す
、
藍
よ
り
も
青
く
、
北
史
に
云
、
李
謐
初
師
小
学
孔
璠
、
後
璠
還
就
謐
請
業
語
曰
、
青
出
於
藍
、
々
謝
青
、
師
何
常
在
明
経
、
又
劉
書
崇
學
云
、
青
出
于
藍
、
而
青
於
藍
染
使
、
東本
野
州
云
、
此
段
は
哥
の
徳
を
あ
け
て
云
る
也
、
天
地
を
動
か
す
と
云
に
事
理
の
二
有
、
事
に
う
こ
か
す
と
は
能
因
か
苗
代
水
の
類
也
、
理
の
義
は
天
の
徳
は
地
に
顕
は
れ
、
地
の
徳
は
天
に
あ
ら
は
れ
、
天
地
の
徳
は
⼈
に
あ
ら
は
る
、
天
地
は
我
を
ひ
ら
き
、
我
は
天
地
を
ひ
ら
く
物
也
、
然
は
心
さ
し
を
の
へ
、
心
に
感
す
る
所
則
天
地
を
う
こ
か
す
也
、
宗＼
祇
云
、
一
首
の
哥
詠
も
天
地
を
胸
中
に
動
、
兼＼
好
云
、
是
は
哥
徳
也
、
哥
か
ゝ
る
徳
有
を
も
て
鬼
神
の
感
を
う
た
か
る
へ
き
を
、
哥
一
首
の
徳
に
よ
り
て
た
や
す
く
是
を
動
、
又
目
に
見
ゆ
る
⼈
に
對
し
て
哀
れ
と
お
も
は
せ
む
事
は
た
や
す
か
る
へ
し
、
め
に
み
え
ぬ
も
の
に
其
感
を
な
さ
し
め
ん
事
は
有
か
た
き
や
う
な
れ
と
、
一
天
の
徳
に
よ
り
て
は
あ
は
れ
と
も
お
も
は
し
む
へ
き
と
い
へ
り
、
又
夫
婦
の
中
を
も
哥
を
も
て
や
は
ら
け
、
武
猛
の
心
を
も
哥
を
も
て
な
く
さ
む
へ
し
、
其
證
哥
は
代
々
集
以
下
に
の
せ
た
る
事
か
そ
ふ
る
に
い
と
ま
あ
ら
す
、
藍
よ
り
も
青
く
、
北
史
に
云
、
李
謐
初
師
ニ學
孔
璠
、
後
璠
還
就
謐
請
業
語
曰
、
青
出
於
藍
、
々
謝
青
、
師
何
常
在
明
經
、
又
劉
本
ノ
マ
ヽ
書
山
（
マ
マ
）家
學
云
、
青
出
于
藍
、
而
青
於
藍
染
使
、
東
野
州
云
、
此
段
は
哥
の
徳
を
あ
け
て
い
へ
る
也
、
天
地
を
う
こ
か
す
と
云
に
事
理
の
二
有
、
事
に
う
こ
か
す
と
は
能
因
か
苗
代
水
の
類
也
、
理
の
義
は
天
の
徳
は
地
に
あ
ら
は
れ
、
地
の
徳
は
天
に
あ
ら
は
れ
、
天
地
の
徳
は
⼈
に
あ
ら
は
る
、
天
地
は
我
を
ひ
ら
き
、
我
は
天
地
を
ひ
ら
く
も
の
也
、
し
か
れ
は
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
の
へ
、
心
に
感
す
る
所
す
な
は
ち
天
地
を
う
こ
か
す
也
、
宗
祇
云
、
一
首
の
哥
詠
も
天
地
を
胸
中
動
、
兼
好
云
、
是
は
哥
徳
也
、
哥
か
ゝ
る
徳
あ
る
に
よ
り
て
鬼
神
の
感
六
一
二
こ
か
す
事
多
し
、
私＼
云
、
為
家
卿
、
兼
良
公
、
東
野
州
老
⼈
之
説
、
此
段
哥
徳
を
あ
け
て
事
理
の
説
有
と
也
、
天
地
を
動
か
す
の
理
右
に
し
る
す
、
故
⼈
の
説
の
如
く
也
、
天
地
と
⼈
と
同
一
躰
也
、
猶
左
に
し
る
す
、
天
地
を
動
か
す
の
理
説
、
動
す
は
感
通
な
り
、
哥
の
根
元
自
性
の
所
お
ゐ
て
み
る
へ
し
、
哥
は
訴
の
理
也
、
陰
訴
へ
て
雨
と
な
り
、
陽
訴
て
風
と
な
る
、
そ
の
外
五
行
の
声
皆
天
地
を
動
か
す
也
、
⼈
は
天
地
の
全
く
得
た
る
物
な
り
、
生
の
ま
ゝ
⼈
歌
曲
折
な
く
、
霊
明
の
心
に
て
は
則
天
地
と
一
躰
也
、
我
と
云
天
地
と
各
別
な
ら
す
、
一
首
の
哥
を
詠
則
天
地
を
動
す
也
、
猶
雨
を
ふ
ら
し
、
風
を
や
め
、
神
の
め
く
み
を
う
る
、
天
地
と
一
躰
の
心
な
れ
は
也
、
然
と
も
⼈
歌
の
私
に
そ
み
来
る
に
よ
り
て
事
理
と
わ
か
ち
て
故
⼈
も
釈
せ
り
、
天
地
の
感
應
も
さ
ら
に
外
に
あ
ら
す
、
理
の
當
然
也
、
事
一
盤
と
い
へ
る
也
、
天
地
を
動
す
の
事
説
、
能
因
法
師
伊
豫
守
實
綱
と
其
國
に
ま
か
り
し
時
、
日
て
り
に
て
民
の
な
け
き
し
か
は
、
三
嶋
の
明
神
へ
雨
を
こ
ひ
た
る
哥
、
あ＼
ま
の
川
苗
代
水
に
せ
き
く
た
せ
あ
ま
く
た
り
ま
す
神
な
ら
は
を
う
こ
か
す
事
お
ほ
し
、
私
云
、
為
家
卿
、
兼
良
公
、
東
野
州
老
⼈
之
説
、
此
段
哥
徳
を
あ
け
て
事
理
の
説
あ
り
と
、
天
地
を
う
こ
か
す
の
理
右
に
し
る
す
、
故
⼈
の
説
の
こ
と
く
也
、
天
地
と
⼈
と
同
一
躰
也
、
猶
左
に
し
る
す
、
天
地
を
う
こ
か
し
の
理
説
、
動
す
は
感
通
也
、
哥
の
根
元
自
性
の
所
に
お
ゐ
て
見
る
へ
し
、
哥
は
訴
の
理
也
、
陰
う
つ
た
へ
て
雨
と
な
り
、
陽
う
つ
た
へ
て
風
と
な
る
、
其
外
五
行
の
声
皆
天
地
を
う
こ
か
す
也
、
⼈
は
天
地
の
全
く
得
た
る
物
也
、
生
れ
の
ま
ゝ
⼈
欲
曲
折
な
く
、
霊
明
の
心
に
て
は
則
天
地
と
一
躰
也
、
我
と
云
、
天
地
と
各
別
な
ら
す
、
一
首
の
哥
を
詠
則
天
地
を
動
か
す
也
、
猶
雨
を
ふ
ら
し
、
風
を
や
め
、
神
の
恵
を
う
る
、
天
地
と
一
躰
の
心
な
れ
は
也
、
然
と
も
⼈
欲
の
私
に
そ
み
来
る
に
よ
り
て
事
理
と
わ
か
ち
て
故
⼈
も
釈
せ
り
、
天
地
の
感
應
も
さ
ら
に
外
に
あ
ら
す
、
理
の
當
然
也
、
事
一
盤
と
い
へ
る
也
、
一　
天
地
を
う
こ
か
す
の
事
説
、
能
因
法
師 
伊
豫
守
實
綱
と
其
國
へ
ま
か
り
し
時
、
日
て
り
に
て
民
の
な
け
き
し
か
は
、
三
島
の
明
神
へ
雨
を
こ
ひ
た
る
哥
、
天
の
川
苗
代
水
に
せ
き
く
た
せ
あ
ま
く
た
り
ま
す
神
な
ら
は
神
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
一
三
神
と
な
ん
い
へ
り
け
れ
は
、
雨
た
ち
ま
ち
ふ
り
け
る
と
な
ん
、
鎌
倉
右
大
臣
實
朝
卿
雨
の
降
つ
ゝ
き
て
民
の
な
け
き
し
時
の
哥
、
と＼
き
に
よ
り
す
く
れ
は
民
の
な
け
き
な
り
八
大
龍
王
雨
や
め
た
ま
へ
と
よ
み
給
へ
は
、
雨
の
や
み
け
る
と
な
ん
、
西
行
法
師
紀
州
吹
上
の
濱
に
而
大
風
に
あ
ひ
た
る
に
哥
を
よ
み
て
神
へ
奉
り
し
か
は
、
風
忽
や
み
け
る
と
山
家
集
に
出
た
り
、
哥
に
、
浦＼
か
せ
に
名
を
吹
上
の
神
な
ら
は
や
む
る
も
神
の
心
な
る
へ
し
清
輔
家
集
に
云
、
癩
病
を
し
た
る
児
、
山
居
し
て
ほ
と
ゝ
き
す
の
鳴
を
聞
て
、
か＼
た
ら
へ
と
う
れ
し
く
も
な
し
郭
公
う
き
や
ま
⼈
と
な
れ
る
お
も
へ
は
天
地
の
感
徳
に
や
忽
平
癒
と
云
々
、
俊
頼
云
、
古
記
に
、
む
か
し
冨
士
山
の
梺
に
す
め
る
⼈
民
其
家
に
て
死
す
れ
は
冨
士
の
神
の
と
か
め
た
も
ふ
て
病
重
く
な
れ
る
と
て
、
親
に
も
あ
れ
、
子
に
も
あ
れ
、
冨
士
山
の
頂
に
す
て
た
る
例
也
と
て
、
む
こ
の
男
姑
を
ゐ
て
行
に
峯
へ
の
ほ
る
道
す
か
ら
草
を
雨
た
ち
ま
ち
ふ
り
け
る
と
な
む
、
鎌
倉
右
大
臣
實
朝
卿
雨
の
ふ
り
つ
ゝ
き
て
民
の
な
け
き
し
時
の
哥
、時
に
よ
り
す
く
れ
は
民
の
な
け
き
な
り
八
大
龍
王
雨
や
め
た
ま
へ
と
よ
み
た
ま
へ
る
、
雨
の
や
み
け
る
と
な
ん
、
西
行
法
師
紀
州
吹
上
の
濱
に
て
大
風
に
あ
ひ
た
る
に
哥
を
よ
み
て
神
へ
奉
り
し
か
は
、
風
忽
止
け
る
と
山
家
集
に
出
た
り
、
浦
風
に
名
を
吹
上
の
神
な
ら
は
や
む
る
も
神
の
こ
ゝ
ろ
成
へ
し
清
輔
家
集
に
云
、
癩
病
を
し
た
る
児
、
山
居
し
て
ほ
と
ゝ
き
す
の
な
く
を
き
ゝ
て
よ
め
り
、
か
た
ら
へ
と
う
れ
し
く
も
な
し
郭
公
う
き
や
ま
⼈
と
な
れ
る
お
も
へ
は
天
地
の
感
應
忽
平
喩
と
云
云
、
俊
頼
云
、
古
記
に
、
む
か
し
冨
士
の
梺
に
住
る
⼈
民
其
家
に
て
死
す
れ
は
冨
士
の
神
の
と
か
め
た
ま
ふ
て
病
重
く
な
れ
る
と
、
親
に
も
あ
れ
、
子
に
も
あ
れ
、
冨
士
山
の
頂
に
す
て
た
る
例
也
と
て
、
む
こ
の
男
姑
を
ゐ
て
行
に
峯
へ
の
ほ
る
道
す
か
ら
草
を
六
一
四
む
す
ひ
枝
を
折
て
し
を
り
し
て
姑
の
行
け
る
に
、
聟
の
男
の
い
へ
る
、
む
か
し
よ
り
の
例
な
れ
は
是
非
な
く
す
つ
る
に
、
ま
た
梺
へ
か
へ
り
給
は
む
と
て
か
く
枝
折
し
給
ふ
か
と
姑
に
い
へ
る
に
、
姑
の
い
へ
る
、
さ
に
あ
ら
す
、
か
く
深
山
へ
今
入
か
、
か
へ
る
に
其
方
に
道
に
迷
ひ
て
あ
や
ま
ち
あ
ら
は
、
わ
か
む
す
め
い
か
な
ら
ん
と
て
か
く
せ
し
也
と
て
よ
め
る
、
お＼
く
山
に
し
ほ
る
枝
折
は
た
か
た
め
に
わ
か
身
を
わ
け
て
う
め
る
子
の
た
め
と
よ
め
り
け
れ
は
、
山
震
動
し
て
、
む
こ
の
男
た
ち
ま
ち
絶
死
せ
し
か
、
漸
心
付
て
姑
を
か
ひ
て
家
に
か
へ
り
、
此
事
を
守
護
⼈
に
い
ひ
て
後
、
病
⼈
を
す
て
ぬ
こ
と
に
な
り
し
と
な
ん
、
め
に
み
え
ぬ
お
に
か
み
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
東
野
州
云
、
お
に
か
み
は
宗
廟
の
事
也
、
た
云ゝ
鬼
也
、
い
た
り
て
は
只
心
の
事
也
、
心
に
あ
は
れ
ぬ
（
マ
マ
）所
則
鬼
神
を
あ
は
れ
と
思
は
す
る
也
、
悪
鬼
悪
神
と
云
心
の
う
ち
を
い
て
さ
る
也
、
宗
祇
云
、
宗
廟
の
事
、
日
本
に
而
は
神
也
、
東
野
州
真
名
序
傳
云
、
感
鬼
神
と
は
目
に
み
え
ぬ
所
を
云
也
、
色
に
み
え
ぬ
所
あ
ら
は
す
、
是
哥
也
、
鬼
神
二
に
は
心
う
つ（マ
マ
）ら
す
、
む
す
ひ
枝
を
折
（
※
脱
文
欤
）
け
る
に
、
む
こ
の
お
と
こ
の
い
へ
る
、
む
か
し
よ
り
の
例
な
れ
は
是
非
な
く
す
つ
る
に
、
又
ふ
も
と
へ
か
へ
り
給
は
ん
と
て
か
く
枝
折
し
た
ま
ふ
か
と
姑
に
い
へ
る
に
、
姑
の
い
へ
る
、
さ
に
は
あ
ら
す
、
か
く
深
山
へ
今
入
か
、
か
へ
る
に
そ
の
方
道
に
迷
ひ
て
あ
や
ま
ち
あ
ら
は
、
わ
か
む
す
め
い
か
ゝ
な
ら
ん
と
て
か
く
せ
し
な
り
と
て
よ
め
る
、
お
く
山
に
し
ほ
る
枝
折
は
誰
た
め
そ
我
身
を
わ
け
て
う
め
る
子
の
た
め
と
よ
め
り
け
れ
は
、
山
震
動
し
て
、
む
こ
の
男
た
ち
ま
ち
絶
死
す
、
漸
心
付
て
姑
を
か
ひ
て
家
に
か
へ
り
、
此
事
を
守
護
⼈
に
い
ひ
て
後
、
病
⼈
を
す
て
ぬ
こ
と
に
な
り
し
と
な
ん
、
め
に
み
え
ぬ
お
に
か
み
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
東
野
州
云
、
お宗
祇
云
 
日
本
に
て
は
神
也
に
か
み
と
は
宗
廟
の
事
也
、
た
ゝ
魂
也
、
い
た
り
て
は
た
ゝ
心
の
事
也
、
心
に
あ
は
れ
ふ
所
則
鬼
神
を
あ
は
れ
と
お
も
は
す
る
也
、
悪
鬼
悪
神
と
い
ふ
心
の
う
ち
を
い
て
さ
る
也
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
一
五
是
哥
也
、
又
無
事
な
れ
は
、
鬼
神
や
は
ら
く
心
也
、
目
に
み
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
の
理
説
、
東
野
州
の
説
の
こ
と
き
、
た
云ゝ
鬼
也
、
頭
書
、
鬼
神
二
に
は
心
う
へ
か
ら
す
と
は
、
鬼
と
神
と
分
て
み
る
へ
か
ら
す
と
也
、
た
云ゝ
鬼
也
と
あ
る
に
つ
け
て
、
み
る
時
は
鬼
は
陰
の
た
ま
し
い
、
⼈
の
血
也
、
陽
の
云
鬼
氣
也
、
野
州
の
い
た
り
て
は
、
た
ゝ
心
也
と
、
則
是
也
、
天
地
の
直
に
ま
か
し
て
自
性
の
ま
ゝ
に
心
を
な
せ
が
、
氣
血
も
和
順
す
る
則
憐
也
、
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
感
通
也
、
お
に
か
み
を
宗
廟
と
い
へ
る
も
お
な
し
心
也
、
縱
は
敬
神
如
鏡
と
わ
か
心
則
神
也
、
鬼
は
性
、
神
は
霊
、
皆
是
天
地
の
用
也
、
真
実
の
心
よ
り
し
て
は
鬼
神
の
感
通
何
そ
な
か
ら
ん
、
事
理
盤
也
、
め
に
み
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
の
事
説
、
鬼
と
神
と
二
つ
に
わ
く
る
に
は
あ
ら
て
、
鬼
神
に
霊
明
奇
怪
有
、
霊
明
の
感
通
の
事
実
は
、
赤
染
衛
門
か
家
集
に
息
の
た
か
ち
か
ゝ
か
き
り
に
わ
つ
ら
ひ
け
る
時
、
住
吉
の
明
神
に
ぬ
さ
た
て
ま
つ
り
て
わ
か
命
に
か
へ
給
へ
と
祈
り
よ
め
る
哥
、
か＼
は
ら
ん
と
お
も
ふ
命
は
お
し
か
ら
て
さ
て
も
わ
か
れ
ん
こ
と
一　
眼
に
み
え
ぬ
お
に
か
み
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
の
理
説
、
東
野
州
の
説
の
こ
と
き
、
た
ゝ
魂
也
、
頭
書
曰
、
鬼
神
二
に
は
心
う
へ
か
ら
す
と
は
、
鬼
と
神
と
分
て
見
る
へ
か
ら
す
と
也
、
た
ゝ
魂
也
と
あ
る
に
つ
け
て
、
見
る
時
は
鬼
は
陰
の
た
ま
し
ゐ
、
⼈
の
血
也
、
陽
の
魂
氣
也
、
野
州
の
い
た
り
て
は
、
た
ゝ
心
な
り
と
、
則
是
也
、
天
地
の
直
に
ま
か
し
て
、
自
性
の
ま
ゝ
に
心
を
な
を
せ
は
、
氣
血
も
和
順
す
る
則
憐
也
、
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
感
通
也
、
お
に
か
み
を
宗
廟
と
い
へ
る
も
お
な
し
心
也
、
た
と
へ
は
敬
神
如
鏡
と
わ
か
こ
ゝ
ろ
則
神
也
、
鬼
は
性
、
神
は
霊
、
皆
是
天
地
之
用
也
、
真
実
の
心
よ
り
し
て
は
鬼
神
の
感
通
何
そ
な
か
ら
ん
、
事
理
一
盤
也
、
一　
め
に
み
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
の
事
説
、
鬼
と
神
と
二
つ
に
分
る
に
は
あ
ら
て
、
鬼
神
に
霊
明
奇
怪
あ
り
、
霊
明
の
感
通
の
事
實
は
、
赤
染
衛
門
か
家
集
に
、
息
の
た
か
ち
か
ゝ
か
き
り
に
わ
つ
ら
ひ
け
る
時
、
住
吉
の
明
神
に
ぬ
さ
た
て
ま
つ
り
て
わ
か
命
に
か
へ
た
ま
へ
と
い
の
り
て
よ
め
る
哥
、
か
は
ら
ん
と
思
ふ
い
の
ち
は
お
し
か
ら
て
さ
て
も
わ
か
れ
ん
こ
六
一
六
そ
は
か
な
し
夢
に
示
現
有
て
た
か
ち
か
ゝ
病
も
な
を
り
、
ぬ
し
も
な
に
の
さ
わ
り
も
な
か
り
き
、
紀
貫
之
蟻
通
の
明
神
に
奉
る
和
哥
并
詞
、
き
の
国
に
く
た
り
か
へ
り
の
お
（
マ
マ
）り
し
道
に
て
に
は
か
に
馬
の
し
ぬ
へ
く
わ
つ
ら
ひ
、
道
行
⼈
々
た
ち
と
ま
り
て
い
ふ
、
是
は
爰
に
い
ま
す
神
の
し
給
ふ
な
ら
ん
、
年
こ
ろ
社
も
な
く
し
る
し
も
み
え
ぬ
と
う
た
て
あ
る
神
也
、
さ
き
〳
〵
か
ゝ
る
に
は
い
の
り
を
な
ん
ま
ふ
す
と
い
ふ
に
、
み
て
く
ら
も
な
け
れ
は
何
わ
さ
も
せ
て
、
手
あ
ら
ひ
て
神
を
は
し
け
も
な
し
や
、
抑
何
の
神
と
か
き
こ
え
む
と
ゝ
へ
は
、
あ
り
と
を
り
の
神
と
い
ふ
を
き
ゝ
て
、
よ
み
て
奉
り
け
る
に
そ
、
馬
の
こ
ゝ
ち
や
み
に
け
り
、
か＼
き
く
も
り
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
大
空
に
あ
り
と
を
し
を
は
お
も
ふ
へ
し
や
は
清
輔
日
記
に
、
む
か
し
大
和
国
添
上
郡
に
賀
茂
氏
の
⼈
有
け
り
、
位
の
す
ゝ
み
か
た
き
を
な
け
き
て
賀
茂
の
明
神
に
日
参
し
た
り
け
る
に
、
お
り
ふ
し
神
に
奉
る
幣
を
わ
す
れ
た
り
、
道
よ
り
と
り
に
と
そ
悲
し
き
夢
に
示
現
あ
り
て
た
か
ち
か
ゝ
病
も
な
を
り
、
ぬ
し
も
な
に
の
さ
わ
り
も
な
か
り
き
、
紀
貫
之
あ
り
と
を
し
の
明
神
へ
奉
る
和
哥
并
詞
、
き
の
く
に
ゝ
く
た
り
か
へ
り
の
ほ
り
し
道
に
て
に
は
か
に
馬
の
し
ぬ
へ
く
わ
つ
ら
ひ
け
れ
は
、
道
行
⼈
〳
〵
た
ち
と
ま
り
て
い
ふ
、
是
は
こ
ゝ
に
い
ま
す
神
の
し
た
ま
ふ
な
ら
ん
、
年
こ
ろ
社
も
な
く
し
る
し
も
み
え
ぬ
と
う
た
て
あ
る
神
な
り
、
さ
き
〳
〵
か
ゝ
る
に
は
い
の
り
を
な
ん
ま
ふ
す
と
い
ふ
に
、
み
て
く
ら
も
な
け
れ
は
何
わ
さ
も
せ
て
、
手
あ
ら
ひ
て
神
をおカ
は
し
け
も
な
し
や
、
そ
も
〳
〵
何
の
神
と
か
き
こ
え
ん
と
と
へ
は
、
あ
り
と
を
し
の
神
と
い
ふ
を
き
ゝ
て
、
よ
み
て
奉
り
け
る
、
馬
の
こ
ゝ
ち
や
み
け
り
、
か
き
く
も
り
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
大
空
に
あ
り
と
ほ
し
を
は
思
ふ
へ
し
や
は
清
輔
日
記
に
、
む
か
し
大
和
國
添
上
郡
に
加
茂
氏
の
⼈
あ
り
け
り
、
位
の
す
ゝ
み
か
た
き
を
な
け
き
て
加
茂
の
明
神
に
日
参
し
た
り
け
る
に
、
お
り
ふ
し
神
に
奉
る
幣
を
わ
す
れ
た
り
、
道
よ
り
と
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
一
七
⼈
を
つ
か
は
し
け
る
に
、
家
の
妻
髪
け
つ
り
て
ゐ
た
る
に
、
そ
の
櫛
を
帋
に
つ
ゝ
み
て
使
に
わ
た
し
け
り
、
も
て
く
る
間
に
夫
は
は
や
神
前
に
も
う
て
ぬ
、
使
つ
ゝ
み
た
る
物
を
わ
た
し
け
れ
は
、
ひ
ら
き
て
み
る
に
あ
か
つ
き
た
る
櫛
な
り
、
い
か
ゝ
お
も
ひ
つ
る
に
か
、
そ
の
包
た
る
櫛
の
帋
に
哥
か
き
つ
け
て
有
、
哥
に
、
ぬ
さ
は
な
し
こ
れ
を
た
む
け
の
つ
と
に
せ
よ
け
つ
れ
は
神
も
な
ひ
く
な
る
も
の
夫
も
さ
る
も
の
に
て
哥
に
か
ん
し
奉
り
て
、
か
へ
る
道
に
帝
よ
り
官
位
す
ゝ
む
る
使
に
逢
け
る
と
な
ん
、
奇
怪
の
鬼
神
の
感
の
事
実
、
慶
雲
（
マ
マ
）律
師
為
秀
古
今
傳
授
の
内
に
、
藤
原
千
方
と
云
逆
臣
四
の
鬼
を
め
し
く
し
た
り
し
に
、
其
う
つ
て
の
使
に
行
た
り
し
橘
直
幹
と
云
将
軍
の
よ
め
る
哥
、
草＼
も
木
も
わ
か
大
君
の
く
に
な
れ
は
い
つ
く
か
鬼
の
す
み
か
な
る
へ
し
此
哥
に
め
て
ゝ
四
の
鬼
に
け
う
せ
た
る
と
な
ん
、
清
輔
の
家
集
に
、
昔
ひ
え
の
山
王
（
マ
マ
）泉
坊
と
い
へ
る
所
に
あ
や
し
き
り
に
⼈
を
つ
か
は
し
け
る
に
、
家
の
妻
髪
け
つ
り
て
ゐ
た
る
に
、
そ
の
櫛
を
紙
に
つ
ゝ
み
て
つ
か
ひ
に
わ
た
し
け
り
、
も
て
く
る
ま
に
夫
は
は
や
神
前
に
も
う
て
ぬ
、
つ
か
ひ
つ
ゝ
み
た
る
物
を
わ
た
し
け
れ
は
、
ひ
ら
き
て
見
る
に
あ
か
つ
き
た
る
櫛
な
り
、
い
か
ゝ
お
も
ひ
つ
る
に
、
そ
の
つ
ゝ
み
た
る
櫛
の
紙
に
哥
か
き
つ
け
て
あ
り
、
哥
に
、
ぬ
さ
は
な
し
こ
れ
を
手
向
の
つ
と
に
せ
よ
け
つ
れ
は
か
み
も
な
ひ
く
な
る
も
の
夫
も
さ
る
も
の
に
て
哥
に
か
ん
し
奉
り
て
、
か
へ
る
道
に
て
帝
よ
り
官
位
す
ゝ
む
る
使
に
あ
ひ
け
る
と
な
む
、
奇
怪
の
鬼
神
の
感
之
事
實
、
一　
慶
雲
（
マ
マ
）律
師
為
秀
古
今
傳
授
の
内
に
、
千
方
と
い
ふ
逆
臣
四
の
鬼
を
め
し
く
し
た
り
し
に
、
其
う討
て手
の
使
に
行
た
り
し
橘
直
幹
と
い
ふ
将
軍
の
よ
め
る
哥
に
、
草
も
木
も
吾
大
君
の
く
に
な
れ
は
い
つ
く
か
お
に
の
住
家
成
へ
し
此
哥
に
め
て
ゝ
四
の
鬼
に
け
う
せ
た
る
と
な
ん
、
清
輔
家
集
に
、
む
か
し
ひ
え
の
山
玉
泉
坊
と
い
へ
る
所
に
あ
や
し
六
一
八
鬼
す
め
る
と
て
さ
ら
に
住
⼈
な
か
り
し
に
、
あ
る
僧
き
た
り
て
乞
て
や
と
り
け
り
、
折
ふ
し
月
の
夜
也
け
る
に
よ
め
る
、
玉＼
の
い
つ
み
も
と
の
あ
る
し
は
す
ま
す
し
て
う
は
の
空
な
る
月
そ
や
と
れ
る
と
よ
め
り
け
れ
は
、
あ
や
し
き
も
の
其
後
出
来
ら
す
と
な
ん
、
基
俊
朝
臣
私
記
に
、
昔
神
功
皇
后
三
韓
退
治
に
筑
前
の
国
迄
道
た
ち
し
給
ひ
し
時
、
あ
や
し
き
醜
に
逢
給
ひ
ぬ
、
其
時
の
製
、
香＼
椎
か
た
え
か
せ
く
ゝ
り
に
か
み
さ
ひ
て
神
あ
い
し
け
る
吾
身
か
な
し
も 
え
か
せ
く
ゝ
り
と
は
、
江
の
渡
り
也
、
か
み
さ
ひ
て
と
は
淋
し
き
也
、　　
　
　
と
詠
吟
あ
り
た
れ
は
、
に
け
た
り
と
な
ん
、
お
と
こ
女
の
中
を
も
や
は
ら
け
、
東
野
州
云
、
男
女
の
中
を
や
は
ら
く
る
は
天
の
う
き
は
し
の
こ
と
は
さ
よ
り
此
理
に
あ
ら
す
と
い
ふ
事
な
し
、
○
天
の
浮
橋　
神
代
巻
云
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
立
於
天
浮
橋
之
上（マ
マ
）
中
略
陽
神
左
旋
、
陰
神
右
旋
、
分
巡
國
柱
同
會
一
面
時
、
き
お
に
す
め
る
と
て
さ
ら
に
住
⼈
な
か
り
し
に
、
あ
る
僧
き
た
り
て
乞
て
や
と
り
け
り
、
折
ふ
し
月
の
夜
な
り
け
る
に
よ
め
る
、
玉
の
泉
も
と
の
あ
る
し
は
す
ま
す
し
て
う
は
の
空
な
る
月
そ
や
と
れ
る
と
よ
め
り
け
れ
は
、
あ
や
し
き
も
の
そ
の
ゝ
ち
い
て
来
た
ら
す
と
な
ん
、
基
俊
朝
臣
私
記
に
、
む
か
し
神
功
皇
后
三
韓
退
治
に
筑
前
の
国
ま
て
道
た
ち
し
給
ひ
し
時
、
あ
や
し
き
醜
に
逢
た
ま
ひ
ぬ
、
其
時
の
御
製
、
香
椎
か
た
え
か
せ
く
ゝ
り
に
か
み
さ
ひ
て
神
あ
ひ
し
け
る
吾
身
か
な
し
も　
　
と
詠
吟
あ
り
た
れ
は
、
に
け
た
り
け
る
と
な
む
、
え
か
せ
く
ゝ
り
江
の
渡
り
也
、
か
み
さ
ひ
て
は
淋
し
き
也
、
一　
お
と
こ
女
の
中
を
も
や
は
ら
け
、
東
野
州
云
、
男
女
中
を
や
は
ら
く
る
は
天
の
う
き
橋
の
こ
と
わ
さ
よ
り
此
理
に
あ
ら
す
と
い
ふ
事
な
し
、
神
代
巻
云
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
立
於
天
浮
橋
之
上
中
畧
陽
神
左
旋
、
陰
神
右
旋
、
分
巡
国
柱
同
會
一
面
時
、略中
、
陽
神
先
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
一
九
中
略
、
陽
神
先
唱
曰
、
喜
哉
、
遇
可
美
少
女
焉
、
因
問
陰
神
曰
、
汝
身
有
何
成
耶
、
對
曰
、
吾
身
有
雌
元
之
虚
、
思
欲
以
身
元
處
、
合
汝
身
之
元
處
（
マ
マ
）、
於
陰
陽
始
遘
合
夫
婦
、 
男
女
の
中
を
も
や
は
ら
く
る
の
理
説
、
神
代
巻
に
曰
く
、
天
の
浮
橋
は
陰
陽
之
不
通
と
通
す
る
之
理
也
、
陰
陽
の
發
す
る
所
則
声
也
、
哥
也
、
去
に
よ
つ
て
神
代
巻
に
も
始
、
あ
な
に
え
や
の
両
神
の
詞
を
あ
ら
は
し
た
り
、
お
と
こ
女
の
中
を
も
や
は
ら
く
る
也
、
同
事
説
、
伊
勢
物
語
に
、
む
か
し
お
と
こ
有
け
り
、
ふ
か
草
に
す
み
け
る
女
を
や
う
〳
〵
あ
き
か
た
に
や
お
も
ひ
け
ん
、
か
ゝ
る
哥
を
よ
み
け
る
、年＼
を
経
て
住
こ
し
里
を
い
て
ゝ
い
な
は
い
と
ゝ
深
草
野
と
や
な
る
ら
ん
女
返
し
、
野＼
と
な
ら
は
う
つ
ら
と
な
り
て
な
き
お
ら
ん
か
り
に
た
に
や
は
君
は
こ
さ
ら
ん
と
よ
め
り
け
る
に
め
て
ゝ
ゆ
か
ん
と
お
も
ふ
心
な
く
な
り
に
け
唱
曰
、
喜
哉
、
遇
可
美
少
女
焉
、
因
問
陰
神
曰
、
汝
身
有
何
成
耶
、
對
曰
、
吾
身
有
雌
元
之
虚
、
思
欲
以
吾
身
元
處
、
合
汝
身
之
元
處
（
マ
マ
）、
於
是
陰
陽
始
遘
合
夫
婦
、 
お
と
こ
女
の
中
を
も
や
は
ら
く
る
の
理
の
説
、
神
代
巻
に
い
へ
る
、
天
の
浮
橋
は
陰
陽
の
不
通
と
通
す
る
の
理
也
、
陰
陽
の
發
す
る
所
則
声
也
、
哥
也
、
さ
る
に
よ
り
て
神
代
巻
に
も
始
て
、
あ
な
に
え
や
の
両
神
の
詞
を
あ
ら
は
し
た
り
、
お
と
こ
女
の
中
を
も
や
は
ら
く
る
也
、
お
と
こ
女
の
中
を
も
や
は
ら
け
の
事
説
、
伊
勢
物
語
に
、
む
か
し
お
と
こ
あ
り
け
り
、
ふ
か
く
さ
に
す
み
け
る
女
を
や
う
〳
〵
あ
き
か
た
に
や
お
も
ひ
け
ん
、
か
ゝ
る
う
た
を
よ
み
け
る
、
年
を
へ
て
住
こ
し
里
を
出
て
い
な
は
い
と
ゝ
深
く
さ
野
と
や
成
な
ん
女
返
し
、
野
と
な
ら
は
鶉
と
成
て
な
き
お
ら
ん
か
り
に
た
に
や
は
君
は
こ
さ
ら
ん
と
よ
め
り
け
る
に
め
て
ゝ
ゆ
か
ん
と
お
も
ふ
心
な
く
な
り
に
け
六
二
〇
る
、
待
賢
門
院
の
加
賀
と
い
へ
る
女
、
花
園
の
左
大
臣
と
の
に
あ
ひ
て
ほ
と
な
く
す
て
ら
れ
し
に
、
か＼
ね
て
よ
り
お
も
ひ
し
こ
と
そ
ふ
し
し
は
の
こ
る
は
か
り
な
る
な
け
き
せ
ん
と
は
と
よ
め
る
に
め
て
ゝ
、
左
大
臣
と
の
も
と
の
こ
と
く
の
中
に
な
り
給
へ
る
と
な
ん
、
清
輔
家
集
に
、
昔
も
と
の
め
は
あ
り
な
か
ら
、
今
の
女
に
め
て
ゝ
本
の
女
に
は
へ
た
て
ゝ
住
け
る
に
、
あ
る
よ
鹿
の
な
き
け
る
を
お
と
こ
本
の
女
に
聲
は
き
ゝ
給
へ
る
や
と
い
へ
る
か
へ
り
こ
と
に
、
我＼
も
し
か
な
き
て
そ
⼈
に
恋
ら
れ
し
今
こ
そ
よ
そ
に
聲
は
き
け
と
も
此
哥
に
め
て
ゝ
今
の
女
を
い
た
し
て
、
本
の
女
に
そ
ひ
け
る
と
な
ん
、
た＼
け
き
も
の
ゝ
ふ
の
心
を
も
な
く
さ
む
る
、
東
野
州
云
、
か
な
ら
す
弓
矢
兵
杖
を
帯
し
た
る
の
み
も
の
ゝ
ふ
と
は
い
は
す
、
沼
中
荊
、
笑
裏
刀
な
る
や
う
の
⼈
の
心
有
も
の
な
る
、
待
賢
門
院
の
加
賀
と
い
へ
る
女
、
花
園
左
大
臣
と
の
に
あ
ひ
、
ほ
と
な
く
す
て
ら
れ
し
に
、
か
ね
て
よ
り
思
ひ
し
こ
と
そ
ふ
し
柴
の
こ
る
は
か
り
な
る
な
け
き
せ
ん
と
は
と
よ
め
り
し
に
め
て
ゝ
、
左
大
臣
と
の
も
と
の
こ
と
く
の
中
に
な
り
給
へ
る
と
な
む
、
清
輔
家
集
に
、
む
か
し
も
と
の
め
は
あ
り
な
か
ら
、
今
の
女
に
め
て
ゝ
本
の
女
に
は
へ
た
て
ゝ
住
け
る
に
、
あ
る
夜
鹿
の
な
き
け
る
を
お
と
こ
本
の
女
に
聲
は
聞
た
ま
へ
る
や
と
い
へ
る
か
へ
り
こ
と
に
、我
も
し
か
な
き
て
そ
⼈
に
恋
ら
れ
し
今
こ
そ
よ
そ
に
聲
は
聞
と
も
此
哥
に
め
て
ゝ
今
の
女
を
い
た
し
て
、
本
の
女
に
そ
ひ
け
る
と
な
ん
、
た
け
き
も
の
ゝ
ふ
の
心
を
も
な
く
さ
む
る
、
東
野
州
云
、
か
な
ら
す
弓
矢
兵
杖
を
帯
し
た
る
の
み
も
の
ゝ
ふ
と
は
い
は
す
、
沼
中
荊
、
笑
裏
刀
な
る
や
う
の
⼈
の
心
有
も
の
な
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
二
一
り
、
こ
ゝ
ろ
の
も
の
ゝ
ふ
也
、
唯
不
和
を
も
の
ゝ
ふ
と
い
ふ
、
不
和
を
や
は
ら
く
る
は
哥
の
徳
な
る
へ
し
、
猛＼
き
武
士
の
心
を
も
慰
之
理
説
、
東
野
州
老
⼈
の
説
の
こ
と
く
不
和
を
云
な
り
、
天
地
の
不
和
の
時
變
有
、
是
天
地
の
い
か
り
則
も
の
ゝ
ふ
也
、
そ
の
と
ゝ
こ
ほ
り
て
發
則
哥
也
、
和
合
也
、
猛
き
武
士
の
事
説
、
此
集
の
序
に
も
い
へ
り
、
元
萬
葉
集
に
有
、
か
つ
ら
き
の
王
の
い
か
り
を
も
采
女
か
、
あ
さ
か
山
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
⼈
を
お
も
ふ
も
の
か
は
こ
れ
に
て
そ
王
の
心
と
け
に
け
る
、
拾
遺
集
に
大
隅
守
忠
信
年
老
た
る
⼈
を
し
も
と
に
て
か
う
か
へ
し
け
る
に
、
老
⼈
の
よ
め
る
、
か＼
し
ら
に
は
雪
の
山
を
は
い
た
ゝ
け
と
し
も
と
み
る
に
そ
身
は
ひ
へ
に
け
る
此
哥
に
め
て
ゝ
ゆ
る
し
け
る
と
な
ん
、
清
輔
雑
談
に
、
有
家
に
さ
く
ら
の
花
さ
か
り
に
見
え
し
か
は
、
有
り
、
こ
ゝ
ろ
の
も
の
ゝ
ふ
な
り
、
唯
不
和
を
も
の
ゝ
ふ
と
い
ふ
、
不
和
を
や
は
ら
く
る
は
哥
の
徳
な
る
へ
し
、
一　
た
け
き
も
の
ゝ
ふ
の
心
を
も
慰
る
理
の
説
、
東
野
州
老
⼈
之
説
の
こ
と
く
不
和
を
い
ふ
也
、
天
地
の
不
和
の
時
變
あ
り
、
是
天
地
の
い
か
り
則
も
の
ゝ
ふ
也
、
そ
の
と
ゝ
こ
ほ
り
も
と
け
て
、
發
則
哥
な
り
、
和
合
也
、
一　
た
け
き
も
の
ゝ
ふ
の
心
を
も
慰
る
事
の
説
、
此
集
の
序
に
も
い
へ
り
、
元
万
葉
集
に
あ
り
、
か
つ
ら
き
の
王
の
い
か
り
を
も
采
女
か
、
あ
さ
か
山
か
け
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
⼈
を
思
ふ
物
か
は
こ
れ
に
そ
お
ほ
き
み
の
こ
ゝ
ろ
と
け
に
け
る
、
拾
遺
集
に
大
隅
守
忠
信
年
老
た
る
⼈
を
し
も
と
に
て
か
う
か
へ
し
け
る
に
、
老
⼈
の
よ
め
る
、
か
し
ら
に
は
雪
の
山
を
は
い
た
ゝ
け
と
し
も
と
見
る
に
そ
身
は
ひ
へ
に
け
る
此
哥
に
め
て
ゝ
ゆ
る
し
け
る
と
な
ん
、
清
輔
雑
談
に
、
あ
る
家
に
さ
く
ら
の
花
さ
か
り
に
見
え
し
か
は
、
六
二
二
⼈
立
よ
り
て
花
の
枝
を
折
け
る
に
、
こ
と
さ
ま
あ
ら
ゝ
か
な
る
も
の
ゝ
ふ
よ
り
き
て
、
盗
な
り
と
て
か
ら
め
け
る
に
、
し
ら
な
み
と
な
を
は
立
と
も
よ
し
の
河
は
な
ゆ
へ
し
つ
む
身
を
は
う
ら
み
し
か
く
よ
め
り
け
る
に
、
も
の
ゝ
ふ
と
も
こ
の
う
た
に
め
て
ゝ
ゆ
る
し
け
る
と
な
ん
、
こ
の
哥
あ
め
つ
ち
ひ
ら
け
は
し
ま
り
け
る
と
き
よ
り
い
て
き
に
け
る
、
あ細注
ま
の
う
き
は
し
の
し
た
に
て
め
か
み
お
か
み
と
な
り
給
へ
る
こ
と
を
い
へ
る
哥
也
兼
良
云
、
此
段
は
哥
の
を
こ
り
を
い
へ
り
、
天
な
り
、
地
後
に
さ
た
ま
る
、
是
を
開
闢
と
な
付
、
然
後
⼈
中
に
生
す
、
是
を
天
地
⼈
の
三
才
と
云
、
三
才
の
は
し
め
、
次
第
を
た
て
た
れ
と
、
誠
は
同
時
に
三
に
別
た
り
、
⼈
生
す
れ
は
哥
と
云
し
は
さ
も
い
て
く
れ
は
、
開
闢
の
世
よ
り
哥
の
道
は
有
と
云
り
、
神
世
七
代
第
一　
国
常
立
尊　
 
第
二　
国
狭
槌
ー　
　
第
三　
豊
斟
津
ー
あ
る
⼈
立
よ
り
て
花
の
枝
を
折
け
る
に
、
こ
と
さ
ま
あ
ら
ゝ
か
な
る
も
の
ゝ
ふ
よ
り
き
て
、
盗
⼈
な
り
と
て
か
ら
め
け
る
に
、
し
ら
波
と
名
を
は
立
と
も
吉
の
川
花
ゆ
へ
し
つ
む
身
を
は
う
ら
み
し
か
く
よ
め
り
け
る
に
、
武
士
と
も
此
哥
に
め
て
ゝ
ゆ
る
し
け
る
と
な
む
、
こ
の
哥
あ
め
つ
ち
ひ
ら
け
は
し
ま
り
け
る
と
き
よ
り
い
て
き
に
け
り
、
神
世
七
代
第
一　
國
常
立
尊　
　
第
二　
國
狭
槌
尊　
　
第
三　
豊
斟
渟
尊
第
四　
泥
土
煮
尊　
　
第
五　
大
戸
道
尊　
　
第
六　
面
足
尊
　
　
　
沙
土
煮
尊　
　
　
　
　
大
戸
邉
尊　
　
　
　
　
惶
根
尊
第
七　
伊
弉
諾
尊
　
　
　
伊
弉
冉
尊
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
二
三
第
四　
泥
土
ー　
　
 
第
五　
大
戸
之
道
ー　
第
六　
面
足
ー
　
　
（
沙
土
之
道
ー 　
　
　
大
苦
（
苫
欤
）辺
ー　
　
　
　
（
惶
根
ー
第
七　
伊
弉
諾
ー
　
　
（
伊
弉
冉
ー
東
野
州
云
、
以
前
に
い
へ
る
そ
の
劫
初
の
義
に
あ
ら
す
、
二
神
逢
そ
め
て
よ
み
た
ま
へ
る
時
の
哥
の
事
也
、
同
云
、
劫
初
の
義
に
あ
ら
す
、
二
神
よ
り
和
訓
の
出
来
た
る
な
り
、
兼
好
法
師
云
、
神
代
よ
り
も
先
に
天
地
開
闢
と
き
よ
り
哥
は
出
来
り
と
い
ふ
な
り
、
同
私
云
、
く
わ
し
く
と
け
り
、
此
説
相
應
欤
、
是
は
そ
の
理
の
出
来
た
る
也
、
哥
の
詞
の
出
来
た
る
に
は
あ
ら
す
、
浄
辨
法
師
聞
書
に
哥
の
理
り
は
天
地
と
と
も
に
開
け
始
る
と
云
、
あ細注
ま
の
う
き
は
し
の
し
た
に
て
め
か
み
お
か
み
と
な
り
た
ま
へ
る
こ
と
を
い
へ
る
哥
な
り
、
兼
良
云
、
此
段
は
哥
の
を
こ
り
を
い
へ
り
、
天
な
り
、
地
後
に
さ
た
ま
る
、
是
を
開
闢
と
名
付
、
然
後
⼈
中
に
生
す
、
是
を
天
地
⼈
の
三
才
と
い
ふ
、
三
才
の
始
、
次
第
を
た
て
た
れ
と
、
誠
は
同
時
に
三
に
わ
か
れ
た
り
、
⼈
生
す
れ
は
哥
と
い
ふ
し
わ
さ
も
い
て
く
れ
は
、
開
闢
の
世
よ
り
哥
の
道
は
あ
り
と
い
へ
り
、
東
野
州
云
、
以
前
に
い
へ
る
そ
の
劫
初
の
義
に
あ
ら
す
、
二
神
逢
そ
め
て
よ
み
給
へ
る
時
の
哥
の
事
也
、
東
野
州
云
、
劫
初
の
義
に
は
あ
ら
す
、
二
神
よ
り
和
訓
の
出
来
た
る
也
、
兼
好
法
師
云
、
神
代
よ
り
も
先
に
天
地
開
闢
の
時
よ
り
哥
は
い
て
き
た
り
と
い
ふ
な
り
、
兼
好
云
、
私
云
、
く
は
し
く
と
け
り
、
此
説
相
應
欤
、
是
は
そ
の
理
の
い
て
き
た
る
也
、
哥
の
詞
の
い
て
き
た
る
に
は
あ
ら
さ
る
也
、
浄
辨
法
師
聞
書
に
、
哥
理
り
は
天
地
と
共
に
ひ
ら
け
始
る
と
云
、
六
二
四
是
は
哥
の
理
也
、
尭
孝
相
傳
云
、
和
哥
は
天
地
開
闢
の
時
非
有
之
、
日
本
の
風
也
、
其
理
り
を
い
へ
る
也
、
陰
神
陽
神
始
て
逢
給
ひ
て
陽
神
、
あ＼
な
う
れ
し
に
え
や
う
ま
し
お
と
め
に
あ
ひ
ぬ
陰
神
又
と
な
へ
て
の
給
ふ
、
あ
な
う
れ
し
に
え
や
う
ま
し
お
と
こ
に
あ
ひ
ぬ
是
詞
の
始
也
、
私
に
云
、
此
段
哥
の
す
か
た
始
り
た
る
を
云
、
是
に
て
哥
の
理
用
徳
を
の
へ
て
、
こ
ゝ
に
て
哥
の
姿
の
は
し
め
を
い
へ
り
、
私
に
曰
、
尭
好
（
マ
マ
）の
説
は
天
地
之
初
に
は
哥
の
理
は
か
り
に
て
姿
有
に
非
す
と
な
り
、
理
と
は
陰
陽
の
發
す
る
聲
な
り
、
日
本
の
風
と
は
両
神
の
詞
よ
り
和
訓
の
始
を
い
へ
り
、
哥
の
す
か
た
は
和
訓
也
、
長
歌
、
短
歌
に
は
、
只
つ
ゝ
き
た
る
事
迄
也
、
哥
の
理
は
み
る
物
き
く
も
の
に
つ
け
て
云
い
た
せ
る
也
、
た
ゝ
そ
れ
迄
を
い
ふ
、
う
た
の
用
、
う
く
ひ
す
、
か
は
す
（
マ
マ
）な
り
、
哥
の
徳
は
天
地
動
之
段
な
り
、
あ
ま
の
う
き
は
し
の
し
た
に
て
め
か
み
、
お
か
み
と
な
り
給
へ
る
浄
辨
云
は
、
哥
の
理
也
、
尭
孝
相
傳
云
、
和
哥
は
天
地
開
闢
之
時
非
有
之
、
日
本
之
風
也
、
其
理
り
を
い
へ
る
也
、
陰
神
陽
神
は
し
め
て
逢
た
ま
ひ
て
、
あ
な
う
れ
し
に
え
や
う
ま
し
（
※
脱
文
欤
）
お
と
こ
に
あ
ひ
ぬ
是
詞
の
は
し
め
也
、
私
に
曰
、
尭
孝
の
説
は
天
地
元
初
に
は
哥
の
理
は
か
り
に
て
す
か
た
あ
る
に
あ
ら
す
と
也
、
理
と
は
陰
陽
の
発
す
る
声
也
、
日
本
の
風
と
は
両
神
の
詞
よ
り
和
訓
の
始
を
云
り
、
私
に
云
、
此
段
哥
の
す
か
た
始
り
た
る
を
い
へ
り
、
是
に
て
哥
の
理
用
徳
を
の
へ
て
、
こ
ゝ
に
て
哥
の
姿
の
は
し
め
を
い
へ
り
、
歌
の
す
か
た
は
和
訓
也
、
長
歌
、
短
歌
に
は
あ
ら
す
、
た
ゝ
つ
ゝ
き
た
る
詞
ま
て
也
、
哥
の
理
は
見
る
も
の
き
く
も
の
に
つ
け
て
い
ひ
い
た
せ
る
な
り
迄
を
云
、
歌
の
用
は
、
鶯
、
蛙
也
、
哥
の
徳
は
天
地
動
の
段
也
、
あ
ま
の
う
き
は
し
の
し
た
に
て
め
か
み
、
お
か
み
と
な
り
た
ま
へ
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
二
五
を
い
へ
る
哥
な
り
、
兼
良
云
、
古
今
の
序
の
注
は
四
条
大
納
言
公
任
卿
の
書
給
へ
る
也
、
貫
之
か
序
を
も
と
き
た
る
や
う
の
事
も
あ
れ
と
、
彼
卿
は
一
條
院
の
時
四
納
言
の
其
一
に
て
名
哲
并
な
き
に
よ
り
て
、
是
を
の
そ
く
事
な
く
し
て
、
古
注
と
名
付
て
用
ら
れ
り
、
故
に
定
家
卿
の
自
筆
の
本
に
も
是
を
の
せ
ら
れ
侍
り
、
我
国
の
世
の
始
に
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
二
は
し
ら
の
神
、
み
と
の
ま
く
は
へ
し
給
は
ん
と
て
、
二
尊
の
問
答
の
詞
有
、
日
本
紀
に
み
え
た
り
、
か
の
二
神
の
唱
和
の
言
葉
と
云
也
、
心
に
思
ふ
事
を
言
に
あ
ら
は
し
た
れ
は
、
則
是
を
哥
と
は
名
付
侍
る
也
、
貫
之
か
序
を
も
と
き
た
る
や
う
の
こ
と
も
あ
れ
と
ゝ
は
、
六
義
の
哥
の
注
の
事
な
り
、
私
曰
、
定
家
卿
自
筆
の
古
今
集
序
に
、
古
注
無
も
侍
る
、
依
之
古
注
不
用
こ
と
も
有
之
、
為
家
卿
の
自
筆
の
本
に
は
古
注
有
、
東
野
州
云
、
哥
に
い
は
く
、
あ
な
う
れ
し
に
え
や
う
ま
し
を
ん
な
に
あ
ひ
ぬ 
あ
な
う
れ
し
る
を
い
へ
る
哥
な
り
、
兼
良
云
、
古
今
の
序
の
注
は
四
条
大
納
言
公
任
卿
の
書
給
へ
る
也
、
貫
之
か
序
を
も
と
き
た
る
や
う
の
事
も
あ
れ
と
、
彼
卿
は
一
条
院
の
時
四
納
言
の
其
一
に
て
名
哲
な
ら
ひ
な
き
に
よ
り
て
、
是
を
の
そ
く
事
な
く
し
て
、
古
注
と
名
付
て
用
来
れ
り
、
故
に
定
家
卿
の
自
筆
の
本
に
も
是
を
の
せ
ら
れ
侍
り
、
我
国
の
世
の
始
に
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
二
は
し
ら
の
神
、
み
と
の
ま
く
は
へ
し
た
ま
は
ん
と
て
、
二
尊
の
問
答
の
詞
有
、
日
本
紀
に
見
え
た
り
、
か
の
二
神
の
唱
和
の
言
葉
と
云
也
、
心
に
お
も
ふ
こ
と
を
言
に
あ
ら
は
し
た
れ
は
、
則
是
を
歌
と
は
名
付
侍
る
な
り
、
貫
之
か
序
を
も
と
き
た
る
や
う
の
こ
と
も
あ
れ
と
と
は
、
六
義
の
哥
の
注
の
こ
と
な
り
、
私
曰
、
定
家
卿
自
筆
の
古
今
序
に
、
古
注
な
き
も
侍
る
、
依
之
古
注
を
不
用
之
こ
と
も
有
之
、
為
家
卿
の
自
筆
の
本
に
は
古
注
あ
り
、
東
野
州
云
、
哥
に
い
は
く
、
あ
な
う
れ
し
に
え
や
う
ま
し
を
を
と
め
欤ん
な
に
あ
ひ
ぬ　
あ
な
う
れ
し
六
二
六
え
や
は
う
ま
し
を
と
こ
に
あ
ひ
ぬ
此
三
十
六
字
、
言
に
い
へ
る
哥
の
は
し
め
な
り
、
浄
辨
云
、
古
注
に
天
の
浮
橋
の
下
に
て
女
神
、
男
神
と
成
給
へ
る
哥
也
と
は
、
言
に
顕
れ
た
る
を
い
へ
る
な
る
へ
し
、
尭
孝
云
、
此
古
注
を
大
納
言
公
任
の
書
た
る
よ
し
の
儀
あ
れ
と
も
、
貫
之
書
た
る
也
、
但
古
注
の
中
に
、
山
桜
あ
く
ま
て
色
を
み
つ
る
か
な
の
哥
は
兼
盛
か
哥
也
、
貫
之
よ
り
少
後
代
也
、
争
か
未
来
の
哥
を
は
書
け
る
そ
と
云
不
審
あ
り
、
此
不
審
更
に
と
ゝ
か
す
、
此
集
延
喜
五
年
に
撰
給
ふ
、
其
後
兼
盛
若
輩
の
こ
ろ
、
貫
之
世
に
な
か
ら
へ
た
り
、
此
注
貫
之
世
後
に
女
子
に
ゆ
つ
ら
ん
為
に
書
入
た
り
、
私＼
曰
、
古
注
貫
之
か
書
と
云
説
、
公
任
の
書
と
云
説
、
故
⼈
不
一
決
、
年
数
を
考
に
貫
之
は
朱
雀
帝
之
天
慶
九
年
六
十
四
に
而
卒
、
平
兼
盛
は
一
条
院
之
正
暦
元
年
卒
、
古
注
に
兼
盛
か
哥
を
入
た
る
、
尭
孝
の
説
の
こ
と
き
は
兼
盛
二
十
の
比
な
り
、
又
古
注
の
詞
書
貫
之
自
書
の
筆
法
な
ら
す
、
尤
両
説
故
⼈
の
説
な
れ
は
、
非
可
加
筆
、
わ
た
く
し
に
心
を
よ
す
る
時
は
一
条
禅
閤
兼
良
公
の
説
に
つ
き
て
公
任
卿
の
筆
作
に
心
を
よ
せ
ら
る
ゝ
、
師
傳
に
い
ふ
、
古
注
、
六
義
の
古
注
は
難
レ
用
、
其
い
は
れ
は
漢
に
え
や
は
う
ま
し
お
と
こ
に
あ
ひ
ぬ
此
三
十
六
字
、
言
に
い
へ
る
歌
の
は
し
め
也
、
浄
辨
云
、
古
注
に
天
の
う
き
は
し
の
下
に
て
女
神
、
男
神
と
な
り
給
へ
る
哥
な
り
と
は
、
言
に
顕
れ
初
た
る
を
い
へ
る
成
へ
し
、
私
曰
、
古
注
貫
之
か
書
と
云
説
、
公
任
の
書
と
云
説
、
故
⼈
不
一
決
、
年
数
を
考
に
紀
貫
之
は
朱
雀
帝
の
天
慶
九
年
六
十
四
に
て
卒
、
平
兼
盛
は
一
条
院
の
正
暦
元
年
卒
、
古
注
に
兼
盛
か
哥
を
入
た
る
、
尭
孝
の
説
の
こ
と
き
は
兼
盛
二
十
の
比
な
り
、
又
古
注
の
詞
書
貫
之
自
書
の
筆
法
な
ら
す
、
尤
両
説
故
⼈
の
説
な
れ
は
、
非
可
加
筆
、
わ
た
く
し
に
心
を
よ
す
る
時
は
一
条
禅
閤
兼
良
公
の
説
に
つ
き
て
公
任
卿
の
筆
作
に
心
を
よ
せ
ら
る
ゝ
、
尭
孝
云
、
此
古
注
を
大
納
言
公
任
の
書
た
る
由
の
儀
あ
れ
と
も
、
貫
之
書
た
る
也
、
但
古
注
の
中
に
、
山
桜
あ
く
ま
て
色
を
み
つ
る
か
な
の
哥
は
兼
盛
か
哥
也
、
貫
之
少
後
代
な
り
、
争
か
未
来
の
哥
を
は
書
け
る
そ
と
云
不
審
あ
り
、
此
不
審
更
に
と
ゝ
か
す
、
此
集
延
喜
五
年
に
撰
給
、
其
後
兼
盛
若
輩
の
比
、
貫
之
世
に
な
か
ら
へ
た
り
、
此
注
貫
之
世
後
に
女
子
に
ゆ
つ
ら
ん
た
め
に
書
入
た
り
、
私
云
、
師
傳
に
云
、
古
注
、
六
義
の
古
注
は
難
用
、
其
い
は
れ
は
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
二
七
の
六
義
を
む
ね
と
あ
て
ら
れ
て
和
漢
に
順
す
る
の
理
な
し
、
外
の
古
注
は
可
用
、
此
段
文
に
つ
き
て
い
は
ゝ
不
審
あ
り
、
本
文
、
あ
め
つ
ち
の
ひ
ら
け
は
し
ま
り
け
る
時
よ
り
哥
は
い
て
き
に
け
り
と
い
ふ
に
、
古
注
に
は
あ
ま
の
う
き
は
し
の
し
た
に
て
二
柱
の
哥
の
こ
と
に
い
た
り
、
天
地
開
闢
は
神
代
巻
に
て
国
常
立
尊
な
り
、
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
の
両
尊
（
※
脱
文
欤
）
な
り
、
元
初
国
常
立
尊
よ
り
惶
根
尊
に
（
マ
マ
）て
は
全
き
陰
陽
不
備
し
て
そ
れ
〳
〵
の
五
行
の
徳
ま
て
也
、
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
尊
に
い
た
り
て
全
陰
陽
備
り
た
れ
は
、
天
地
の
開
闢
也
、
是
ま
て
は
神
道
に
た
つ
る
趣
也
、
又
一
説
、
本
文
に
は
天
地
元
初
一
氣
起
る
時
、
哥
の
理
そ
な
は
り
た
る
劫
初
を
云
、
古
注
に
は
陰
陽
全
く
備
り
て
和
訓
出
来
た
る
趣
を
い
へ
り
、
師
傳
に
ま
た
い
ふ
、
何
れ
の
説
も
其
理
な
き
に
非
す
、
不
可
捨
、
此
段
の
み
や
う
は
是
ま
て
躰
用
徳
の
三
を
云
お
は
り
て
、
こ
の
所
に
て
さ
ら
に
哥
の
は
し
め
を
の
へ
た
り
、
古
注
の
お
も
む
き
は
、
本
文
大
あ
ら
め
に
し
て
哥
の
理
と
す
か
た
の
わ
か
ち
み
え
か
た
き
に
よ
り
て
、
く
わ
し
く
和
訓
の
は
し
め
を
の
へ
ら
れ
た
り
、
漢
の
六
義
を
む
ね
と
た
て
ら
れ
て
和
漢
に
順准欤
す
る
の
理
な
し
、
外
の
古
注
は
可
用
、
此
段
文
に
つ
き
て
い
は
ゝ
不
審
あ
り
、
本
文
、
あ
め
つ
ち
の
ひ
ら
け
は
し
ま
り
け
る
時
よ
り
哥
は
い
て
き
に
け
り
と
い
ふ
に
、
古
注
に
は
あ
ま
の
う
き
は
し
の
し
た
に
て
二
柱
の
哥
の
こ
と
に
い
た
せ
り
、
天
地
開
闢
は
神
代
巻
に
て
国
常
立
尊
也
、
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
の
両
尊
は
七
代
め
な
り
、
此
理
を
神
道
に
て
い
ふ
と
き
は
、
天
地
開
闢
も
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
の
両
尊
な
り
、
元
初
國
常
立
尊
よ
り
惶
根
尊
ま
て
は
全
陰
陽
不
備
し
て
そ
れ
〳
〵
の
五
行
の
徳
ま
て
也
、
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
尊
に
い
た
り
て
全
陰
陽
備
た
れ
は
、
天
地
の
開
闢
也
、
是
ま
て
は
神
道
に
た
つ
る
趣
也
、
又
一
説
、
本
文
に
は
天
地
初
一
氣
起
る
時
、
哥
の
理
そ
な
は
り
た
る
劫
初
を
云
、
古
注
に
は
陰
陽
全
く
備
り
て
和
訓
出
来
た
る
趣
を
い
へ
り
、
師
傳
に
又
云
、
何
れ
の
説
も
其
理
な
き
に
あ
ら
す
、
不
可
捨
、
此
段
の
見
や
う
は
是
ま
て
躰
用
徳
の
三
を
い
ひ
お
は
り
て
、
此
所
に
て
さ
ら
に
哥
の
は
し
め
を
の
へ
た
り
、
古
注
の
お
も
む
き
は
、
本
文
大
あ
ら
め
に
し
て
哥
の
理
と
す
か
た
の
わ
か
ち
見
え
か
た
き
に
よ
り
て
、
く
は
し
く
和
訓
の
は
し
め
を
の
へ
ら
れ
た
り
、
六
二
八
し＼
か
あ
れ
と
も
世
に
つ
た
は
る
こ
と
は
久
方
の
あ
め
に
し
て
は
し
た
て
る
姫
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
め
な
り
、
せ
う
と
の
神
の
か
た
ち
を
か
た
に
ゝ
う
つ
り
て
か
ゝ
や
く
を
よ
め
る
え
ひ
す
哥
な
る
へ
し
、
こ
れ
ら
は
（
※
脱
文
欤
）
哥
の
や
う
に
も
あ
ら
ぬ
事
と
も
な
り
、下
照
姫　
神
代
巻
云
、
一
書
天
照
太
神
、
天
稚
彦
曰
、
豊
葦
原
中
国
、
是
吾
兒
可
玉
之
地
也
、
然
慮
、
有
残
賊
強
暴
横
惡
之
神
者
、
故
汝
先
往
平
、
乃
賜
天
鹿
兒
弓
及
天
真
兒
失
（
マ
マ
）遣
之
、
天
雅
（
マ
マ
）
彦
受
勅
来
降
、
則
多
娶
国
神
女
子
、
経
八
年
無
以
雑
（
マ
マ
）命
、
中
畧
ス
天
雅
（
マ
マ
）天
神
所
賜
、
天
鹿
兒
弓
、
真
鹿
兒
矢
使
射
之
、
則
失
（
マ
マ
）達
雉
胸
、
遂
至
天
神
所
處
、
中
畧
ス
其
矢
落
下
于
天
稚
彦
之
商
（
マ
マ
）胸
、
因
以
立
死
、
此
世
⼈
所
謂
返
矢
可
畧
之
縁
也
、
時
天
雅
（
マ
マ
）彦
之
妻
子
、
從
天
降
来
、
將
柩
上
去
而
於
天
、
作
喪
屋
、
中
畧
時
味
耜
高
彦
根
神
光
儀
花
艶
、
映
于
二
丘
二
谷
ノ
間
、
或
曰
、
味
耜
高
彦
根
神
之
妹
下
照
姫
、
欲
令
衆
⼈
知
映
丘
谷
有
、
是
味
耜
高
彦
根
、
故
歌
之
曰
、
阿＼
妹
奈
屢
夜　
乙
登
多
奈
婆
多
廼　
迂
奈
餓
㔟
屢　
多
麿
（
マ
マ
）廼
彌
し
か
あ
れ
と
も
世
に
つ
た
は
る
こ
と
は
久
か
た
の
あ
め
に
し
て
は
し
た
て
る
ひ
め
、
あ
め
わ
か
み
こ
の
め
な
り
、
せ
う
と
の
神
の
か
た
ち
お
か
た
に
ゝ
う
つ
り
て
か
ゝ
や
く
を
よ
め
る
え
ひ
す
う
た
な
る
へ
し
、
こ
れ
ら
は
も
し
の
か
す
も
さ
た
ま
ら
す
、
哥
の
や
う
に
も
あ
ら
ぬ
こ
と
ゝ
も
な
り
、
下
照
姫　
神
代
巻
云
、
一
書
ニ曰
ク天
照
太
神
、
勑シ
テ二
天
稚
彦
一
曰ノ
、
豐
葦
原
ノ中
ツ 
国クニ
、
是
レ 
吾アツ
コ兒
可ヘキ
キ
ミ
タ
ル
レ
王
之
地クニ
也ナリ
、
然ル
ヲ慮　ミ
ル
ニ、有
リ二
残イハ
ヤ
フ
ル
―賊
強
暴
横アシ
キ惡
之
神
カ
ミ
ト
モ
者
一
、
故カレ
汝
先
ツ往
ヲ 
平
ム
ケ
ヨ
ト
之
ノ
玉
イ
テ
、
乃
チ賜
テ二
天
ノ鹿
兒
弓
及
ヒ天
ノ真
鹿
兒
矢
ヲ一 
遣
ツ
カ
ハ
ス之
、
天
稚
彦
受
テレ
勑
ヲ 
来イタ
―降リテ
、
則
多サハニ
娶ト
テ二
国クニツ神
ノ 
女ムス
―子メヲ
一
、
經
ナ
ル
マ
テ
二
八ヤト
セ
ニ年
一
無カヘ
リ
コ
ト
申
サ
ス
以
報
命
、
中
畧
、
天
稚
彦
乃
チ取
テ二
天
ノ神
ノ 
所タマ
―賜イシ
ア
マ
ノ天
鹿
兒
弓
天
ノ真
鹿
兒
矢
ヲ一
便
チ 
射
　
イ
コ
ロ
シ
ツ
之
、
則
チ
矢ヤ
達トホテ二
雉
ノ胸ヨ
リ一
、
遂
ニ至
ル二
天
ノ神
ノ 
所ミモ
―處トニ
一
、
中
畧
、
其ソノ
矢ヤ
落
下ツ
テ、
中タチ
ス
二
于
天
稚
彦
之
高
タ
カ
ム
ナ
サ
キ
ニ
胸
一
、
因
テ以
テ 
立タチ
ト
コ
ロ
ニ
死カク
レ
ス、
此
レ世
―⼈
ノ 
所イワ
ユ
ル謂
返カヘ
シ
ヤ
ヘ
矢 
可シト
申
ス
 
レ
畏ヲソル
之
縁
コ
ト
ノ
モ
ト
也
、
時
ニ
天
稚
彦
カ
之
妻メコ
ト
モ子
、
從ヨリ
レ
天アメ
降クタ
リ
キ
テ
来
、
將
モ
テ
カ
ハ
ネ
ヲ
ノ
ホ
リ
レ
柩
上
―二
去ユイテ而
於
天アメヲ一
、
作ツクテ二
喪モヤ
ヲ屋
一
、
中
畧
、
時
ニ味
耜
高
彦
根
神
光テリ
―儀
花
ウ
ル
ハ
シ
ク
シ
テ
―艶
、
映
テ
リ
カ
ヽ
ヤ
ク
二
于
二ツ
ノ
 
丘オカ
二ツ
ノ谷
ノ　
間
ア
イ
タ
ニ一
、
故カレ
喪モニ
會
ツ
ト
ヘ
ル
者ヒト
歌
ウ
タ
ヨ
ミ
之シテ
イ
ハ
ク
曰
、
或アル
云
ク、
味
耜
高
彦
根
神
ノ之
妹イロト
下シタ
照テル
媛ヒメ
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
二
九
素
磨
屢
廼　
阿
奈
陁
磨
波
夜　
彌
多
爾　
輔
拖
邏
須　
阿
泥
素
企
多
伽
避
顧
禰
又
曰
歌
ノ
曰
、
畧
、
此
両
首
歌
之
辭
號
夷
曲
下
照
姫
哥
、
ア＼
モ
ナ
ル
ヤ
ヲ
ト
タ
ナ
バ
タ
ノ
ウ
ナ
ガ
セ
ル　
ア＼
モ
ナ
ル
ヤ
ハ
天＼
ニ
有
ナ
リ　
万＼
葉
集
ニ
石
見
有
、
イ
ハ
ミ
ナ
ル
ト
ヨ
メ
リ　
ヲ
ト
タ
ナ
バ
タ　
乙＼
女
織
女
ナ
リ　
ウ＼
ナ
カ
セ
ル　
嬰＼
也　
タ
ビ
ニ
マ
キ
タ
ル
ナ
リ　
タ＼
マ
ノ
ミ
ス
マ
ル　
玉＼
ノ
綩
也
、
ヤ
ウ
ラ
ク
ナ
ト
ヿ
カ　
ア＼
ナ
タ
マ
ハ
ヤ
ミ　
吽＼
嗚
玉
速
也
、
タ
マ
ノ
光
ノ
早
ク
テ
ル
也　
タ＼
ニ
フ
タ
ワ
タ
ラ
ス　
岳＼
谷
ニ
光
ワ
タ
ル
也　
ア＼
チ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ　
下＼
照
姫
ノ
兄
之
名
ヲ
云
ナ
リ
東
野
州
云
、
し
か
は
あ
れ
と
ゝ
は
、
神
の
御
哥
あ
れ
と
あ
ま
り
に
大
道
の
と
き
に
し
て
、
⼈
心
得
か
た
し
、
さ
る
に
よ
り
こ
の
う
た
を
い
た
せ
り
、
を
か
た
に
ゝ
う
つ
る
と
は
、
を
か
は
た
か
く
、
た
に
は
ひ
き
し
、
高
き
に
も
、
ひ
き
ゝ
に
も
い
た
る
容
色
の
光
を
い
へ
り
、
陰
陽
和
合
な
り
、
ゑ
ひ
す
う
た
と
は
、
夷
曲
と
か
け
り
、
ゐ
な
か
と
云
こ
と
な
り
、
天
上
に
て
の
哥
な
れ
は
、
地
祇
の
神
な
れ
は
、
夷
曲
と
名
付
る
也
、
曲ふり
は
哥
也
、
風
俗
也
、
欲ヲモ
フ下
レ
令シテ
二
メ
ン
ト
衆
ツ
ト
ヘ
ル
⼈ヒトヲ
一
曰
ク
知シラ
中
映
テ
リ
カ
ヽ
ヤ
ク
ハ
二
丘
谷
二
者
、
是
レ味
耜
高
彦
根
神ナ
リ
ト
  
上
、
故カレ
歌シ
テ之
曰
ク、
阿
妹
奈
屢
夜　
乙
登
多
奈
婆
多
廼　
汗
（
マ
マ
）奈
餓
㔟
屢　
多
磨
廼
彌
素
磨
屢
廼　
阿
奈
陀
磨
波
夜　
弥
多
爾　
輔
栬
和
栬
邏
須　
阿
泥
素
企
多
伽
避
顧
祢
又マタ
歌ウタヨ
ミ
シ
テ之
曰イハ
ク、
畧
此コノ
両フ
首タ
歌ウタハ
辭
今
ニ 
號ナツク
二
夷ヒナ
ブ
リ
ト曲
一
下
照
姫
歌
、
あ
も
な
る
や 
天
に
有
之
、
万
葉
集
に
石
見
有
、
い
は
み
な
る
と
よ
め
り
、
を
と
た
な
は
た
の
う
な
か
せ
る 
を
と
た
な
は
た
は
乙
女
織
女
也
、
う
な
か
せ
る
は
嬰
也
、
く
ひ
に
ま
き
た
る
な
り
、
東
野
州
云
、
し
か
は
あ
れ
と
ゝ
は
、
二
神
の
御
哥
あ
れ
と
あ
ま
り
に
大
道
の
時
に
し
て
、
⼈
こ
ゝ
ろ
え
か
た
し
、
さ
る
に
よ
り
此
哥
を
い
た
せ
り
、
を
か
た
に
ゝ
う
つ
る
と
は
、
お
か
は
高
く
、
谷
は
ひ
き
し
、
高
き
に
も
、
ひ
き
ゝ
に
も
い
た
る
容
色
の
光
を
い
へ
り
、
陰
陽
和
合
也
、
ゑ
ひ
す
哥
と
は
、
夷
曲
と
か
け
り
、
ゐ
な
か
と
い
ふ
こ
と
也
、
天
上
に
て
の
哥
な
れ
は
、
地
祇
の
神
な
れ
は
、
夷
曲
と
名
付
る
也
、
曲フリ
は
哥
也
、
風
俗
也
、
六
三
〇
兼
好
法
師
云
、
天
地
⼈
の
お
こ
り
を
云
と
き
、
天
に
し
て
哥
よ
め
る
こ
と
は
下
照
姫
に
は
し
ま
る
と
云
な
り
、
兼
良
云
、
哥
の
こ
と
は
り
は
天
地
と
お
な
し
く
始
れ
る
と
い
へ
と
も
、
ま
さ
し
く
五
七
の
句
を
定
、
長
短
の
体
を
わ
か
ち
、
詞
に
は
な
を
さ
か
せ
て
六
く
さ
の
す
か
た
に
あ
ら
は
せ
る
こ
と
は
、
天
に
し
て
は
下
照
姫
に
は
し
ま
り
、
地
に
し
て
は
素
盞
嗚
の
尊
よ
り
お
こ
れ
り
と
い
へ
り
、
久＼
か
た
の
あ
め
、
兼
良
云
、
天
は
や
ふ
れ
う
す
る
こ
と
な
き
に
よ
り
て
久
し
く
か
た
し
と
い
へ
り
、
す
へ
て
天
象
の
も
の
に
は
み
な
久
か
た
と
い
ふ
枕
玉
の
み
す
ま
る　
玉
の
綩
也
、
や
う
ら
く
な
と
也　
あ
な
た
ま
は
や
み　
呼
嗚
玉
速　
玉
の
光
は
や
く
て
る
也
、
た
に
ふ
た
わ
ら
す　
岳
谷
二
に
光
わ
た
る
也
、
あ
ち
す
き
た
か
ひ
こ
ね　
下
照
姫
の
兄
の
名
也
、　
兼
好
法
師
云
、
天
地
⼈
の
お
こ
り
を
い
ふ
と
き
、
天
に
し
て
哥
よ
め
る
こ
と
は
下
照
姫
に
は
し
ま
る
と
い
ふ
也
、
兼
良
云
、
歌
の
こ
と
は
り
は
天
地
と
お
な
し
く
始
れ
る
と
い
へ
と
も
、
ま
さ
し
く
五
七
の
句
を
定
、
長
短
の
体
を
わ
か
ち
、
詞
に
花
を
さ
か
せ
て
六
く
さ
の
す
か
た
に
あ
ら
は
せ
る
こ
と
は
、
天
に
し
て
は
下
照
姫
に
始
り
、
地
に
し
て
は
素
盞
嗚
ノ尊
よ
り
お
こ
れ
り
と
い
へ
り
、
ひ
さ
か
た
の
あ
め
、
天アメ　
和
訓
傳
云
、
あ
め
は
自
語
也
、
本
朝
最
初
の
言
語
也
、
あ
め
の
反
八は欤
ゑ
也
、
ゑ
は
開
か
な
、
陽
声
也
、
聖
徳
太
子
傳
云
、
あ
め
と
い
ふ
は
た
か
く
た
う
と
き
こ
と
を
あ
ら
は
せ
り
と
云
々
、
兼
良
云
、
天
は
や
ふ
れ
う
す
る
こ
と
な
き
に
よ
り
て
久
し
く
か
た
し
と
い
へ
り
、
す
へ
て
天
象
の
も
の
に
は
み
な
久
か
た
と
い
ふ
枕
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
三
一
こ
と
は
を
い
へ
り
、
師
傳
云
、
神
代
巻
に
天
先
成
、
の
ち
地
さ
た
ま
る
と
い
ふ
こ
と
は
よ
り
し
て
天
は
地
よ
り
久
し
く
か
た
し
と
い
ふ
事
な
り
と
、
天アメ　
和
訓
傳
云
、
天
は
自
語
也
、
本
朝
最
初
の
言
語
也
、
ア
メ
の
反
は
ゑ
也
、
ゑ
は
開
か
な
、
陽
声
也
、
聖
徳
太
子
傳
云
、
ア
メ
と
い
ふ
は
た
か
く
た
う
と
き
事
を
あ
ら
は
せ
り
と
云
々
、
兼
良
云
、
下
照
姫
の
哥
そ
の
一
首
に
は
、
あ＼
も
な
る
や　
天
に
あ
る
と
い
ふ
心
也
、
ア
メ
、
ア
モ
、
五
音
相
通
な
り
、
お＼
と
た
な
は
た
の　
を
と
め
の
こ
と
、
織
女
な
り
、　
う＼
な
か
せ
る　
頸
に
ま
と
ふ
心
な
り
、
嬰
の
字
な
り
、　
た＼
ま
の
み
す
ま
る
の　
お
ほ
く
玉
を
い
と
に
て
つ
ら
ぬ
き
て
女
の
か
さ
り
に
す
る
も
の
也
、
手
玉
、
足
玉
な
と
の
た
く
ひ
な
り
、　
あ＼
な
た
ま
は
や
の　
穴
は
玉
の
穴
な
り
、
こ
の
玉
を
い
と
に
て
つ
ら
ぬ
る
事
の
う
き
や
か
な
る
事
也
、
高
彦
根
の
神
の
か
た
ち
を
玉
に
た
と
へ
た
る
な
り
、　
た＼
に
ふ
た
わ
た
ら
す　
二
の
谷
に
て
り
わ
た
る
な
り
、　
あ＼
ち
す
き
た
か
ひ
こ
ね　
天
稚
彦
と
お
も
い
ひ
た
れ
は
さ
は
な
く
て
、
せ
う
と
の
神
に
て
ま
し
ま
せ
り
と
い
ふ
こ
と
な
り
、　
こ
と
は
を
い
へ
り
、
師
傳
云
、
神
代
巻
に
天
先
成
、
地
後
定
と
い
ふ
詞
よ
り
し
て
天
は
地
よ
り
久
し
く
か
た
し
と
い
ふ
こ
と
な
り
と
、
兼
良
云
、
下
照
姫
の
哥
そ
の
一
首
に
は
、
あ
も
な
る
や　
天
に
あ
る
と
い
ふ
心
也
、
あ
め
、
あ
も
、
五
音
相
通
也
、
を
と
た
な
は
た　
師
傳
云
、
今
云
七
月
に
祭
牽
牛
、
織
女
に
あ
ら
す
、
漢
の
事
い
ま
た
わ
た
ら
ぬ
先
、
神
代
に
た
な
は
た
有
、
神
道
の
傳
也
、
を
と
た
な
は
た
の 
を
と
め
、
織
女
也
、 
う
な
か
せ
る 
頭
ま
と
ふ
心
な
り
、
嬰
の
字
な
り
、 
た
ま
の
み
す
ま
る
の
お
ほ
く
玉
を
い
と
に
て
つ
ら
ぬ
き
て
女
の
か
さ
り
に
す
る
物
也
、
手
玉
、
足
玉
な
と
の
類
な
り
、 
あ
な
玉
は
や
み 
穴
は
玉
の
穴
也
、
こ
の
玉
を
い
と
に
て
つ
ら
ぬ
る
事
の
う
き
や
か
な
る
こ
と
な
り
、
た
か
ひ
こ
ね
の
神
の
形
を
玉
に
た
と
へ
た
る
也
、 
た
に
ふ
た
わ
た
ら
す 
二
の
谷
に
て
り
わ
た
る
也
、
あ
ち
す
き
た
か
ひ
こ
ね　
天
稚
彦
と
お
も
ひ
た
れ
は
さ
は
な
く
し
て
、
せ
う
と
の
神
に
て
ま
し
ま
せ
り
と
い
ふ
こ
と
也
、
六
三
二
を＼
と
た
な
は
た　
師
傳
云
、
今
云
七
月
に
祭
る
牽
牛
、
織
女
に
あ
ら
す
、
漢
の
事
い
ま
た
わ
た
ら
ぬ
先
、
神
代
に
七
夕
有
、
神
道
の
傳
な
り
、
私
云
、
師
傳
云
、
此
段
は
哥
の
五
七
に
つ
ゝ
き
た
る
を
い
ふ
、
和
歌
之
格
、
爰
に
て
出
来
た
れ
と
も
、
い
ま
た
今
よ
め
る
哥
の
さ
ま
に
も
あ
ら
す
、
情
の
ま
ゝ
に
い
へ
る
と
い
ふ
事
な
り
、
こ
と
は
の
か
さ
り
な
き
な
り
、
あ
ら
か
ね
の
つ
ち
に
し
て
は
そ
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
お
こ
り
け
る
、
あ
ら
か
ね
の
つ
ち　
和
訓
傳
云
、
つ
ち
、
自
語
也
、
つ
ち
の
反
ち
也
、
ち
は
口
閉
、
音
陰
声
な
り
、
聖
徳
太
子
ノ
傳
云
、
つ
ち
は
本
朝
最
初
の
自
語
也
、
卑
く
賤
し
き
義
を
い
ふ
也
、
兼
良
云
、
あ
ら
か
ね
と（マ
マ
）む
あ
ら
き
く
ろ
か
ね
を
は
地
よ
り
ほ
り
い
た
す
に
よ
り
て
地
と
い
ふ
枕
こ
と
は
に
い
へ
り
、
八
雲
の
哥
は
出
雲
國
に
し
て
よ
み
給
へ
れ
は
つ
ち
に
し
て
と
い
へ
り
、
私
云
、
師
傳
云
、
此
段
は
歌
の
五
七
に
つ
ゝ
き
た
る
を
云
、
和
哥
の
格
、
こ
ゝ
に
て
い
て
き
た
れ
と
も
、
い
ま
た
今
よ
め
る
哥
の
さ
ま
に
も
あ
ら
す
、
情
の
ま
ゝ
に
い
へ
る
と
い
ふ
こ
と
也
、
こ
と
は
の
か
さ
り
な
き
也
、
あ
ら
か
ね
の
つ
ち
に
し
て
は
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
お
こ
り
け
る
、
あ
ら
か
ね
の
つ
ち　
和
訓
傳
云
、
つ
ち
、
自
語
也
、
つ
ち
の
反
ち
也
、
ち
は
口
閉
、
音
陰
声
也
、
聖
徳
太
子
傳
云
、
つ
ち
は
本
朝
最
初
音
語
也
、
ひ
き
く
い
や
し
き
義
を
い
ふ
也
、
兼
良
云
、
あ
ら
か
ね
と
よ
む
、
あ
ら
き
く
ろ
か
ね
を
は
地
よ
り
ほ
り
い
た
す
に
よ
り
て
地
と
い
ふ
枕
こ
と
は
に
い
へ
り
、
八
雲
の
う
た
は
出
雲
國
に
し
て
よ
み
給
へ
れ
は
、
つ
ち
に
し
て
と
い
へ
り
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
三
三
東
野
州
云
、
是
は
天
地
⼈
の
哥
を
い
へ
る
事
な
り
、
天
の
哥
は
下
照
姫
の
哥
、
地
の
哥
は
出
雲
の
哥
な
り
、
⼈
の
哥
は
此
集
一
部
を
い
ふ
な
る
へ
し
、
私
曰
、
師
傳
云
、
⼈
の
哥
は
こ
の
次
の
こ
と
は
に
⼈
の
世
に
な
り
て
と
有
⼈
の
哥
勿
論
な
り
、
兼
好
云
、
地
に
し
て
哥
よ
む
こ
と
、
そ
さ
の
を
の
み
こ
と
の
と
き
は
し
ま
る
と
い
ふ
な
り
、
浄
辨
云
、
そ
さ
の
を
の
み
こ
と
は
下
照
姫
よ
り
は
始
の
神
な
れ
と
も
、
神
の
次
第
に
は
あ
ら
す
、
天
地
⼈
と
次
第
し
て
書
る
な
り
、
私
曰
、
師
傳
云
、
あ
ら
か
ね
の
つ
ち
と
は
神
道
土
金
傳
と
い
へ
り
、
金
を
土
の
つ
ゝ
み
し
め
て
ゐ
る
こ
と
に
て
つ
ゝ
し
む
の
訓
の
で
ん
有
、
兼
良
云
、
あ
ら
か
ね
の
つ
ち
と
鑛
の
字
な
り
、
あ
ら
き
く
ろ
か
ね
を
地
よ
り
ほ
り
出
す
に
よ
り
て
地
と
い
ふ
枕
こ
と
は
に
い
へ
り
、
ち＼
は
や
ふ
る
神
代
に
は
哥
の
も
し
も
さ
た
ま
ら
す
、
す
な
ほ
に
し
て
こ
と
の
心
わ
き
か
た
か
り
け
ら
し
、
⼈
の
世
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
三
十
も
し
あ
ま
り
ひ
と
も
し
よ
み
け
り
、
東
野
州
云
、
是
は
天
地
⼈
の
哥
を
い
へ
る
事
也
、
天
の
哥
は
下
照
姫
、
地
の
哥
は
出
雲
の
歌
也
、
⼈
の
哥
は
此
集
一
部
を
い
ふ
な
る
へ
し
、
私
曰
、
師
傳
云
、
⼈
の
う
た
は
此
次
の
こ
と
は
に
⼈
の
世
に
な
り
て
と
あ
る
⼈
の
哥
勿
論
也
、
兼
好
云
、
地
に
し
て
哥
よ
む
こ
と
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
の
時
は
し
ま
る
と
い
ふ
也
、
浄
弁
云
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
下
て
る
姫
よ
り
は
始
の
神
な
れ
と
も
、
神
の
次
第
に
は
あ
ら
す
、
天
地
⼈
と
次
第
し
て
か
け
る
也
、
私
曰
、
師
傳
云
、
あ
ら
か
ね
の
つ
ち
と
は
神
道
土
金
の
傳
と
い
へ
り
、
金
を
土
の
つ
ゝ
み
し
め
て
ゐ
る
こ
と
に
て
つ
ゝ
し
む
訓
の
傳
あ
り
、
兼
良
云
、
あ
ら
か
ね
の
つ
ち
と
鑛
の
字
也
、
あ
ら
き
く
ろ
か
ね
を
地
よ
り
ほ
り
出
す
に
よ
り
て
地
と
い
ふ
枕
こ
と
は
に
い
へ
り
、
六
三
四
時
質ニシ
テ⼈
淳
ク 
情
―欲
無
レ
分
、
和
―歌
未
タレ
作
逮ン
デ于
素
―盞
―嗚
―尊
一
到
二
出
雲
國
ニ一
始
有
二
三
十
一
字
之
詠
一
、
今
反
歌
之
作
也
、
其
―後
雖
天（マ
マ
）糸系
、
海
童
女
、
莫
不
以
和
哥
通
情
、
ち
は
や
ふ
る
神
、
師
傳
云
、
日
本
紀
、
殘
賊
強
暴
横
悪
之
神　
茅＼
葉
屋
経　
千＼
磐
経　
千＼
磐
破　
千＼
反
破
、
如
此
い
ろ
〳
〵
有
中
に
も
神
代
は
茅
の
葉
に
て
ふ
き
か
り
そ
め
の
家
に
⼈
民
居
住
し
た
る
と
い
ふ
、
是
元
初
な
り
、
の
ち
は
皆
義
訓
な
り
、
神
と
い
ふ
枕
こ
と
は
に
ち
は
や
ふ
る
と
い
う
ふ
事
は
説
々
さ
た
ま
ら
す
、
事
あ
た
ら
し
く
す
る
に
不
及
、
す
な
ほ
に
⼈
あ
つ
し
と
い
ふ
事
は
、
上
古
に
は
花
美
に
か
さ
り
た
る
事
無
、
是
を
す
な
を
な
る
と
は
云
也
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
、
神
代
巻
に
く
わ
し
、
事
實
畧
之
、
可
見
合
、
細
注　
す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
あ
ま
て
る
お
ほ
ん
神
の
こ
の
か
み
也
、
女
と
す
み
た
ま
は
ん
と
て
い
つ
も
の
国
に
宮
つ
く
り
し
た
ま
ふ
と
き
に
、
そ
の
と
こ
ろ
に
八
い
ろ
雲
の
た
つ
を
み
て
よ
み
給
へ
り
八＼
雲
た
つ
い
つ
も
八
重
垣
つ
ま
こ
め
に
八
重
垣
つ
く
る
そ
の
八
重
垣
を
時
質ニシ
テ⼈
淳アツク情
―欲
無
レ
分
ワ
イ
タ
メ、
和
歌
未
作
逮
ヲ
ヨ
ン
テ二
于
素
盞
嗚
尊
一
到
二
出
雲
國
一
始
有
二
三
十
一
字
之
詠
一
、
今
反
歌
之
作
也
、
其
後
雖
天（マ
マ
）糸系
、
海
童
女
、
莫
不
以
和
歌
通
情
、
ち
は
や
ふ
る
神
代
に
は
哥
の
も
し
も
さ
た
ま
ら
す
、
す
な
を
に
し
て
こ
と
の
心
わ
き
か
た
か
り
け
ら
し
、
⼈
の
世
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
み
そ
も
し
あ
ま
り
ひ
と
も
し
は
よ
み
け
り
、
細
注ち
は
や
ふ
る
神
、
師
傳
云
、
日
本
紀
、
殘
賊
強
暴
横
悪
之
神　
茅
葉
屋
經　
千
磐
經　
千
磐
破　
千
刃
經
○
破
○
、
如
此
い
ろ
〳
〵
有
中
に
も
神
代
は
茅
の
葉
に
て
ふ
き
か
り
そ
め
の
家
に
⼈
民
居
住
し
た
る
と
い
ふ
、
是
元
初
也
、
後
は
皆
義
訓
也
、
兼
良
云
、
神
の
枕
こ
と
は
に
ち
は
や
ふ
る
と
い
う
ふ
事
は
説
々
さ
た
ま
ら
す
、
事
あ
た
ら
し
く
し
る
す
に
及
は
す
、
世
す
な
を
に
⼈
あ
つ
し
と
い
ふ
こ
と
、
上
古
に
は
花
美
に
か
さ
り
た
る
事
な
し
、
是
を
圓
す
な
を
な
る
と
は
い
ふ
也
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
あ
ま
て
る
お
ほ
ん
神
の
こ
の
か
み
な
り
、
女
と
す
み
た
ま
は
ん
と
て
い
つ
も
の
く
に
に
宮
つ
く
り
し
た
ま
ふ
時
、
そ
の
所
に
や
い
ろ
の
雲
た
つ
を
見
て
よ
み
た
ま
へ
り
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
三
五
東
野
州
云
、
⼈
の
世
と
な
り
て
と
い
へ
る
は
天
地
⼈
の
哥
の
其
一
な
り
、
さ
れ
と
も
其
う
た
を
は
い
た
さ
す
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
の
哥
を
も
と
ゝ
し
て
世
に
よ
め
る
哥
を
あ
け
て
い
へ
り
、
是
な
ら
ひ
有
、
私
云
、
師
傳
曰
、
⼈
の
哥
を
い
た
さ
ぬ
は
す
へ
て
⼈
の
哥
な
れ
は
也
、
同
云
、
八
雲
の
哥
の
こ
ゝ
ろ
は
一
二
の
句
は
序
の
う
た
の
や
う
に
心
得
へ
し
、
三
句
よ
り
其
意
趣
起
れ
り
、
そ
の
八
重
垣
を
と
い
へ
る
は
、
た
と
へ
は
其
事
を
い
は
ん
と
て
猶
ね
ん
こ
ろ
に
い
へ
る
心
な
り
、
万
葉
集
哥
に
、
あ＼
し
引
き
の
山
の
雫
に
君
ま
つ
と
我
立
ぬ
れ
し
や
ま
の
し
つ
く
に
皆
か
や
う
に
よ
め
る
、
こ
の
類
な
り
、
但
、
定
家
卿
も
、
吉
田
神
主
の
先
祖
兼
直
に
尋
給
ひ
け
る
と
そ
、
や
く
も
た
つ
い
つ
も
や
へ
か
き
つ
ま
こ
め
に
や
へ
か
き
つ
く
る
そ
の
や
え
か
き
を
す
さ
の
を
の
尊
の
こ
と
、
神
代
巻
に
く
は
し
、
事
實
畧
之
、
可
見
合
、
東
野
州
云
、
⼈
の
世
と
な
り
て
と
い
へ
る
は
天
地
⼈
の
哥
の
其
一
也
、
さ
れ
と
も
其
う
た
を
は
い
た
さ
す
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
の
哥
を
も
と
ゝ
し
て
世
に
よ
め
る
歌
を
あ
け
て
い
へ
り
、
是
な
ら
ひ
有
、
私
云
、
師
傳
云
、
⼈
の
哥
を
い
た
さ
ぬ
は
す
へ
て
⼈
の
哥
な
り
、
同
云
、
八
雲
の
哥
の
心
は
一
二
の
句
は
序
哥
の
や
う
に
心
得
へ
し
、
三
句
よ
り
其
意
趣
起
れ
り
、
そ
の
八
重
か
き
を
と
い
へ
る
は
、
た
と
へ
は
其
事
を
い
は
ん
と
て
猶
ね
ん
こ
ろ
に
い
へ
る
心
な
り
、
万
葉
集
哥
に
、
足
引
の
山
の
雫
に
君
ま
つ
と
我
立
ぬ
れ
し
や
ま
の
雫
に
皆
か
や
う
に
よ
め
る
、
此
類
な
り
、
但
、
定
家
卿
も
、
吉
田
神
主
の
先
祖
兼
直
に
尋
給
ひ
け
る
と
そ
、
六
三
六
私
云
、
是
は
神
道
に
八
雲
の
傳
あ
り
、
其
事
也
、
師
傳
云
、
三
の
八
重
垣
の
こ
と
也
、
兼
良
云
、
八
雲
の
哥
の
こ
と
を
ふ
た
た
ひ
い
へ
る
、
上
に
て
地
の
哥
の
始
を
あ
け
た
り
、
三
才
と
つ
ら
ね
ん
た
め
に
⼈
の
世
と
書
り
、
八
雲
の
哥
は
神
代
の
事
な
る
を
⼈
の
世
と
成
て
三
十
一
字
の
す
か
た
⼈
の
よ
と
な
り
さ
か
り
な
る
こ
と
を
い
へ
る
也
、
師
傳
云
、
ち
は
や
ふ
る
神
代
に
は
哥
の
も
し
も
さ
た
ま
ら
す
、
す
な
ほ
に
し
て
こ
と
の
心
わ
き
か
た
か
り
け
ら
し
と
云
は
、
長
哥
短
哥
の
躰
未
定
、
す
な
ほ
は
我
お
も
ふ
ま
ゝ
に
い
ひ
つ
ゝ
け
た
る
故
、
あ
と
さ
き
の
つ
ま
ら
ぬ
な
り
、
さ
れ
は
万
葉
に
い
ひ
つ
ゝ
け
て
長
哥
を
長
哥
と
は
な
し
、
作
哥
と
は
か
り
あ
り
、
三
十
一
字
の
哥
を
短
哥
、
反
哥
と
あ
る
な
り
、
浄
辨
云
、
⼈
の
よ
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
と
書
る
こ
と
は
つ
ゝ
き
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
を
⼈
と
書
に
似
た
れ
と
も
、
か
の
三
十
一
字
を
本
と
し
て
⼈
の
世
に
は
う
た
を
よ
む
と
云
也
、
⼈
の
よ
と
な
り
て
、
す
さ
の
を
の
尊
よ
り
そ
三
十
一
字
の
哥
を
ま
な
ひ
よ
む
な
り
、
為
家
卿
云
、
⼈
の
よ
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
と
私
云
、
是
は
神
道
に
八
雲
の
傳
有
、
そ
の
こ
と
也
、
師
傳
云
、
三
の
八
重
垣
の
こ
と
也
、
兼
良
云
、
八
雲
の
哥
の
こ
と
を
ふ
た
ゝ
ひ
い
へ
る
、
上
に
て
地
の
哥
の
は
し
め
を
あ
け
た
り
、
三
才
と
つ
ら
ね
ん
た
め
に
⼈
の
世
と
か
け
り
、
八
雲
の
哥
は
神
代
の
事
な
る
を
⼈
の
世
と
な
り
て
三
十
一
字
の
す
か
た
⼈
の
世
と
な
り
さ
か
り
な
る
こ
と
を
い
へ
る
也
、
師
傳
云
、
ち
は
や
ふ
る
神
代
に
は
哥
の
も
し
も
定
ま
ら
す
、
す
な
を
に
し
て
こ
と
の
こ
ゝ
ろ
わ
き
か
た
か
り
け
ら
し
と
は
、
長
歌
の
哥
体
未
定
、
す
な
を
は
わ
か
お
も
ふ
ま
ゝ
に
い
ひ
つ
ゝ
け
た
る
故
、
あ
と
さ
き
の
つ
ま
ら
ぬ
な
り
、
さ
れ
は
万
葉
集
に
い
ひ
つ
け
て
長
き
歌
を
長
哥
と
は
な
し
、
作
哥
と
は
か
り
有
、
三
十
一
字
の
哥
を
短
哥
、
反
哥
と
あ
る
也
、
浄
弁
云
、
⼈
の
世
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
尊
よ
り
そ
と
書
る
詞
つ
ゝ
き
、
す
さ
の
を
の
尊
を
⼈
と
書
に
似
た
れ
と
も
、
か
の
三
十
一
字
を
本
と
し
て
⼈
の
世
に
は
う
た
を
よ
む
と
云
也
、
⼈
の
世
と
な
り
て
、
す
さ
の
を
の
尊
よ
り
そ
三
十
一
字
の
哥
を
ま
な
ひ
よ
む
也
、
為
家
卿
云
、
⼈
の
世
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
と
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
三
七
は
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
地
神
の
始
に
あ
れ
り
、
⼈
の
世
と
い
へ
る
、
そ
の
心
え
か
た
し
、
如
何
、
益（ママ
）曰
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
の
と
き
を
⼈
の
世
と
い
ふ
に
は
あ
ら
す
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
の
三
十
一
字
の
う
た
を
⼈
の
よ
に
な
り
て
盛
に
よ
む
と
云
な
り
、
三
十
一
字
の
哥
を
よ
み
は
し
め
給
ひ
し
こ
と
、
神
の
代
の
ほ
と
は
必
し
も
是
を
本
と
せ
す
、
然
る
に
⼈
の
世
と
な
り
て
此
三
十
一
字
の
哥
を
よ
め
る
か
故
に
、
其
こ
ゝ
ろ
を
云
の
ふ
る
な
り
、
私
曰
、
師
傳
云
、
⼈
の
世
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
と
は
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
⼈
代
に
あ
ら
す
、
み
こ
と
よ
り
そ
と
い
へ
る
は
文
字
に
力
を
入
て
み
る
へ
し
、
隔
句
の
文
法
な
り
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
⼈
の
よ
と
な
り
て
も
、
三
十
一
字
の
哥
を
よ
め
る
と
い
ふ
こ
と
な
り
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
あ
ま
て
る
お
ほ
ん
か
み
の
お
ほ
ん
こ
の
か
み
な
り
、
私
云
、
源
氏
物
語
帚
木
の
巻
に
も
、
小
君
に
い
も
う
と
の
君
の
こ
と
も
く
は
し
く
と
ひ
聞
た
ま
ふ
と
い
へ
る
は
、
小
君
か
た
め
に
は
空
蝉
は
姉
な
れ
と
も
、
日
本
の
例
に
て
か
け
り
、
は
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
地
神
の
始
に
あ
れ
は
、
⼈
の
世
と
い
へ
る
、
そ
の
心
え
か
た
し
、
如
何
、
答
曰
、
す
さ
の
を
の
尊
の
時
を
⼈
の
世
と
い
ふ
に
は
あ
ら
す
、
す
さ
の
を
の
尊
の
三
十
一
字
の
哥
を
⼈
の
世
に
な
り
て
盛
に
よ
む
と
云
也
、
三
十
一
字
の
哥
を
よ
み
始
給
ひ
し
こ
と
、
神
の
代
の
ほ
と
は
必
し
も
是
を
本
と
せ
す
、
然
る
に
⼈
の
世
と
な
り
て
此
三
十
一
字
の
哥
を
よ
め
る
か
故
に
、
其
心
を
い
ひ
の
ふ
る
也
、
私
云
、
師
傳
云
、
⼈
の
世
と
な
り
て
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
と
は
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
⼈
代
に
あ
ら
す
、
み
こ
と
よ
り
そ
と
い
へ
る
は
文
字
に
力
を
入
て
み
る
へ
し
、
隔
句
の
文
法
也
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り
そ
⼈
の
世
と
な
り
て
も
、
三
十
一
字
の
哥
を
よ
め
る
と
い
ふ
こ
と
也
、
私
云
、
源
氏
物
語
帚
木
の
巻
に
も
、
小
君
に
い
も
う
と
の
君
の
こ
と
も
く
は
し
く
と
ひ
聞
給
と
い
へ
る
も
、
小
君
か
た
め
に
は
空
蝉
は
姉
な
れ
と
も
、
日
本
の
例
に
て
か
け
り
、
す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
あ
ま
て
る
お
ほ
ん
か
み
の
お
ほ
ん
こ
の
か
み
な
り
、
東
野
州
云
、
一
女
三
男
に
て
素
盞
烏
尊
弟
に
て
ま
し
ま
せ
と
、
男
六
三
八
東
野
州
云
、
一
女
三
男
に
て
素
盞
烏
尊
の
弟
に
て
ま
し
ま
せ
と
、
男
を
上
と
し
て
女
を
次
と
す
る
義
な
り
、
系
圖
に
て
は
女
を
後
に
す
る
な
り
、
兼
良
云
、
⼈
の
よ
と
な
り
て
女
を
は
姉
な
れ
と
も
系
圖
な
と
の
書
や
う
に
て
は
男
子
の
す
へ
に
の
す
れ
は
、
其
例
を
も
て
こ
の
か
み
と
い
へ
る
に
や
、
そ
の
と
こ
ろ
に
や
い
ろ
雲
の
た
つ
を
み
て
、
宗
祇
云
、
瑞
雲
（
※
脱
文
欤
）
い
つ
も
た
つ
と
い
ふ
心
な
り
、
宗
碩
云
、
其
所
と
あ
る
相
違
の
や
う
な
れ
と
も
此
雲
元
来
此
国
に
た
ち
た
る
な
り
、
さ
れ
は
世
の
こ
と
は
（
マ
マ
）さ
に
い
つ
も
と
は
号
に
け
り
、
東
野
州
傳
云
、
八
色
の
雲
は
八
識
、
哥
五
句
は
五
行
也
、
八
識
、
五
行
成
就
し
た
る
は
世
の
興
陰
（
マ
マ
）な
り
、
八
識
、
五
行
相
具
す
れ
は
、
一
身
を
調
る
な
り
、
清
濁
有
口
傳
、
上
の
八
重
垣
は
清
て
讀
、
下
の
八
重
垣
は
濁
て
よ
む
な
り
、
清
は
天
と
な
り
、
濁
は
地
と
な
る
理
也
、
八
雲
之
哥　
師
の
曰
、
世
に
四
妙
と
云
、
一
曰
字
妙
、
五
七
に
つ
ゝ
け
る
を
云
也
、
二
曰
、
句
妙
、
五
句
に
わ
た
り
た
る
な
り
、
三
曰
、
意
妙
、
哥
の
を
上
と
し
て
女
を
次
に
す
る
義
也
、
系
圖
に
て
は
女
を
後
に
す
る
也
、
兼
良
云
、
⼈
の
世
と
な
り
て
女
を
は
姉
な
れ
と
も
系
圖
な
と
に
は
男
子
の
末
に
の
す
れ
は
、
其
例
を
も
て
こ
の
か
み
と
い
へ
る
に
や
、
私
云
、
師
傳
云
、
日
本
は
貴
陽
故
以
男
為
兄
、
そ
の
所
に
八
色
雲
の
た
つ
を
見
て
、
八
雲
の
哥　
師
云
、
世
四
妙
と
云
、
一
字
妙
、
五
七
に
つ
ゝ
け
る
也
、
二
に
句
妙
、
五
句
に
わ
か
（
マ
マ
）り
た
る
な
り
、
三
意
妙
、
哥
の
心
ふ
か
き
云
、
四
に
始
終
妙
、
末
代
ま
て
三
十
一
字
の
哥
を
よ
む
事
也
、
師
云
、
清
濁
上
二
の
八
重
は
か
き
と
に
こ
り
て
、
末
の
八
重
垣
は
す
み
て
よ
む
、
是
一
重
の
傳
也
、
此
三
の
か
き
な
く
て
は
⼈
身
は
た
ゝ
ぬ
も
の
也
、
中
に
も
末
の
か
き
を
大
事
に
す
る
也
、
神
明
も
是
に
あ
る
こ
と
也
、
つ
ゝ
し
む
の
な
ら
ひ
あ
る
也
、
宗
祇
云
、
瑞
雲
也
、
出
雲
の
國
と
は
美
国
に
て
か
く
の
こ
と
く
瑞
雲
い
つ
も
た
つ
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
也
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
三
九
心
深
を
い
ふ
な
り
、
四
曰
、
始
終
妙
、
末
代
ま
て
三
十
一
字
の
哥
を
よ
む
事
也
、
師
傳
云
、
清
濁
上
二
の
八
重
垣
は
か
き
と
に
こ
り
て
よ
み
、
末
の
八
重
垣
は
清
て
よ
む
、
是
一
重
の
傳
な
り
、
此
三
の
垣
な
く
て
は
⼈
身
は
た
ゝ
ぬ
も
の
な
り
、
な
か
に
も
す
ゑ
の
か
き
を
大
事
に
す
る
な
り
、
神
明
も
こ
れ
に
あ
る
こ
と
な
り
、
つ
ゝ
し
む
の
な
ら
ひ
あ
る
な
り
、
私
云
、
此
神
詠
、
五
七
の
つ
ゝ
け
は
し
め
な
り
、
五
と
七
と
は
相
生
の
数
な
り
、
八
雲
の
傳
と
い
ふ
事
あ
り
、
神
道
に
翫
な
り
、
か
く
て
そ
花
を
め
て
、
と
り
を
う
ら
や
み
、
霞
を
あ
は
れ
ひ
、
露
を
か
な
し
ふ
心
こ
と
は
お
ほ
く
さ
ま
〳
〵
に
な
り
に
け
り
、
爰
及
⼈
代
、
此
風
大
起
、
長
歌
、
短
歌
、
旋
頭
、
混
本
之
類
、
雜
體
非
一
、
源
流
漸
繁
、
か
く
て
、
万
葉
に
如
此
と
い
ふ
、
花
を
め
て
、
万
葉
に
め
て
、
愛
の
字
也
、
宗
碩
云
、
其
所
と
あ
る
相
違
の
様
な
れ
と
も
此
雲
元
来
此
國
に
立
た
る
也
、
さ
れ
は
世
の
諺
に
出
雲
と
は
号
に
け
り
、
東
野
州
傳
云
、
八
色
の
雲
は
八
識
、
哥
五
句
は
五
行
也
、
八
識
、
五
行
成
就
し
た
る
は
世
の
興
隆
也
、
八
識
、
五
行
相
具
す
る
は
、
一
身
を
調
る
心
也
、
清
濁
有
口
傳
、
上
の
八
重
垣
は
す
み
て
讀
、
下
の
八
重
垣
は
に
こ
り
て
よ
む
也
、
清
は
天
と
な
り
、
濁
は
地
と
な
る
理
、
私
云
、
此
神
詠
、
五
七
五
の
つ
ゝ
け
は
し
め
也
、
五
と
七
と
は
相
生
の
数
也
、
八
雲
の
傳
と
云
事
有
、
神
道
に
も
て
あ
そ
ふ
也
、
爰
及
⼈
代
、
此
風
大
起
、
長
歌
、
短
歌
、
旋
頭
、
混
本
之
類
、
雜
躰
非
一
、
源
流
漸
繁
、
か
く
て
そ
花
を
め
て
、
と
り
を
う
ら
や
み
、
か
す
み
を
あ
は
れ
ひ
、
露
を
か
な
し
ふ
こ
ゝ
ろ
こ
と
は
お
ほ
く
さ
ま
〳
〵
に
な
り
に
け
り
、
か
く
て
、
万
葉
に
如
此
と
云
、
花
を
め
て
、
万
葉
に
め
て
、
愛
、
鳥
を
う
ら
や
む
、
中
院
通
村
卿
云
、
鳥
の
を
の
ゝ
ま
ゝ
に
か
け
六
四
〇
鳥
を
う
ら
や
み
、
中
院
通
林
（
マ
マ
）卿
云
、
鳥
の
を
の
か
ま
ゝ
に
か
け
る
風
流
也
、
霞
を
あ
わ
れ
み
、
師
説
云
、
顕
興
す
る
也
、
露
を
か
な
し
む
、
師
説
云
、
秋
に
は
あ
ら
す
、
秋
の
盛
を
な
す
也
、
浦
の
舟
つ
な
て
か
な
し
も
と
一
つ
也
、
他
流
に
此
段
を
哥
学
の
さ
か
へ
と
い
へ
り
、
尤
哥
の
道
さ
か
へ
来
ぬ
れ
と
か
さ
り
の
み
冨
て
、
其
實
の
貧
し
き
也
、
兼
好
云
、
哥
の
さ
ま
〳
〵
に
成
た
る
事
を
い
ふ
也
、
霞
を
あ
は
れ
ひ
、
露
を
か
な
し
ふ
と
は
か
き
来
れ
と
も
、
あ
は
れ
ひ
か
な
し
む
と
よ
む
云
々
、
兼
良
云
、
こ
れ
よ
り
は
哥
の
す
か
た
に
ふ
れ
、
折
に
し
た
か
ひ
て
お
ほ
く
さ
ま
〳
〵
に
な
る
を
い
ふ
、
東
野
州
云
、
此
段
か
く
て
そ
と
は
す
さ
の
を
の
尊
よ
り
三
十
一
字
の
哥
起
る
義
な
り
、
心
詞
お
ほ
く
さ
ま
〳
〵
に
な
り
に
け
る
と
は
、
古
は
た
ゝ
其
事
に
あ
た
り
て
心
を
の
ふ
る
な
り
、
そ
れ
よ
り
次
第
に
心
も
万
端
に
な
り
て
花
鳥
露
霞
を
哀
か
な
し
ひ
、
心
を
發
す
る
也
、
是
皆
世
の
く
た
れ
る
さ
ま
也
、
宗
祇
云
、
哥
道
万
端
さ
ま
〳
〵
に
な
る
、
ま
た
は
地
開
し
よ
り
を
る
風
流
な
り
、
霞
を
憐
、
説
云
、
も
て
あ
そ
ひ
興
す
る
、
露
を
か
な
し
む
、
師
云
、
つ
な
て
か
な
し
も
と
ひ
と
つ
也
、
兼
良
云
、
こ
れ
よ
り
は
哥
の
す
か
た
に
ふ
れ
、
折
に
し
た
か
ひ
て
お
ほ
く
さ
ま
〳
〵
に
な
る
を
云
私（ママ
）に
は
あ
ら
す
、
秋
の
盛
を
な
す
也
、
浦
本
ノ
マ
ヽ之
舟
ー
東
野
州
云
、
此
段
か
く
て
そ
と
は
す
さ
の
を
の
尊
よ
り
三
十
一
字
の
哥
起
る
義
也
、
こ
ゝ
ろ
詞
お
ほ
く
さ
ま
〳
〵
に
な
り
に
け
る
と
は
、
古
は
た
ゝ
其
事
に
あ
た
り
て
心
を
述
る
也
、
そ
れ
よ
り
次
第
に
こ
ゝ
ろ
も
万
端
に
な
り
て
花
鳥
露
霞
を
あ
は
れ
ひ
か
な
し
ひ
、
心
を
發
す
る
也
、
是
皆
世
の
く
た
れ
る
さ
ま
也
、
他
流
に
此
段
を
哥
學
の
さ
か
へ
と
い
へ
り
、
尤
哥
の
道
さ
か
え
来
ぬ
れ
と
其
か
さ
り
の
み
冨
て
、
其
實
の
貧
し
き
也
、
宗
祇
云
、
哥
道
万
端
さ
ま
〳
〵
に
な
る
、
又
は
地
開
にし欤
よ
り
を
云
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
四
一
云
と
云
々
、
露
を
か
な
し
ふ
、
霞
を
興
し
た
る
也
、
露
の
物
あ
は
れ
な
る
を
い
ふ
な
り
、
私
云
、
此
段
こ
と
に
師
傳
あ
り
、
貫
之
か
こ
ゝ
ろ
も
は
や
哥
の
道
お
と
ろ
へ
て
風
流
曲
折
い
て
来
る
と
み
え
た
り
、
前
に
し
る
す
こ
と
く
、
二
条
家
に
曲
折
を
嫌
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
お
も
ひ
合
す
へ
し
、
伊
勢
物
語
に
哥
は
よ
ま
れ
ね
と
、
も
の
ゝ
理
り
を
お
も
ひ
し
り
た
り
け
り
と
か
け
る
、
そ
の
と
き
代
哥
を
よ
ま
ぬ
も
の
は
道
し
ら
ぬ
⼈
の
や
う
に
あ
り
け
る
と
み
え
侍
る
、
日
の
本
の
風
俗
爰
に
し
ら
れ
侍
る
か
、
は
や
こ
の
と
き
哥
と
い
ふ
外
の
こ
と
に
成
た
る
と
み
え
た
り
、
上
代
の
時
と
は
其
理
お
と
ろ
ひ
侍
り
ぬ
、
か
く
の
こ
と
く
年
〳
〵
虚
に
成
て
今
は
哥
を
つ
く
る
も
の
ゝ
や
う
に
と
作
り
や
う
を
の
み
も
て
あ
そ
ひ
ぬ
、
此
古
今
集
の
と
き
如
此
道
の
風
流
に
な
り
も
て
き
て
道
の
お
と
ろ
へ
る
と
い
ひ
し
此
集
を
さ
へ
今
は
か
た
き
集
と
て
古
風
な
と
い
へ
る
、
つ
ら
ゆ
き
か
お
と
ろ
へ
を
な
け
く
も
む
へ
な
り
、
万
葉
集
を
み
る
と
き
は
古
今
集
花
か
ち
に
と
云
々
、
露
を
か
な
し
ふ
、
霞
を
興
し
た
る
也
、
露
の
物
あ
は
れ
な
る
を
云
也
、
兼
好
云
、
哥
の
さ
ま
〳
〵
に
な
り
た
る
こ
と
を
云
也
、
霞
を
あ
は
れ
ひ
、
露
を
か
な
し
ふ
と
は
か
き
き
た
れ
と
も
、
あ
は
れ
み
か
な
し
む
と
よ
む
と
云
々
、
私
云
、
此
段
こ
と
に
師
傳
あ
り
、
貫
之
か
比
も
は
や
哥
道
お
と
ろ
へ
て
風
流
曲
折
い
て
き
た
る
と
み
え
た
り
、
前
に
し
る
す
こ
と
く
、
二
条
家
に
曲
折
嫌
ふ
と
い
ふ
こ
と
お
も
ひ
合
す
へ
し
、
伊
勢
物
語
に
哥
は
よ
ま
ね
と
、
も
の
ゝ
理
り
を
思
ひ
し
り
た
り
け
り
と
か
け
る
、
そ
の
時
代
哥
を
よ
ま
ぬ
も
の
は
道
し
ら
ぬ
⼈
の
や
う
に
あ
り
け
る
と
み
え
侍
る
、
日
本
の
風
俗
爰
に
し
ら
れ
侍
る
か
、
は
や
此
時
哥
と
い
ふ
外
の
こ
と
に
な
り
た
る
と
み
え
た
り
、
上
代
の
時
と
は
其
理
り
お
と
ろ
へ
侍
り
ぬ
、
か
く
の
こ
と
く
年
〳
〵
虚
に
な
り
て
今
は
哥
を
つ
く
る
も
の
の
や
う
に
と
作
り
や
う
を
の
み
も
て
あ
そ
ひ
ぬ
、
こ
の
古
今
集
の
時
如
此
道
の
風
流
に
な
り
も
て
き
て
道
の
お
と
ろ
へ
る
と
い
ひ
し
此
集
を
さ
へ
今
は
か
た
き
集
と
て
古
風
な
と
い
へ
る
、
貫
之
か
お
と
ろ
へ
を
な
け
く
も
む
へ
な
り
、
万
葉
集
を
見
る
時
は
古
今
集
は
花
う
（
マ
マ
）ち
に
見
え
侍
る
、
此
さ
か
ひ
六
四
二
み
え
侍
る
、
此
ま
よ
ひ
を
よ
く
〳
〵
思
慮
分
別
す
へ
し
、
哥
学
と
は
こ
ゝ
に
有
事
な
り
、
と
を
き
と
こ
ろ
も
い
て
た
つ
あ
し
も
と
よ
り
は
し
ま
り
て
、
年
月
を
わ
た
り
、
た
か
き
山
も
ふ
も
と
の
ち
り
ひ
ち
よ
り
な
り
て
、
あ
ま
雲
た
な
ひ
く
ま
て
お
ひ
の
ほ
れ
る
こ
と
く
に
こ
の
哥
も
か
く
の
こ
と
く
な
る
へ
し
、
譬
猶
拂
雲
之
樹
、
生
自
寸
苗
之
煙
、
浸
天
之
波
、
起
於
一
滴
之
露
、
チ
リ
ヒ
チ　
二
条
家　
チ
リ
ン
ヂ　
冷
泉
家　
チ
リ
ヰ
ヂ　
六
条
家　
チ
リ
ヒ
ヂ
也
、
タ
ナ
ビ
ク　
雲
霞
ナ
ド
ノ
ム
ラ
〳
〵
ス
ル
心
也
、
和
訓　
タ
ナ
ハ
　
空
也
、
空
に
ひ
く
な
り
、
引
は
な
ひ
く
の
畧
也
、
兼
良
云　
白
樂
天
座
右
銘
に
、
千
里
始
自
足
下
、
高
山
起
於
微
塵
と
い
へ
る
、
其
心
を
と
り
て
詞
を
か
さ
り
て
か
き
な
せ
り
、
私
曰
、
⼈
の
心
を
種
と
し
て
と
い
へ
る
よ
り
こ
れ
ま
て
哥
さ
ま
を
よ
く
〳
〵
思
慮
分
別
す
へ
し
、
哥
学
と
は
こ
ゝ
に
有
事
な
り
、
譬
猶コトシ拂
下
レ
雲
之
樹
、
生
二
自
寸
苗
之
煙
ハ
シ
メ
ヨ
リ一 
、
浸
ヒ
タ
ス
イ
ニ
浮
レ
天
之
波
、
起ルカ中
於
一
滴
之ノ
露ヨリ上
、
と
を
き
所
も
い
て
た
つ
あ
し
も
と
よ
り
は
し
ま
り
て
、
年
月
を
わ
た
り
、
た
か
き
山
も
ふ
も
と
の
ち
り
ひ
ち
よ
り
な
り
て
、
あ
ま
く
も
た
な
ひ
く
ま
て
お
ひ
の
ほ
れ
る
こ
と
く
に
此
哥
も
か
く
の
こ
と
く
成
へ
し
、
チ
リ
ヒ
チ　
二
条
家　
ち
り
ん
ぢ
　
　
　
　
　
冷
泉
家　
ち
り
ゐ
ぢ
　
　
　
　
　
六
条
家　
ち
り
ひ
ぢ
た
な
ひ
く　
雲
霞
な
と
の
む
ら
〳
〵
す
る
心
也
、
和
訓
、
た
な
は
空
也
、
そ
ら
に
ひ
く
也
、
ひ
く
は
な
ひ
く
の
畧
也
、
兼
良
云　
白
樂
天
座
右
銘
に
、
千
里
始
自
足
下
、
高
山
起
於
微
塵
と
い
へ
る
、
其
心
を
取
て
詞
を
を
か
さ
り
て
か
き
な
せ
り
、
私
云
、
⼈
の
心
を
種
と
い
へ
る
よ
り
こ
れ
ま
て
哥
の
さ
ま
〳
〵
に
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
四
三
〳
〵
に
も
て
あ
そ
ふ
事
を
い
へ
り
、
さ
か
む
に
つ
け
て
は
其
實
を
失
、
花
色
を
も
て
つ
け
か
さ
る
事
を
い
へ
る
な
ら
ん
、
難
波
津
の
う
た
は
み
か
と
の
お
ほ
ん
は
し
め
な
り
、
至
如
難
波
津
之
什
獻
天
皇
、
冨
緒
川
之
篇
報
太
子
、
此
段
日
本
紀
に
有
、
事
實
畧
之
、
細
注　
お
ほ
さ
ゝ
き
の
み
か
と
、
な
に
は
つ
ま
て
み
こ
と
聞
え
け
る
と
き
、
東
宮
を
た
か
ひ
に
ゆ
つ
り
て
く
ら
ゐ
に
つ
き
た
ま
は
て
三
年
に
な
り
に
け
れ
は
、
王
仁
と
い
ふ
⼈
い
ふ
か
り
お
も
ひ
て
讀
奉
り
け
る
哥
な
り
、
こ
の
哥
は
梅
の
は
な
を
い
ふ
な
る
へ
し
、
東
野
州
云
、
仁
徳
天
皇
の
御
位
に
つ
か
せ
給
ふ
初
と
い
ふ
事
な
り
、
い
ふ
か
り
お
も
ひ
て
か
、
心
も
と
な
く
お
も
ひ
て
な
り
、
兼（マ
マ
）良
云
、
い
ふ
か
り
、
鬱
字
欤
、
但
い
き
と
を
り
と
は
よ
め
り
、
お
ほ
し
〳（マ
マ
）〵
な
と
ゝ
も
よ
め
り
、
ま
さ
し
く
い
ふ
か
り
と
い
ふ
よ
み
、
み
お
よ
は
ね
と
も
も
し
此
字
欤
と
推
量
は
か
り
な
り
、
私
曰
、
万
葉
集
に
鬱
の
字
い
ふ
か
し
く
と
よ
め
り
、
兼
好
の
推
量
も
て
あ
そ
ふ
こ
と
を
い
へ
り
、
さ
か
ん
に
つ
け
て
は
其
實
を
失
、
花
色
を
も
て
つ
け
か
さ
る
こ
と
を
い
へ
る
と
な
ん
、
至テ
ハレ
如
下
難
波
津
之
什
獻
二
天
皇
一
、
富
緒
川
篇
報ル
カ中
太
子
上
、
難
波
津
の
哥
は
み
か
と
の
お
ほ
ん
は
し
め
な
り
、
細
注此
段
日
本
紀
に
有
、
事
實
畧
之
、
お
ほ
さ
ゝ
き
の
み
か
と
、
な
に
は
つ
ま
て
み
こ
と
き
こ
え
け
る
時
、
東
宮
を
た
か
ひ
に
ゆ
つ
り
て
く
ら
ゐ
に
つ
き
給
は
て
三
年
に
な
り
に
け
れ
は
、
王
仁
と
い
ふ
⼈
い
ふ
か
り
お
も
ひ
て
讀
奉
り
け
る
哥
也
、
こ
の
花
は
梅
の
花
を
い
ふ
な
る
へ
し
、
東
野
州
云
、
仁
徳
天
皇
の
御
位
に
つ
か
せ
た
ま
ふ
初
と
い
ふ
事
也
、
い
ふ
か
り
お
も
ひ
て
は
、
心
元
な
く
思
ひ
て
な
り
、
兼
好
云
、
い
ふ
か
り
、
鬱
字
欤
、
但
い
き
と
を
り
と
は
よ
め
り
、
お
ほ
か
し
〳（マ
マ
）〵
な
と
も
よ
め
り
、
ま
さ
し
く
い
ふ
か
り
と
い
ふ
よ
み
、
見
お
よ
は
ね
と
も
若
此
字
欤
と
推
量
は
か
り
也
、
私
云
、
万
葉
集
に
鬱
の
字
い
ふ
か
し
〳
〵
と
よ
め
り
、
兼
好
の
推
六
四
四
符
号
せ
り
、
ま
た
不
審
と
も
書
り
、
こ
の
は
な
は
梅
の
は
な
を
い
ふ
な
る
へ
し
、
兼
良
云
、
こ
の
は
な
は
木
の
は
な
な
り
、
万
木
の
は
な
を
い
ふ
、
梅
に
か
き
る
へ
か
ら
す
、
さ
れ
と
も
こ
の
う
た
の
木
の
は
な
は
梅
と
心
得
さ
せ
ん
た
め
、
古
注
に
し
る
せ
り
、
当
時
木
の
花
を
梅
の
一
名
の
や
う
に
心
得
た
る
は
あ
や
ま
り
な
る
へ
し
、
東
野
州
云
、
こ
の
は
な
は
此
花
な
り
、
木
の
は
な
と
い
ふ
は
異
説
、
明
疑
抄
に
も
此
説
な
り
、
一
説
、
兄
の
花
と
書
、
是
は
大
き
な
る
異
説
な
る
へ
し
、
宗
祇
云
、
漢
土
の
王
仁
は
我
朝
の
文
道
の
師
な
り
、
此
⼈
此
哥
を
よ
む
事
、
殊
此
道
の
本
意
な
り
、
此
国
に
生
れ
と
生
れ
、
来
り
と
来
る
者
は
此
哥
を
よ
む
と
い
へ
り
、
是
則
此
国
の
風
に
な
ひ
き
し
た
か
ふ
義
な
り
、
片
岡
山
の
こ
と
も
此
た
く
ひ
也
、
あ
さ
か
山
の
こ
と
の
は
ゝ
う
ね
め
の
た
は
ふ
れ
よ
り
よ
み
て
、
細
注
量
符
号
せ
り
、
又
不
審
と
も
書
り
、
こ
の
花
は
梅
の
花
を
い
ふ
な
る
へ
し
、
兼
良
云
、
こ
の
花
は
木
の（マ
マ
）也
、
万
木
の
花
を
い
ふ
、
梅
に
か
き
る
へ
か
ら
す
、
さ
れ
と
も
此
哥
の
木
の
花
は
梅
と
心
得
さ
せ
ん
た
め
、
古
注
に
し
る
せ
り
、
当
時
こ
の
花
を
梅
の
一
名
の
や
う
に
心
得
た
る
は
あ
や
ま
り
成
へ
し
、
東
野
州
云
、
こ
の
花
は
此
花
也
、
木
の
花
と
い
ふ
は
異
説
、
明
疑
抄
に
も
此
説
あ
り
、
一
説
、
兄
の
花
と
か
く
、
是
は
大
き
な
る
異
説
な
る
へ
し
、
宗
祇
云
、
漢
土
の
王
仁
は
我
朝
の
文
道
の
師
也
、
此
⼈
此
哥
を
よ
む
事
、
殊
此
道
の
本
意
也
、
此
國
に
生
と
生
れ
、
来
り
来
る
者
は
此
哥
を
よ
む
と
い
へ
り
、
是
則
此
国
の
風
に
な
ひ
き
し
た
か
ふ
義
也
、
片
岡
山
の
こ
と
は
も
此
た
く
ひ
也
、
あ
さ
か
山
の
こ
と
の
は
ゝ
う
ね
め
の
た
は
ふ
れ
よ
り
よ
み
て
、
細
注
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
四
五
か
つ
ら
き
の
お
ほ
き
み
を
み
ち
の
お
く
へ
つ
か
は
し
た
り
け
る
と
き
に
國
の
つ
か
さ
こ
と
お
ろ
そ
か
な
り
と
て
ま
う
け
な
ん
と
し
た
り
け
れ
と
、
す
さ
ま
し
か
り
け
れ
は
、
う
ね
め
な
り
け
る
女
の
か
は
ら
け
と
り
て
よ
め
る
な
り
、
こ
れ
に
そ
お
ほ
き
み
の
こ
ゝ
ろ
と
け
に
け
る
、
あ
さ
か
山
、
私
曰
、
此
哥
万
葉
集
十
六
巻
に
有
、
あ
さ
か
山
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
き
心
に
わ
れ
お
も
は
な
く
に
、
右
哥
傳
云
、
葛
城
王
遣
陸
奥
国
之
時
、
國
祇
承
怠
異
甚
、
於
時
王
意
不
悦
怒
色
顯
面
、
雖
設
飲
饌
不
肯
宴
樂
、
於
是
有
前
采
女
、
風
流
娘
子
、
左
手
捧
觴
、
右
手
持
撃
之
王
膝
而
詠
其
謌
、
尒
乃
王
意
解
脱
樂
飲
終
日
、
此
水
と
あ
る
は
酒
の
事
也
、
師
傳
云
、
昔
は
四
道
の
使
と
て
東
西
南
北
の
国
へ
官
⼈
を
つ
か
は
し
、
其
国
の
政
道
を
み
せ
し
む
る
事
を
云
り
、
東
野
州
云
、
こ
の
小
注
に
て
心
は
明
也
、
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の
と
は
、
底そこ
さ
へ
み
ゆ
る
也
、
此
山
の
井
は
浅
き
や
う
な
れ
私
云
、
此
哥
万
葉
集
十
六
巻
に
有
、
あ
さ
か
山
か
け
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
き
心
を
吾
お
も
は
な
く
に
、
右
哥
傳
云
、
葛
城
王
遣
陸
奥
国
之
時
、
国
祇
承
怠
異
甚
、
於
時
王
意
不
悦
怒
色
顯
面
、
雖
設
飲
饌
不
旨
宴
樂
、
於
是
有
前
采
女
、
風
流
娘
子
、
左
手
捧
觴
、
右
手
持
水
撃
之
王
膝
而
詠
此
謌
、
尒
乃
王
意
解
脱
樂
飲
終
日
、
此
水
と
あ
る
は
酒
の
こ
と
也
、
か
つ
ら
き
の
お
ほ
き
み
を
み
ち
の
お
く
へ
つ
か
は
し
た
り
け
る
時
、
國
の
つ
か
さ
こ
と
お
ろ
そ
か
な
り
と
て
ま
う
け
な
と
し
た
り
け
れ
と
、
す
さ
ま
し
か
り
け
れ
は
、
う
ね
め
な
り
け
る
女
の
か
は
ら
け
と
り
て
よ
め
る
な
り
、
こ
れ
に
そ
お
ほ
き
み
の
こ
ゝ
ろ
と
け
に
け
る
、
師
傳
云
、
む
か
し
は
四
道
使
と
て
東
西
南
北
の
国
へ
官
⼈
を
つ
か
は
し
、
其
國
の
政
道
を
見
せ
し
む
、
此
事
を
い
へ
り
、
東
野
州
云
、
此
小
注
に
て
心
は
明
也
、
か
け
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
と
は
、
底
さ
へ
見
ゆ
る
也
、
此
山
の
井
は
浅
き
や
う
な
れ
と
、
六
四
六
と
、
底
ふ
か
き
な
り
、
田
舎
の
習
な
れ
は
お
ろ
か
に
は
み
ゆ
る
な
り
、
誠
に
浅
く
は
お
も
ひ
な
ら
す
と
云
心
な
り
、
是
和
の
道
と
な
る
大
意
也
、
私
曰
、
師
傳
に
は
此
哥
の
心
大
き
に
か
は
れ
り
、
序
哥
な
り
、
底
ま
て
み
ゆ
る
こ
と
く
、
浅
き
や
う
の
井
な
れ
と
、
山
の
井
は
深
き
物
な
り
、
其
こ
と
く
一
旦
の
政
道
を
み
て
底
に
い
か
や
う
の
こ
と
か
あ
る
か
み
と
ゝ
け
す
、
大
⼈
は
い
か
り
を
い
ろ
に
い
た
さ
ぬ
も
の
な
り
と
采
女
か
王
を
い
さ
め
た
る
な
り
、
傳
云
、
万
葉
集
の
哥
に
は
、
浅
き
心
を
我
お
も
は
な
く
に
、
と
侍
り
、
こ
の
心
は
東
野
州
の
注
と
相
同
し
、
雖
然
此
集
に
て
は
政
道
に
か
け
て
み
る
か
此
集
の
な
ら
い
な
り
、
浅
香
山　
陸
奥　
安
積
庄
の
丑
刁
、
あ
さ
か
の
沼
は
東
也
、
山
の
井
は
西
に
有
也
、
宗
祇
云
、
此
哥
嘉
禄
の
本
に
は
爰
に
書
入
た
り
、
其
心
は
難
波
津
の
哥
、
六
義
の
と
こ
ろ
に
み
え
た
り
、
哥
不
顕
故
書
入
た
る
な
底
ふ
か
き
也
、
田
舎
の
な
ら
ひ
な
れ
は
お
ろ
か
に
は
見
ゆ
る
な
り
、
誠
に
浅
く
は
思
ひ
奉
ら
す
と
云
心
也
、
是
和
の
道
と
な
る
大
意
也
、
傳
云
、
万
葉
集
の
哥
に
は
、
浅
き
心
を
我
お
も
は
な
く
に
、
と
侍
り
、
こ
の
心
は
東
野
州
の
注
と
相
同
し
、
雖
然
此
集
に
て
は
政
道
に
か
け
て
見
る
か
此
集
の
な
ら
ひ
な
り
、
私
云
、
師
傳
云
、
此
哥
の
心
大
き
に
か
は
れ
り
、
序
哥
也
、
底
ま
て
見
ゆ
る
こ
と
く
、
浅
き
や
う
の
井
な
れ
と
、
山
の
井
は
深
き
も
の
也
、
そ
の
こ
と
く
一
旦
の
政
道
を
見
て
底
に
い
か
や
う
の
こ
と
か
あ
る
か
見
と
ゝ
け
す
、
大
⼈
は
い
か
り
を
色
に
い
た
さ
ぬ
も
の
な
り
と
采
女
か
王
を
い
さ
め
た
る
也
、
浅
香
山　
陸
奥　
安
積
荘
の
丑
寅
、
あ
さ
か
の
沼
は
東
、
山
の
井
は
西
に
有
也
、
采
女　
兼
良
云
、
女
の
つ
か
さ
也
、
此
集
に
、
浅
香
山
か
け
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
⼈
を
思
ふ
も
の
か
は
、万
葉
集
に
は
浅
き
心
を
わ
か
お
も
は
な
く
に
、
宗
祇
云
、
此
哥
嘉
禄
の
本
に
は
爰
に
書
入
た
り
、
其
心
は
難
波
津
の
哥
、
六
義
の
所
に
見
え
た
り
、
哥
不
顕
故
書
入
た
る
也
、
二
条
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
四
七
り
、
二
条
家
の
心
は
此
ふ
た
哥
は
世
の
⼈
普
く
し
る
ゆ
へ
二
哥
と
も
不
顕
、
浅
香
山
の
哥
は
か
り
書
入
た
る
事
い
か
ゝ
と
也
、
難
波
津
の
哥
六
義
の
と
こ
ろ
に
出
た
る
を
爰
に
用
る
事
無
其
理
、
冷
泉
家
本
に
初
は
無
之
、
為
相
卿
書
加
と
云
々
、
兼
良
云
、
古
注
に
此
哥
を
の
せ
た
る
事
は
貞
應
の
定
家
卿
の
本
に
は
此
哥
を
の
せ
す
、
嘉
禄
の
自
筆
の
本
に
は
有
之
、
両
本
の
相
違
是
な
り
、
こ＼
の
ふ
た
う
た
は
哥
の
父
母
の
や
う
に
て
そ
手
な
ら
ふ
⼈
の
は
し
め
に
も
し
け
る
、
東
野
州
云
、
哥
の
父
母
と
い
は
ゝ
天
神
哥
を
い
ふ
へ
け
れ
と
、
此
二
首
徳
の
至
る
哥
な
れ
は
、
是
を
い
へ
る
也
、
ま
た
男
女
の
よ
む
と
こ
ろ
も
有
、
ま
た
子
細
に
い
は
ゝ
、
難
波
津
の
哥
は
王
仁
か
君
を
い
さ
む
る
は
天
下
の
大
道
也
、
父
の
教
に
と
れ
り
、
采
女
か
い
さ
む
る
一
國
の
義
也
、
母
の
教
に
と
れ
り
、
是
等
父
母
の
子
を
い
さ
む
る
に
あ
た
れ
り
、
手
習
ふ
始
と
は
、
む
か
し
は
い
ろ
は
の
こ
と
く
こ
の
う
た
を
な
ら
へ
り
と
源
氏
物
語
若
紫
の
巻
に
も
、
ま
た
家
の
心
は
此
二
哥
世
の
⼈
普
く
知
故
二
哥
と
も
不
顕
、
浅
香
山
の
哥
は
か
り
書
入
こ
と
い
か
ゝ
と
也
、
難
波
津
の
哥
六
義
の
所
に
出
た
る
を
爰
に
用
こ
と
無
其
理
、
冷
泉
家
本
に
初
は
無
之
、
為
相
卿
書
加
と
云
云
、
兼
良
云
、
古
注
に
此
哥
を
の
せ
た
る
事
は
貞
應
の
定
家
卿
の
本
に
は
此
哥
を
の
せ
す
、
嘉
禄
の
自
筆
の
本
に
は
有
之
、
両
本
の
相
違
是
な
り
、
こ
の
ふ
た
う
た
は
哥
の
ち
ゝ
は
ゝ
の
や
う
に
て
そ
手
な
ら
ふ
⼈
の
は
し
め
に
も
し
、
東
野
州
云
、
哥
の
父
母
と
い
は
ゞ
天
神
の
哥
を
い
ふ
へ
け
れ
と
、
此
二
首
徳
の
ゐ
た
る
哥
な
れ
は
、
是
を
い
へ
る
也
、
ま
た
男
女
の
よ
め
る
所
も
あ
り
、
又
子
細
に
い
は
ゝ
、
難
波
津
の
歌
は
王
仁
か
君
を
い
さ
む
る
は
天
下
の
大
道
也
、
父
の
教
に
と
れ
り
、
采
女
か
い
さ
む
る
一
國
の
義
也
、
母
の
教
に
と
れ
り
、
是
ら
父
母
の
子
を
い
さ
む
る
、
手
な
ら
ふ
始
と
は
、
む
か
し
は
い
ろ
は
の
こ
と
く
此
哥
を
な
ら
へ
り
と
源
氏
物
語
若
紫
の
巻
に
も
、
ま
た
難
波
津
を
さ
六
四
八
難
波
津
を
さ
へ
な
ら
は
す
と
あ
り
、
こ
ゝ
ま
て
⼈
の
心
を
種
と
す
る
よ
り
哥
道
は
王
道
の
た
す
け
と
も
な
り
て
、
哥
道
の
徳
の
高
き
事
を
い
へ
り
、
兼
良
云
、
難
波
津
、
浅
香
の
詞
に
哥
徳
有
事
、
た
と
へ
は
父
母
の
こ
と
し
、
是
に
よ
り
て
む
か
し
い
と
（
マ
マ
）き
子
の
手
本
に
は
此
二
首
を
か
け
る
と
い
へ
り
、
私
曰
、
此
注
師
傳
と
同
し
、
當
流
な
り
、
抑
哥
の
さ
ま
む
つ
な
り
、
か
ら
の
哥
に
も
か
く
そ
有
へ
き
、
倭
歌
有
六
義
、
一
曰
風
、
二
曰
賦
、
三
曰
比
、
四
曰
興
、
五
曰
雅
、
六
曰
頌
、
賦 
比 
興
風雅頌
　
六
義
三
経
三
緯
之
圖
　
　
　
　
　
　
風
雅
頌
は
躰
也
、
趣
向
也
、
賦
比
興
用
也
、
詞
也
へ
な
ら
は
す
と
あ
り
、
こ
ゝ
ま
て
⼈
の
心
を
種
と
す
る
よ
り
哥
道
は
王
道
の
た
す
け
と
も
な
り
て
、
哥
道
の
徳
の
高
き
事
を
い
へ
り
、
兼
良
云
、
難
波
津
、
浅
香
の
詞
に
哥
徳
有
事
、
た
と
へ
は
父
母
の
こ
と
し
、
是
に
よ
り
て
む
か
し
い
と
き
な
き
子
の
手
本
に
は
此
二
首
を
か
け
る
と
い
へ
り
、
私
曰
、
此
注
師
傳
と
同
し
、
當
流
也
、
倭
歌
有
六
義
、
一
曰
風
、
二
曰
賦
、
三
曰
比
、
四
曰
興
、
五
曰
雅
、
六
曰
頌
、
そ
も
〳
〵
哥
の
さ
ま
む
つ
な
り
、か
ら
の
歌
に
も
か
く
そ
あ
る
へ
き
、
賦 
比 
興
風雅頌
　
六
義
三
経
三
緯
之
圖
　
　
　
　
　
　
風
雅
頌
ハ躰
也
、
趣
向
也
、
賦
比
興
用
也
、
詞
也
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
四
九
兼
良
云
、
か
ら
の
う
た
は
詩
を
い
へ
り
、
毛
詩
序
曰
、
詩
有
六
義
、
此
六
義
之
中
風
雅
頌
を
は
経
と
名
付
、
賦
比
興
を
は
緯
と
い
ふ
、
風
雅
頌
は
部
分
の
名
、
三
百
篇
の
詩
の
部
分
也
、
賦
比
興
は
制
作
の
躰
、
詩
の
作
り
や
う
な
り
、
同
云
、
六
義
の
次
第
に
風
賦
比
興
雅
頌
と
つ
ゐ
て
、
重
は
風
の
中
に
も
賦
比
を
具
せ
る
こ
と
く
、
下
の
雅
に
も
頌
に
も
各
〳
〵
賦
比
興
を
具
せ
る
よ
し
を
あ
ら
は
せ
り
、
是
に
よ
り
て
風
雅
頌
を
た
て
に
た
と
へ
、
賦
比
興
を
ぬ
き
に
た
と
ふ
る
也
、
周
詩
の
六
義
は
か
く
の
こ
と
し
、
其
後
文
選
と
い
ふ
書
の
六
義
是
に
か
は
れ
り
、
賦
を
文
章
の
な
と
し
て
、
二
京
賦
、
三
都
賦
、
風
賦
、
月
賦
な
と
い
へ
り
、
そ
の
こ
と
は
の
う
ち
も
賦
も
比
も
興
も
有
へ
き
な
り
、
和
哥
の
六
義
又
是
に
こ
と
な
り
、
名
は
か
ら
の
哥
を
か
る
と
い
へ
と
も
、
其
義
各
別
せ
り
、
六
義
と
も
に
制
作
の
躰
に
と
れ
る
也
、
古
今
集
の
難
義
是
に
過
へ
か
ら
す
、
東
野
州
、
か
ら
の
哥
に
も
か
く
そ
有
へ
き
と
は
、
詩
経
の
六
義
の
こ
と
な
り
、
詩
を
か
り
て
い
ふ
に
は
あ
ら
す
、
元
来
日
本
に
も
六
義
有
よ
し
の
文
㔟
也
、
兼
良
云
、
か
ら
の
哥
は
詩
を
い
へ
り
、
毛
詩
序
曰
、
詩
有
六
義
、
一
曰
風
、
二
曰
賦
、
三
曰
比
、
四
曰
興
、
五
曰
雅
、
六
曰
頌
、
此
六
義
に
中
に
風
雅
頌
を
は
經
と
名
付
、
賦
比
興
を
は
律緯欤
と
い
ふ
、
風
雅
頌
は
部
分
也
、
賦
比
興
は
製
作
の
躰
、
詩
の
作
り
や
う
也
、
同
云
、
六
義
の
次
第
に
風
賦
比（マ
マ
）雅
頌
と
つ
ゐ
て
、
重
る
は
風
の
中
に
賦
比
を
具
せ
る
こ
と
く
、
下
の
雅
に
も
頌
に
も
お
の
〳
〵
賦
比
興
を
具
せ
る
よ
し
を
あ
ら
は
せ
り
、
是
に
よ
り
て
風
雅
頌
を
た
て
に
た
と
へ
、
賦
比
興
を
ぬ
き
に
た
と
ふ
る
也
、
周
詩
の
六
義
は
か
く
の
こ
と
し
、
其
後
文
選
と
い
ふ
書
の
六
義
是
に
か
は
れ
り
、
賦
を
文
帝章欤
の
名
と
し
て
、
二
京
賦
、
三
都
賦
、
風
賦
、
月
賦
な
と
い
へ
り
、
そ
の
言
葉
の
中
に
賦
も
比
も
興
も
有
へ
き
也
、
和
哥
の
六
義
又
こ
れ
に
こ
と
な
り
、
名
は
あ（マ
マ
）ら
の
哥
を
か
る
と
い
へ
と
も
、
其
義
各
別
せ
り
、
六
義
共
に
制
作
の
躰
に
と
れ
る
也
、
古
今
集
の
難
儀
是
に
過
へ
か
ら
す
、
東
野
州
、
か
ら
の
哥
に
も
か
く
そ
あ
る
へ
き
と
は
、
毛
詩
の
六
義
の
こ
と
也
、
詩
を
か
り
て
い
ふ
に
は
あ
ら
す
、
元
来
日
本
に
も
六
義
有
よ
し
の
文
㔟
也
、
六
五
〇
六
義
風東
野
州
云
、
そ
へ
う
た
の
こ
と
な
り
、
日
本
紀
に
諷
哥
と
読
り
、
風
の
字
を
そ
へ
哥
と
よ
ま
せ
る
は
、
風
は
形
も
な
く
い
ろ
も
な
き
物
な
れ
と
、
其
物
に
し
た
か
ひ
て
形
色
を
見
す
る
物
な
り
、
そ
の
こ
と
く
そ
へ
哥
は
も
の
を
か
り
て
い
ふ
な
り
、
詩
の
序
に
、
上
以
風
化
下
、
下
以
風
刺
上
と
云
り
、
た
と
へ
は
國
を
た
も
た
ん
⼈
、
た
ゝ
こ
と
わ
り
の
ま
ゝ
に
て
は
⼈
民
の
心
な
ひ
き
か
た
き
を
調
法
し
て
や
は
ら
く
れ
は
、
⼈
民
な
ひ
く
習
な
り
、
又
下
以
風
刺
上
と
は
、
下
よ
り
上
を
い
さ
む
る
（
※
脱
文
欤
）
也
、
王
仁
か
い
さ
め
是
な
り
、
兼
良
曰
、
風
と
い
ふ
は
民
庶
の
作
民
の
口
す
さ
み
よ
り
出
来
て
、
す
へ
て
十
五
國
の
風
有
、
其
中
に
周
南
、
詔（マ
マ
）南
の
詩
を
は
正
風
と
云
、
其
外
は
變
（
マ
マ
）風
と
云
へ
り
、
詩
経
の
心
な
り
兼
良
云
、
そ
へ
哥
は
風
な
り
、
詩
正
義
曰
、
風
の
諷
は
諷
な
り
、
諷
を
は
そ
ふ
と
よ
む
、
日
本
紀
曰
、
諷
哥
そ
ふ
と
い
ふ
は
た
と
へ
な
り
、
た
と
へ
は
か
り
に
て
、
そ
の
心
を
あ
ら
は
さ
ぬ
を
は
哥
と
い
ふ
も
日
本
紀
よ
り
お
こ
れ
る
か
、
そ
の
こ
と
を
よ
め
り
と
い
は
六
義
風東
野
州
云
、
そ
へ
哥
の
こ
と
也
、
日
本
紀
に
諷
哥
と
よ
め
り
、
風
の
字
を
そ
へ
哥
と
よ
ま
せ
る
は
、
風
は
形
も
な
く
色
も
な
き
も
の
な
れ
と
、
其
物
に
し
た
か
ひ
て
形
色
を
見
せ
る
も
の
也
、
そ
の
こ
と
く
そ
へ
哥
は
も
の
を
か
り
て
い
ふ
也
、
詩
の
序
に
、
上
以
風
化
下
、
下
以
風
刺
上
と
云
り
、
た
と
へ
は
國
を
た
も
た
ん
⼈
、
た
ゝ
こ
と
は
り
の
ま
ゝ
に
て
は
⼈
民
の
心
な
ひ
き
か
た
き
を
調
法
し
て
や
は
ら
く
れ
は
、
⼈
民
な
ひ
く
習
也
、
又
下
以
風
刺
上
と
は
、
下
よ
り
上
を
い
さ
む
る
は
、
お
そ
れ
あ
る
な
ひ
ら
な
れ
は
、
物
に
な
そ
ら
へ
て
い
さ
む
る
也
、
王
仁
か
い
さ
め
是
也
、
兼詩経
の
心
な
り
良
云
、
風
と
い
ふ
は
民
庶
の
作
民
の
口
す
さ
み
よ
り
い
て
き
て
、
す
へ
て
十
五
國
の
風
あ
り
、
其
中
に
周
南
、
詔（マ
マ
）南
の
詩
を
は
正
風
と
い
ひ
、
そ
の
ほ
か
は
變
（
マ
マ
）風
と
い
へ
り
、
兼
良
云
、
そ
へ
歌
は
風
な
り
、
詩
正
義
曰
、
風
の
諷
は
諷
也
、
諷
を
は
そ
ふ
と
よ
む
、
日
本
紀
曰
、
諷
哥
そ
ふ
と
い
ふ
は
た
と
へ
な
り
、
た
と
へ
は
か
り
に
て
、
そ
の
心
を
あ
ら
は
さ
ぬ
を
は
う
た
と
い
ふ
も
日
本
紀
よ
り
お
こ
れ
る
か
、
そ
の
こ
と
を
よ
め
り
と
い
は
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
五
一
さ
ら
ん
に
、
哥
の
お
も
て
は
か
り
に
て
は
そ
の
心
を
し
る
へ
か
ら
す
、
是
に
よ
り
て
今
六
義
の
中
に
そ
へ
哥
に
は
お
ほ
さ
ゝ
き
の
御
門
を
そ
へ
奉
れ
る
哥
と
か
け
る
は
こ
の
心
な
り
、
難
波
津
に
さ
く
や
こ
の
花
の
哥
は
み
か
と
を
そ
へ
奉
つ
る
と
い
は
す
は
た
ゝ
こ
の
花
の
哥
な
り
、
み
か
と
の
御
こ
と
ゝ
は
し
る
へ
か
ら
す
、
此
集
の
春
の
部
に
、
志
賀
の
山
越
に
女
の
お
ほ
く
あ
へ
り
け
る
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る 
貫
之
あ＼
つ
さ
弓
春
の
山
へ
を
越
く
れ
は
道
も
さ
り
あ
へ
す
花
そ
散
け
る
 
躬
恒
と＼
ゝ
む
へ
き
も
の
と
は
な
し
に
は
か
な
く
も
散
花
こ
と
に
た
く
ふ
こ
ゝ
ろ
か
此
両
首
、
面
は
花
の
哥
な
れ
と
、
爰
に
は
女
の
事
を
よ
め
る
な
り
、
か
や
う
の
哥
は
み
な
そ
へ
哥
也
、
私
曰
、
師
傳
云
、
六
義
は
哥
の
根
也
、
基
俊
卿
云
、
⼈
に
六
根
有
、
哥
に
六
義
有
と
、
又
曰
、
和
哥
の
風
躰
も
六
義
よ
り
出
た
り
、
六
義
を
し
ら
す
し
て
は
其
わ
か
ち
有
ま
し
、
た
と
へ
は
盲
⼈
さ
ら
ん
に
、
哥
の
お
も
て
は
か
り
に
て
は
そ
の
心
を
し
る
へ
か
ら
す
、
是
に
よ
り
て
今
六
義
の
中
に
そ
へ
哥
に
は
お
ほ
さ
ゝ
き
の
御
か
と
を
そ
へ
奉
れ
る
哥
と
か
け
る
は
こ
の
心
也
、
難
波
津
に
さ
く
や
こ
の
花
の
哥
は
み
か
と
を
そ
へ
た
て
ま
つ
る
と
い
は
す
は
た
ゝ
こ
の
花
の
哥
也
、
み
か
と
の
御
こ
と
ゝ
は
し
る
へ
か
ら
す
、
此
集
の
春
の
部
に
、
志
賀
の
山
こ
え
に
女
の
お
ほ
く
あ
へ
り
け
る
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る 
貫
之
あ
つ
さ
弓
春
の
山
へ
を
越
く
れ
は
道
も
さ
り
あ
へ
す
花
そ
散
け
る
 
み
つ
ね
と
ゝ
む
へ
き
物
と
は
な
し
に
は
か
な
く
も
散
花
こ
と
に
た
く
ふ
心
か
此
両
首
、
面
は
花
の
う
た
な
れ
と
、
爰
に
は
女
の
事
を
よ
め
る
也
、
か
や
う
の
哥
は
み
な
そ
へ
哥
也
、
私
云
、
師
傳
云
、
六
義
は
哥
の
根
也
、
基
俊
卿
云
、
⼈
に
六
根
あ
り
、
哥
に
六
義
あ
り
と
、
又
曰
、
和
哥
の
風
躰
も
六
義
よ
り
出
た
り
、
六
義
を
し
ら
す
し
て
は
其
わ
か
ち
有
ま
し
、
た
と
へ
は
盲
⼈
六
五
二
の
餐
膳
に
む
か
ふ
か
こ
と
し
、
く
ら
ふ
所
の
わ
か
ち
味
ふ
へ
き
に
あ
ら
す
、
元
来
六
義
は
天
地
の
間
に
そ
な
は
り
た
り
、
さ
る
に
よ
り
て
神
代
に
も
そ
へ
哥
有
、
あ
け
哥
、
頌
あ
り
、
然
と
も
六
義
の
次
第
し
た
る
こ
と
は
漢
よ
り
来
れ
り
、
萬
葉
集
古
風
の
哥
に
六
義
に
も
れ
た
る
は
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
、
日
本
に
て
は
貫
之
以
前
沙
汰
な
し
、
か
ら
の
哥
に
も
か
く
そ
有
へ
き
と
書
る
は
文
の
餘
情
な
り
、
然
共
六
義
の
わ
か
ち
日
本
に
て
詩
⼈
、
文
⼈
、
く
わ
し
く
わ
か
ち
か
た
し
、
漢
な
と
の
こ
と
く
を
つ
た
ふ
る
に
よ
り
て
意
味
通
か
た
し
、
哥
⼈
は
、
哥
を
よ
ま
ぬ
⼈
も
和
訓
に
な
れ
た
れ
は
、
哥
に
お
ゐ
て
さ
と
し
や
す
し
、
今
六
義
を
近
く
教
る
な
り
、
○
風
と
は
も
の
こ
と
の
そ
し
り
、
ほ
む
る
、
又
は
そ
の
こ
と
く
い
は
ま
く
お
も
へ
と
も
、
あ
か
ら
さ
ま
に
云
か
た
き
に
よ
り
て
た
ゝ
花
月
を
い
ひ
て
そ
れ
と
た
と
へ
て
い
ふ
な
り
、
た
と
へ
は
白
居
易
か
玄
宗
皇
帝
の
事
を
い
は
ん
と
て
は
ゝ
か
り
て
漢
皇
重
色
と
い
へ
る
な
と
な
り
、
さ
る
に
よ
つ
て
風
は
興
よ
り
ふ
か
く
隠
た
る
と
古
⼈
も
お
し
へ
た
り
、
前
書
な
く
し
て
は
き
こ
え
さ
る
哥
か
風
な
り
、
哥
の
み
に
あ
ら
す
、
俗
談
の
千
万
無
量
も
六
義
を
出
さ
る
な
り
、
お
く
に
く（
マ
マ
）
わ
し
書
之
、
の
饗
膳
に
む
か
ふ
か
こ
と
し
、
く
ら
ふ
所
の
わ
か
ち
味
ふ
へ
き
に
あ
ら
す
、
元
来
六
義
は
天
地
の
間
に
そ
な
は
り
た
り
、
さ
る
に
よ
り
て
神
代
に
も
そ
へ
哥
あ
り
、
あ
け
哥
頌
（
※
脱
文
欤
）
来
れ
り
、
万
葉
集
古
風
の
哥
に
六
義
に
も
れ
た
る
は
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
、
日
本
に
て
は
貫
之
以
前
さ
た
な
し
、
か
ら
の
哥
に
も
か
く
そ
有
へ
き
と
書
る
は
文
の
餘
情
な
り
、
し
か
れ
と
も
六
義
の
わ
か
ち
日
本
に
て
詩
⼈
、
文
⼈
、
く
は
し
く
わ
か
ち
か
た
し
、
漢
土
の
こ
と
く
を
つ
た
ふ
る
に
よ
り
て
意
味
通
か
た
し
、
哥和欤
⼈
は
、
哥
を
よ
ま
ぬ
⼈
も
和
訓
に
な
れ
た
れ
は
、
哥
に
お
ゐ
て
さ
と
し
や
す
し
、
今
六
義
を
近
く
教
る
也
、
風
と
は
も
の
こ
と
の
そ
し
り
、
ほ
む
る
、
又
は
そ
の
こ
と
く
い
は
ま
く
お
も
へ
と
も
、
あ
か
ら
さ
ま
に
い
ひ
か
た
き
に
よ
り
て
た
ゝ
花
月
を
い
ひ
て
そ
れ
と
た
と
へ
て
い
へ
る
也
、
た
と
へ
は
、
白
居
易
か
玄
宗
皇
帝
の
こ
と
を
い
は
ん
と
て
、
は
ゝ
か
り
て
漢
皇
重
色
と
い
へ
る
な
と
也
、
さ
る
に
よ
り
て
風
は
興
よ
り
ふ
か
く
隠
れ
た
る
と
故
⼈
も
お
し
へ
た
り
、
前
書
な
く
し
て
は
き
こ
え
さ
る
哥
か
風
也
、
哥
の
み
に
あ
ら
す
、
俗
談
の
千
万
無
量
も
六
義
を
出
さ
る
也
、
お
く
に
く
は
し
く
書
之
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
五
三
賦兼
良
云
、
賦
の
体
は
直
叙
其
事
と
云
て
、
お
も
ふ
事
を
す
く
に
と
き
て
比
興
を
か
ら
す
と
い
ふ
な
り
、
兼
好
云
、
か
そ
へ
哥
は
賦
な
り
、
賦
字
の
注
は
量
（
マ
マ
）の
注
は
稱
な
り
、
か
そ
ふ
る
は
は
か
ら
ふ
な
り
、
世
間
の
児
女
子
の
詞
に
身
の
ほ
と
を
か
ひ
そ
へ
て
と
い
ふ
は
身
の
ほ
と
を
は
か
ら
ひ
た
る
義
な
り
、
故
に
か
そ
へ
歌
は
か
は
ら
ひ
た
る
歌
也
、
今
の
哥
は
花
を
見
は
、
た
ゝ
花
に
心
を
そ
め
た
る
は
か
り
に
て
そ
有
へ
き
を
、
身
に
い
た
つ
き
の
い
る
も
し
ら
ぬ
事
せ
ん
な
し
、
此
集
春
の
哥
、
素
性
法
師
花＼
の
木
も
今
そ
ほ
り
う
へ
し
春
た
て
は
移
ふ
色
に
⼈
な
ら
ひ
け
り
か
や
う
の
す
か
た
は
皆
か
そ
へ
哥
也
、
浄
辨
云
、
賦
は
お
も
ふ
こ
と
を
も
る
ゝ
所
な
し
、
か
そ
へ
く
は
り
て
い
ふ
也
、
文
選
の
賦
の
躰
に
て
心
得
へ
し
、
慶
雲
（
マ
マ
）云
、
か
そ
へ
哥
は
お
も
ふ
事
を
は
か
ら
ひ
か
そ
へ
て
い
ふ
な
り
、
玉
篇
云
、
賦
は
量
稱
也
、
は
か
ら
ふ
な
り
、
か
そ
ふ
る
な
り
、
故
に
賦
は
補
（
マ
マ
）な
り
、
し
く
は
詞
を
つ
く
す
也
、
心
を
つ
く
し
て
賦＼兼
良
云
、
賦
の
体
は
直
叙
其
事
と
い
ひ
て
、
思
ふ
事
を
す
く
に
と
き
て
比
興
を
か
ら
す
と
い
ふ
也
、
兼
好
云
、
か
そ
へ
哥
は
賦
也
、
賦
字
の
注
は
量
也
、
量
の
注
は
■
本
ノ
マ
ヽ
（
※
稱
字
を
誤
写
し
た
よ
う
な
字
）
也
、
か
そ
ふ
る
は
は
か
ら
ふ
な
り
、
世
間
の
兒
女
子
の
詞
に
身
の
ほ
と
を
か
い
か
そ
へ
て
と
い
ふ
は
身
の
ほ
と
を
は
か
ら
ひ
た
る
義
也
、
故
に
か
そ
へ
哥
は
は
か
は
ら
ひ
た
る
哥
也
、
今
の
哥
は
花
を
見
は
、
た
ゝ
花
に
心
を
そ
め
た
る
は
か
り
に
て
そ
有
へ
き
を
、
身
に
い
た
つ
き
の
い
る
も
し
ら
ぬ
事
せ
ん
な
し
、
此
集
春
の
う
た 
そ
せ
い
法
師
花
の
木
も
今
は
ほ
り
う
へ
し
春
た
て
は
移
ふ
色
に
⼈
な
ら
ひ
け
り
か
や
う
の
す
か
た
は
み
な
か
そ
え
へ
歌
也
、
浄
弁
云
、
賦
は
お
も
ふ
こ
と
を
も
る
ゝ
所
な
く
、
か
そ
へ
く
は
り
て
い
ふ
な
り
、
文
選
の
賦
の
躰
に
て
心
得
へ
し
、
慶
雲
（
マ
マ
）云
、
か
そ
へ
哥
は
思
ふ
事
を
は
か
ら
ひ
か
そ
へ
て
い
ふ
也
、
玉
篇
云
、
賦
は
量
稱
也
、
は
か
ら
ふ
也
、
か
そ
ふ
る
也
、
故
賦
舗
也
、
し
く
は
詞
を
つ
く
す
也
、
心
を
つ
く
し
て
た
ゝ
ち
に
い
ふ
六
五
四
た
ゝ
ち
に
い
ふ
な
り
、
ま
た
物
を
か
そ
へ
る
は
つ
く
す
義
な
り
、
東
野
州
云
、
賦
は
量
な
り
、
稱
な
り
と
い
へ
り
、
量
は
か
そ
ふ
る
義
な
り
、
稱
は
は
か
る
義
な
り
、
い
つ
れ
も
同
し
心
な
り
、
い
か
て
か
そ
ふ
る
と
い
ふ
な
れ
は
、
物
に
た
と
へ
な
と
は
せ
て
、
我
こ
と
は
か
り
を
つ
ふ
〳
〵
い
ふ
も
の
を
か
そ
ふ
る
や
う
な
れ
は
、
か
そ
へ
哥
と
い
へ
り
、
宗
祇
曰
、
政
の
善
と
悪
と
を
た
ゝ
ち
に
か
そ
へ
云
な
り
、
は
か
ら
ひ
か
ま
し
ふ
す
る
心
な
り
、
と
ち
む
る
こ
ゝ
ろ
な
り
、
詩
曰
、
金
殿
堂
（
マ
マ
）頭
紫
閣
重
も
賦
の
躰
な
り
、
私
云
、
詩
傳
曰
、
賦
は
哥
の
こ
と
は
、
物
に
た
と
へ
す
し
て
い
へ
る
趣
向
の
雅
と
ひ
と
し
、
心
に
て
は
雅
、
詞
に
て
は
賦
な
り
、
比東
野
州
曰
、
な
す
ら
へ
哥
を
い
ふ
に
、
比
は
類
な
り
、
方
な
り
、
并
な
り
と
い
へ
り
、
み
な
も
の
に
な
す
ら
ふ
義
な
り
、
方
の
字
も
な
す
ら
ふ
と
よ
め
る
に
や
、
あ
い
て
を
と
り
い
て
ゝ
な
す
ら
へ
た
る
な
り
、
兼
良
云
、
比
方
於
物
と
い
ひ
て
た
と
へ
を
か
り
て
い
ふ
躰
な
り
、
た
と
へ
は
花
を
雪
に
た
と
へ
、
も
み
ち
を
錦
に
比
し
、
恩
の
厚
き
也
、
又
も
の
を
か
そ
へ
る
は
つ
く
す
義
也
、
東
野
州
云
、
賦
は
量
也
、
稱
也
と
い
へ
り
、
量
は
か
そ
ふ
る
義
、
稱
は
は
か
る
也
、
い
つ
れ
も
お
な
し
心
也
、
い
か
て
か
そ
ふ
る
と
い
ふ
な
れ
は
、
物
に
た
と
へ
な
と
は
せ
て
、
我
こ
と
は
り
を
つ
ふ
〳
〵
い
ふ
も
の
を
か
そ
ふ
る
や
う
な
れ
は
、
か
そ
へ
哥
と
い
へ
り
、
宗
祇
曰
、
政
の
善
と
悪
と
を
た
ゝ
ち
に
か
そ
へ
云
也
、
は
か
ら
ひ
か
ま
し
ふ（マ
マ
）る
心
也
、
と
ち
む
る
心
也
、
詩
に
い
ふ
、
金
殿
當
頭
紫
閣
重
も
賦
の
躰
也
、
私
云
、
詩
傳
云
、
賦
は
哥
の
こ
と
は
、
も
の
に
た
と
へ
す
し
て
い
へ
る
也
、
趣
向
の
雅
と
ひ
と
し
、
心
に
て
は
雅
、
詞
に
て
は
賦
な
り
、
比＼東
野
州
云
、
な
す
ら
へ
哥
を
い
ふ
に
、
比
は
類
也
、
方
也
、
并
也
と
い
へ
り
、
皆
物
に
な
す
ら
ふ
義
也
、
方
の
字
も
な
そ
ら
ふ
と
よ
め
る
に
や
、
あ
ひ
て
を
と
り
い
て
ゝ
な
す
ら
へ
た
る
も
の
也
、
兼
良
云
、
比
方
於
物
と
い
ひ
て
た
と
へ
を
か
り
て
い
ふ
躰
也
、
た
と
へ
は
花
を
雪
に
た
と
へ
、
も
み
ち
を
錦
に
比
し
、
お
ん
の
厚
き
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
五
五
事
を
雨
露
に
な
そ
ら
ふ
、
徳
の
明
な
る
事
を
日
月
に
よ
そ
へ
た
る
こ
と
し
、
浄
辨
云
、
比
は
彼
を
是
准
す
る
な
り
、
た
と
へ
は
僧
俗
な
と
の
敬
ま
ふ
へ
き
を
准
后
な
と
申
か
こ
と
し
、
世
に
お
も
く
せ
ら
る
ゝ
程
を
な
そ
ら
へ
た
る
な
り
、
慶
雲
云
、
比
は
喩
な
り
、
似（マ
マ
）と
三
色
比
興
二
字
と
も
譬
な
り
、
比
は
浅
き
也
、
兼
好
云
、
な
す
ら
へ
哥
は
比
也
、
方
也
、
校
な
り
、
並
也
、
満
汐
の
な
か
れ
ひ
る
ま
と
よ
め
る
は
汐
の
ひ
る
と
日
中
の
昼
と
な
り
、
音
に
の
み
き
く
の
し
ら
露
と
よ
め
る
は
聞
と
菊
也
、
梓
弓
い
そ
へ
と
い
へ
る
は
弓
を
い
る
と
磯
也
、
か
や
う
に
一
つ
こ
と
は
の
二
つ
に
わ
た
り
た
る
を
な
す
ら
へ
哥
と
い
ふ
也
、
忍
ふ
山
忍
ひ
て
、
あ
や
め
草
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
な
と
読
る
も
（
※
脱
文
欤
）
私
云
、
師
傳
云
、
比
は
面
て
に
縱
た
る
也
、
縱
は
花
と
雪
、
も
み
ち
と
錦
、
ま
た
秀
句
縁
の
こ
と
は
皆
比
な
り
、
興
の
縱
と
は
替
れ
る
也
、
興兼
良
云
、
興
は
託
事
於
物
と
い
ひ
て
、
鳥
獣
草
木
に
興
を
發
し
て
事
を
雨
露
に
な
そ
ら
へ
、
徳
の
明
か
な
る
事
を
日
月
に
よ
そ
へ
た
る
か
こ
と
し
、
浄
弁
云
、
比
は
か
れ
を
是
に
准
す
る
也
、
た
と
へ
は
僧
俗
な
と
の
う
や
ま
ふ
へ
き
を
准
后
な
と
申
か
如
し
、
世
に
お
も
く
せ
ら
る
ゝ
程
を
な
そ
ら
へ
た
る
也
、
慶
雲
（
マ
マ
）云
、
比
者
喩
也
、
似本ノ
マとヽ
三
色
比
興
二
字
共
譬
也
、
比
は
浅
き
也
、
兼
好
云
、
な
す
ら
へ
哥
は
比
也
、
方
也
、
校
也
、
並
也
、
満
汐
の
な
か
れ
ひ
る
ま
と
よ
め
る
は
汐
の
ひ
る
と
日
中
の
昼
と
な
り
、
音
に
の
み
き
く
の
し
ら
露
と
よ
め
る
は
聞
と
菊
也
、
梓
弓
い
そ
へ
と
い
へ
る
は
弓
を
い
る
と
磯
也
、
か
や
う
に
一
つ
こ
と
は
の
二
つ
に
わ
た
り
た
る
を
な
す
ら
へ
哥
と
い
ふ
也
、
忍
ふ
山
忍
ひ
て
、
あ
や
め
草
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
な
と
よ
め
る
も
比
の
躰
也
、
私
云
、
師
傳
云
、
比
は
お
も
て
に
た
と
へ
也
、
た
と
へ
は
花
雪
、
丹
葉
と
錦
、
又
秀
句
縁
の
詞
皆
比
也
、
興
の
た
と
へ
と
は
か
は
り
た
り
、
興
は
物
一
つ
い
ひ
て
そ
の
こ
と
ゝ
し
ら
せ
た
る
な
り
、
興＼兼
良
云
、
興
は
託
事
於
物
と
い
ひ
て
、
鳥
獣
草
木
に
興
を
発
し
て
六
五
六
其
心
さ
し
を
の
ふ
る
す
か
た
な
り
、
興
は
物
一
つ
い
ひ
て
其
こ
と
く
し
ら
せ
た
る
な
り
、
兼
好
云
、
た
と
へ
哥
は
興
な
り
、
取
譬
引
類
と
云
、
縱
に
し
な
〳
〵
有
、
花
を
雲
に
ま
か
へ
、
月
を
雪
と
い
ひ
な
し
た
れ
は
み
な
た
と
へ
哥
な
り
、
縱
は
か
く
れ
あ
ら
は
れ
た
る
二
の
す
か
た
あ
り
、
か
く
れ
を
は
そ
え
（
マ
マ
）哥
に
と
り
つ
れ
は
、
あ
ら
は
れ
た
る
は
か
り
を
た
と
へ
哥
に
は
と
れ
る
也
、
た
と
へ
は
恋
と
云
て
何
に
ゝ
も
た
と
へ
、
祝
を
あ
ら
は
し
て
何
に
も
た
と
へ
た
る
は
今
の
た
と
へ
哥
也
、
恋
と
も
祝
と
も
い
は
て
、
た
ゝ
花
月
と
も
松
竹
と
も
い
ひ
て
底
に
恋
、
悦
を
こ
め
た
る
を
そ
へ
哥
と
は
云
也
、
述
懐
、
無
常
等
も
皆
か
く
の
こ
と
し
、
東
野
州
云
、
詩
正
義
曰
、
取
譬
引
類
、
趣（
マ
マ
）
發
忌
と
云
り
、
さ
れ
は
何
事
に
も
縱
よ
む
へ
き
義
也
、
誉
へ
き
事
を
顕
に
い
は
す
し
て
た
と
へ
を
と
り
て
云
な
り
、
嫌
於
媚
諛
と
云
々
、
⼈
を
直
に
誉
は
諛
に
似
た
る
事
を
は
ゝ
か
る
心
也
、
慶
雲
（
マ
マ
）曰
、
興
は
内
有
其
意
而
外
不
顕
其
色
、
興
深
也
浄
辨
云
、
興
は
喩
也
、
花
を
雪
に
ま
か
へ
、
月
を
氷
に
あ
や
ま
つ
、
皆
是
興
也
、
し
か
の
み
な
ら
す
、
よ
は
ひ
を
靍
亀
に
な
ら
そ
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
の
ふ
る
す
か
た
也
、
兼
好
云
、
た
と
へ
哥
は
興
也
、
取
譬
引
類
と
云
、
た
と
へ
に
し
な
〳
〵
あ
り
、
花
を
雲
に
ま
か
へ
、
月
を
雪
と
い
ひ
な
し
た
る
は
み
な
た
と
へ
哥
也
、
た
と
へ
は
か
く
れ
あ
ら
は
れ
た
る
二
の
す
か
た
あ
り
、
か
く
れ
を
は
そ
へ
哥
に
と
り
つ
れ
は
、
あ
ら
は
れ
た
る
は
か
り
を
た
と
へ
哥
に
は
と
れ
る
也
、
た
と
へ
は
恋
と
い
ひ
て
な
に
ゝ
も
た
と
へ
、
祝
を
あ
ら
は
し
て
な
に
ゝ
も
た
と
へ
た
る
は
今
の
た
と
へ
哥
也
、
恋
と
も
祝
と
も
い
は
て
、
た
ゝ
花
月
と
も
松
竹
と
も
い
ひ
て
底
に
恋
、
祝
を
こ
め
た
る
を
そ
へ
哥
と
は
い
ふ
也
、
述
懐
、
無
常
等
も
み
な
か
く
の
こ
と
し
、
東
野
州
云
、
詩
正
義
曰
、
取
譬
引
類
、
起
発
志
と
い
へ
り
、
さ
れ
は
何
事
に
も
た
と
へ
よ
む
へ
き
義
な
り
、
ほ
む
へ
き
事
を
顕
に
い
は
す
し
て
た
と
へ
を
と
り
て
云
也
、
嫌
於
媚
諛
と
云
に
、
⼈
を
直
に
ほ
む
る
は
諛
に
似
た
る
事
を
は
ゝ
か
る
心
也
、
慶
雲
（
マ
マ
）曰
、
興
者
内
有
其
意
而
外
不
顕
其
色
、
興
深
也
浄
辨
云
、
興
は
喩
也
、
花
を
雪
に
ま
か
へ
、
月
を
氷
に
あ
や
ま
つ
、
皆
是
興
也
、
し
か
の
み
な
ら
す
、
よ
は
ひ
を
亀
靎
に
な
ら
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
五
七
へ
、
命
を
松
竹
に
類
す
る
も
同
し
く
た
と
へ
也
、
為
家
卿
、
何
事
に
て
も
た
と
へ
よ
せ
て
思
ひ
を
の
ふ
る
也
、
た
と
へ
に
隠
顕
の
二
姿
あ
り
、
然
に
隠
た
る
方
を
は
そ
へ
哥
に
と
り
つ
れ
は
、
顕
た
る
方
を
此
興
の
哥
に
と
る
へ
し
、
私
云
、
師
傳
い
ふ
、
た
と
へ
哥
は
女
郎
花
と
よ
み
て
女
に
用
、
鴬
の
啼
は
う
ら
む
る
ゆ
へ
な
と
ゝ
心
を
つ
く
な
り
、
師
曰
、
比
興
の
わ
か
る
を
近
く
し
ら
は
、
比
は
当
然
と
二
有
物
を
い
ふ
、
興
は
一
つ
は
か
く
れ
、
一
つ
を
以
其
一
つ
に
た
と
ふ
る
也
、
能
〳
〵
可
着
心
秘
中
の
秘
な
り
、
慶
雲
（
マ
マ
）律
師
の
曰
、
興
は
内
有
其
意
而
外
不
顕
其
色
也
、
興
深
也
と
い
へ
る
相
当
せ
り
、
物
一
つ
云
て
其
こ
と
に
た
と
ふ
る
な
り
、
雅兼
良
云
、
朝
廷
の
楽
公
宴
御
遊
に
用
た
る
詩
也
、
大
雅
、
小
雅
あ
り
、
雅
の
躰
は
た
ゝ
し
き
心
也
、
賦
の
躰
に
似
た
り
、
但
雅
は
ま
こ
と
し
き
こ
と
に
い
ふ
、賦
は
花
鳥
風
月
あ
た
な
る
事
に
用
へ
し
、
浄
辨
云
、
た
と
へ
お
も
か
ら
す
お
も
ふ
事
を
す
く
に
云
也
、
兼
好
云
、
雅
は
た
ゝ
こ
と
哥
也
、
正
也
、
心
に
お
も
ふ
事
を
物
に
へ
、
命
を
松
竹
に
類
す
る
も
同
く
た
と
へ
哥
な
る
へ
し
、
為
家
卿
云
、
何
事
に
て
も
た
と
へ
よ
せ
て
思
ひ
を
の
ふ
る
也
、
た
と
へ
に
隠
顕
の
二
姿
あ
り
、
然
に
隠
た
る
方
を
は
そ
へ
哥
に
と
り
つ
れ
は
、
顕
れ
た
る
方
を
此
哥
に
と
る
へ
し
、
師
云
、
比
興
の
わ
か
り
を
近
く
し
ら
は
、
比
は
当
然
と
二
有
物
を
云
、
興
は
一
つ
は
か
く
れ
、
一
つ
を
以
其
一
つ
に
た
と
ふ
る
也
、
よ
く
〳
〵
可
着
心
秘
中
秘
也
、
私
云
、
師
傳
云
、
た
と
へ
哥
は
女
郎
花
と
よ
み
て
女
に
用
、
鴬
の
啼
は
う
ら
む
る
故
か
な
と
ゝ
こ
ゝ
ろ
を
つ
く
る
也
、
慶
運
律
師
の
い
へ
る
、
興
者
内
有
其
意
而
外
不
顕
其
色
也
、
興
深
也
と
い
へ
る
相
当
せ
り
、
物
一
つ
い
ひ
て
そ
の
こ
と
に
た
と
ふ
る
也
、
雅＼兼
良
云
、
朝
廷
の
楽
公
宴
御
遊
に
用
た
る
詩
也
、
大
雅
、
小
雅
あ
り
、
雅
の
躰
は
た
ゝ
し
き
心
也
、
賦
の
躰
に
似
た
り
、
但
雅
は
ま
こ
と
し
き
こ
と
に
い
ふ
、賦
は
花
鳥
風
月
あ
た
な
る
事
に
用
へ
し
、
浄
辨
云
、
た
と
へ
お
も
か
ら
す
思
ふ
事
を
す
く
に
云
類
也
、
兼
好
云
、
雅
は
た
ゝ
こ
と
哥
也
、
正
也
、
心
に
思
ふ
事
を
物
に
も
六
五
八
も
よ
せ
す
し
て
、
有
の
ま
ゝ
に
い
ひ
の
ふ
る
な
り
、
花
鳥
の
お
も
し
ろ
き
を
も
、
恋
恨
の
か
な
し
き
を
も
お
も
ひ
の
ま
ゝ
に
い
ひ
の
ふ
る
を
た
ゝ
こ
と
哥
と
い
ふ
な
り
、
東
野
州
云
、
雅
は
正
な
り
、
明
な
り
、
素
な
り
と
い
へ
り
、
も
の
の
そ
の
ま
ゝ
に
て
あ
ら
は
に
い
さ
き
よ
き
心
な
り
、
私
に
曰
、
師
傳
曰
、
雅
は
お
も
ふ
事
を
す
く
に
い
ふ
な
り
、
賦
の
て
い
な
り
、
こ
と
は
の
雅
は
賦
な
り
、
賦
の
こ
ゝ
ろ
は
す
な
は
ち
雅
な
り
と
云
々
、
頌兼
良
云
、
頌
は
宗
廟
の
楽
、
神
明
の
祭
礼
に
う
た
ふ
曲
な
り
、
兼
好
云
、
い
は
ひ
哥
は
頌
な
り
、
容
也
、
讃
な
り
、
徳
の
顕
れ
た
る
か
た
ち
を
ほ
め
て
功
の
な
れ
る
を
い
ひ
の
ふ
る
也
、
浄
辨
云
、
頌
は
并
而
祝
之
、
慶
運
云
、
い
は
ひ
哥
は
徳
を
あ
け
、
物
を
ほ
む
る
を
い
ふ
な
り
、
依
之
文
選
序
云
、
頌
者
所
以
遊
揚
徳
業
變
讃
成
功
云
々
、
頌
の
心
な
り
、
東
野
州
云
、
頌
者
毛
詩
に
美
盛
形
容
、
以
其
成
功
告
神
明
と
い
は
ひ
ほ
め
た
る
哥
な
り
、
よ
せ
す
し
て
、
あ
り
の
ま
ゝ
に
い
ひ
の
ふ
る
也
、
花
鳥
の
お
も
し
ろ
き
を
も
、
恋
恨
の
か
な
し
き
を
も
思
ひ
の
ま
ゝ
に
い
ひ
の
ふ
る
を
た
ゝ
こ
と
哥
と
い
ふ
也
、
東
野
州
云
、
雅
は
正
也
、
明
、
素
也
と
い
へ
り
、
物
の
其
ま
ゝ
に
て
あ
ら
は
に
い
さ
き
よ
き
や
う
の
心
な
り
、
私
云
、
師
傳
云
、
雅
は
お
も
ふ
事
を
す
く
に
い
ふ
也
、
賦
の
躰
也
、
詞
之
雅
は
賦
、
賦
之
意
は
雅
也
、
頌＼兼
良
云
、
頌
は
宗
廟
の
楽
、
神
明
の
祭
礼
に
う
た
ふ
曲
也
、
兼
好
云
、
い
は
ひ
哥
は
頌
也
、
容
也
、
讃
也
、
徳
の
顕
れ
た
る
か
た
ち
を
ほ
め
て
功
の
な
れ
る
を
い
ひ
の
ふ
る
也
、
浄
弁
云
、
頌
者
并
而
祝
之
、
慶
運
云
、
い
は
ひ
哥
は
徳
を
あ
け
、
物
を
ほ
む
る
を
云
也
、
依
之
文
選
序
云
、
頌
者
所
以
遊
揚
徳
業
變
讃
成
功
云
云
、
頌
は
讃
心
者
也
、
東
野
州
云
、
頌
者
毛
詩
に
美
盛
形
容
、
以
其
成
功
告
神
明
と
い
は
ひ
ほ
め
た
る
哥
也
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
五
九
私
曰
、
頌
は
日
本
紀
神
代
巻
に
云
、
擧
哥
な
り
、
豊
玉
姫
の
彦
火
々
出
見
尊
江
詠
て
送
り
給
ふ
哥
に
、
あ＼
か
玉
の
ひ
か
り
は
あ
り
と
⼈
は
い
へ
と
君
か
代
ほ
し
と
う
と
く
そ
有
け
り
是
擧
哥
と
か
け
り
、
ほ
め
た
り
、
い
は
ふ
た
り
す
る
哥
な
り
、
そ
の
む
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
、
お
ほ
さ
ゝ
き
の
御
門
を
そ
へ
た
て
ま
つ
れ
る
う
た
な
に
は
つ
に
さ
く
や
こ木
此
両
説
の
花
ふ
ゆ
篭
今
は
は
る
へ
と
さ
栄く
や
こ
の
は
な
、
と
い
へ
る
な
る
へ
し
、
兼
良
云
、
梅
の
年
の
内
は
冬
こ
も
り
て
有
し
か
、
陽
春
の
光
に
乗
し
て
花
の
開
る
こ
と
く
、
此
年
月
難
波
に
ま
し
〳
〵
し
か
、
今
は
時
至
り
て
帝
位
に
つ
き
給
ふ
事
を
下
に
ふ
く
み
て
よ
め
る
な
り
、
こ
の
そ
へ
哥
は
貫
之
、
古
注
相
違
な
し
、
東
野
州
傳
云
、
難
波
と
は
万
の
こ
と
ゝ
い
は
ん
た
め
、
津
と
は
⼈
民
の
集
所
、
里
な
と
ゝ
い
は
ん
か
こ
と
し
、
万
里
を
治
給
へ4
は
ん
私
曰
、
頌
は
日
本
紀
神
代
巻
に
云
、
擧
歌
也
、
神
代
巻
云
、
豊
玉
姫
の
彦
火
々
出
見
尊
へ
詠
て
送
り
給
ふ
哥
に
、
あ
か
玉
の
光
は
あ
り
と
⼈
は
い
へ
と
君
か
よ
う
（
マ
マ
）ほ
し
た
う
と
く
そ
有
是
を
擧
哥
と
か
け
り
、
ほ
め
た
り
、
い
は
ふ
た
り
す
る
哥
也
、
そ
の
む
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
、
お
ほ
さ
ゝ
き
の
御
門
を
そ
へ
た
て
ま
つ
れ
る
哥
、
風＼　
　
　
　
　
　
　
此木
両
説
難
波
津
に
さ
く
や
こ
の
花
冬
籠
い
ま
は
は
る
へ
と
さ
栄く
や
こ
の
花
と
い
へ
る
な
る
へ
し
、
兼
良
云
、
梅
の
年
の
内
は
冬
こ
も
り
て
有
し
か
、
陽
春
の
光
に
乗
し
て
花
の
開
る
こ
と
く
、
此
年
月
難
波
津
に
ま
し
〳
〵
し
か
、
今
は
時
至
り
て
帝
位
に
つ
き
給
ふ
事
を
下
に
ふ
く
み
て
よ
め
る
な
り
、
此
そ
へ
う
た
は
貫
之
、
古
注
相
違
な
し
、
東
野
州
傳
云
、
難
波
と
は
萬
の
こ
と
ゝ
い
は
ん
た
め
、
津
と
は
⼈
民
の
集
所
、
里
な
と
ゝ
い
は
む
か
こ
と
し
、
万
里
を
治
給
は
ん
と
六
六
〇
と
い
ふ
心
な
り
、
さ
く
や
此
花
と
は
君
を
さ
す
詞
な
り
、
私
曰
、
師
傳
云
、
風
の
哥
な
れ
は
前
書
有
、
ふ
た
つ
に
は
か
そ
へ
う
た
、
賦
咲
花
に
お
も
ひ
つ
く
身
の
あ
ち
き
な（マ
マ
）き
身
に
い
た
つ
き
の
い
る
に
も
し
ら
す
て
と
い
へ
る
な
る
へ
し
、
兼
良
云
、
つ
よ
く
花
に
心
を
し
め
て
我
身
の
辛
労
に
な
る
を
も
お
ほ
え
ぬ
と
な
り
、
あ
ち
き
な
き
は
日
本
紀
に
無
道
又
無
為
と
書
、
せ
ん
か
た
な
き
心
也
、
労
の
字
を
い
た
つ
き
と
よ
め
り
、
貫
之
か
心
、
此
哥
賦
の
躰
に
か
へ
（
マ
マ
）な
へ
り
と
お
も
へ
り
、
花
に
ふ
け
る
心
さ
し
を
本
の
ま
ゝ
に
の
へ
た
る
故
な
り
、
私
曰
、
師
傳
云
、
花
に
お
も
ひ
つ
く
身
の
あ
ち
き
な
き
と
お
も
ひ
は
か
ら
ふ
、
賦
の
躰
な
り
、
古
注
、
こ
れ
は
た
ゝ
こ
と
に
い
ひ
て
も
の
に
も
た
と
へ
な
と
も
せ
ぬ
も
の
な
り
、
こ
の
う
た
い
か
に
い
へ
る
に
か
あ
ら
ん
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
は
え
か
た
し
、
い
つ
ゝ
に
た
ゝ
こ
と
う
た
と
い
へ
る
な
い
ふ
心
、
さ
く
や
此
花
と
は
君
を
さ
す
詞
也
、
私
曰
、
師
傳
云
、
風
の
哥
な
れ
は
前
書
有
、
二
つ
に
は
か
そ
へ
う
た
、
賦＼
咲
花
に
お
も
ひ
つ
く
身
の
あ
ち
き
な
さ
身
に
い
た
つ
き
の
い
る
も
し
ら
す
て
と
い
へ
る
な
る
へ
し
、
兼
良
云
、
つ
よ
く
花
に
心
を
し
め
て
我
身
の
辛
労
に
な
る
を
も
お
ほ
え
ぬ
と
な
り
、
あ
ち
き
な
き
は
日
本
紀
に
無
道
又
無
為
と
か
く
、
せ
ん
か
た
な
き
心
也
、
労
の
字
を
い
た
つ
き
と
よ
め
り
、
貫
之
か
心
、
此
哥
賦
の
躰
に
か
な
へ
り
と
お
も
へ
り
、
花
に
ふ
け
る
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
有
の
ま
ゝ
に
の
へ
た
る
ゆ
へ
な
り
、
私
曰
、
師
傳
云
、
花
に
思
ひ
つ
く
身
の
あ
ち
き
な
き
と
思
ひ
は
か
ら
ふ
、
賦
躰
也
、
古
注
、
こ
れ
は
た
ゝ
こ
と
に
い
ひ
て
も
の
に
も
た
と
へ
な
と
も
せ
ぬ
も
の
な
り
、
此
哥
い
か
に
い
へ
る
に
か
あ
ら
ん
、
そ
の
心
得
か
た
し
、
い
つ
く
に
た
ゝ
こ
と
う
た
と
い
へ
る
な
ん
、
こ
れ
に
は
か
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
六
一
ん
、
こ
れ
に
は
か
な
ふ
へ
き
と
い
へ
り
、
兼
良
云
、
六
義
は
貫
之
か
い
た
せ
る
賦
の（マ
マ
）を
心
得
か
た
し
と
い
へ
り
、
五
の
雅
の
哥
に
貫
之
か
引
た
る
を
は
と
め
う
た
と
や
い
ふ
へ
か
ら
ん
と
い
ひ
て
か
な
へ
り
と
も
い
は
す
、
さ
く
花
に
お
も
ひ
つ
く
身
の
あ
ち
き
な
く
の
哥
を
雅
の
哥
に
か
な
ふ
へ
き
と
い
へ
り
、
東
野
州
云
、
此
両
首
を
お
も
ふ
に
花
の
哥
は
匂
ひ
有
て
偽
り
の
哥
よ
り
は
ま
さ
る
へ
し
、
私
云
、
師
傳
之
（
云
欤
）、
古
注
の
心
得
か
た
し
、
貫
之
か
哥
、
賦
に
相
應
せ
り
、
み
つ
に
は
な
す
ら
へ
哥
、
比
君
に
今
朝
あ
し
た
の
霜
の
お
き
て
い
な
は
こ
ひ
し
き
こ
と
に
き
え
や
わ
た
ら
ん
と
い
へ
る
な
る
へ
し
、
細
注　
こ
れ
は
も
の
に
も
な
す
ら
へ
て
、
そ
れ
か
や
う
に
有
と
や
う
に
い
ふ
な
り
、
此
哥
よ
く
か
な
へ
り
と
も
み
え
す
、
た
ら
ち
ね
の
お
や
の
か
ふ
こ
の
ま
ゆ
こ
も
り
い
ふ
せ
く
も
あ
る
な
ふ
へ
き
、
兼
良
云
、
六
義
に
貫
之
か
い
た
せ
る
賦
の
心
を
得
か
た
し
と
い
へ
り
、
五
の
雅
の
哥
に
貫
之
か
引
た
る
を
は
と
め
哥
と
や
い
ふ
へ
か
ら
ん
と
い
ひ
て
か
な
へ
り
と
も
い
は
す
、
さ
く
花
に
お
も
ひ
つ
く
身
の
哥
を
雅
の
哥
に
か
な
ふ
へ
き
と
い
へ
り
、
東
野
州
云
、
此
両
首
を
思
ふ
に
花
の
哥
は
匂
ひ
あ
り
て
偽
り
の
哥
よ
り
は
ま
さ
る
へ
し
、
私
云
、
師
傳
云
、
古
注
の
心
得
か
た
し
、
貫
之
か
哥
、
賦
に
相
應
せ
り
、
三
に
は
な
す
ら
へ
哥
、
比＼
君
に
今
朝
あ
し
た
の
霜
の
お
き
て
い
な
は
恋
し
き
こ
と
に
き
え
や
わ
た
ら
ん
と
い
へ
る
な
る
へ
し
、
こ
れ
は
も
の
に
も
な
す
ら
へ
て
、
そ
れ
か
や
う
に
有
と
や
う
に
い
ふ
な
り
、
此
哥
よ
く
か
な
へ
り
と
も
見
え
す
、
た
ら
ち
ね
の
お
や
の
か
ふ
こ
の
ま
ゆ
こ
も
り
い
ふ
せ
く
も
あ
る
六
六
二
か
い
も
に
あ
は
す
て
か
や
う
な
る
や
是
に
は
か
な
ふ
へ
か
ら
む
、
い
ふ
せ
く
は
鬱
の
字
を
万
葉
に
か
け
り
、
東
野
州
云
、
も
の
に
も
な
す
ら
へ
て
の
て
の
も
し
清
濁
故
⼈
説
々
あ
り
、
此
て
文
字
濁
り
た
る
を
家
の
せ
つ
と
す
、
前
の
賦
の
う
た
の
注
に
た
と
へ
な
と
も
せ
ぬ
も
の
と
あ
る
を
う
け
て
い
へ
り
、
兼
良
云
、
貫
之
か
比
の
躰
は
物
と
わ
か
と
を
ひ
と
し
く
い
へ
る
を
な
す
ら
へ
哥
と
い
へ
り
、
君
に
け
さ
の
哥
、
霜
を
わ
か
身
に
し
て
お
き
て
と
い
ひ
、
ま
た
き
え
や
わ
た
ら
ん
と
い
へ
り
、
同
云
、
古
注
の
比
の
躰
、
貫
之
か
哥
か
な
へ
り
と
い
は
す
、
お
や
の
か
ふ
こ
の
哥
を
い
た
せ
り
、
か
ゆ
こ
の
ま
ゆ
の
い
ふ
せ
き
を
い
ひ
て
、
夫
婦
の
中
の
い
ふ
せ
き
に
な
す
ら
へ
た
り
、
彼
と
是
と
を
准
え
（
マ
マ
）て
比
せ
り
、
貫
之
は
ひ
と
つ
に
い
へ
り
、
こ
れ
そ
の
か
は
り
め
な
り
、
い
ふ
せ
き
と
は
う
と
〳
〵
し
き
心
な
り
、
か
ふ
こ
は
蚕
な
り
、
ま
ゆ
は
蠒
な
り
、
私
云
、
師
傳
云
、
霜
の
お
く
と
⼈
の
起
と
、
霜
の
消
る
と
お
も
ひ
に
消
る
と
比
な
り
、
ま
た
古
注
か
ふ
こ
の
ま
ゆ
こ
も
り
の
如
く
い
ふ
せ
き
と
か
け
た
る
所
比
な
り
、
い
つ
れ
も
同
し
事
也
、
か
い
も
に
あ
は
す
て
い
ふ
せ
く
は
鬱
の
字
を
万
葉
集
に
か
け
る
、
東
野
州
云
、
も
の
に
も
な
す
ら
へ
て
の
て
も
し
清
濁
故
⼈
説
々
あ
り
、
此
て
も
し
濁
り
た
る
を
家
説
と
す
、
前
の
賦
の
哥
の
注
に
た
と
へ
な
と
も
せ
ぬ
も
の
と
あ
る
を
う
け
て
い
へ
り
、
兼
良
云
、
貫
之
か
比
の
躰
は
物
と
我
と
を
ひ
と
し
く
い
へ
る
を
な
す
ら
へ
哥
と
い
へ
り
、
君
に
け
さ
の
歌
は
、
霜
を
我
身
に
し
て
お
き
て
と
い
ひ
、
又
き
え
や
わ
た
ら
ん
と
い
へ
り
、
同
云
、
古
注
の
比
の
躰
、
貫
之
か
哥
か
な
へ
り
と
い
は
す
、
お
や
の
か
ふ
こ
の
歌
を
出
せ
り
、
か
ゆ
こ
の
ま
ゆ
の
い
ふ
せ
き
を
い
ひ
て
、
夫
婦
の
中
の
い
ふ
せ
き
に
な
す
ら
へ
た
り
、
彼
と
是
と
を
准
ら
へ
て
比
せ
り
、
貫
之
は
ひ
と
つ
に
い
へ
り
、
こ
れ
そ
の
か
は
り
め
な
り
、
い
ふ
せ
き
と
は
う
と
〳
〵
し
き
心
也
、
か
ふ
こ
は
蚕
也
、
ま
ゆ
は
蠒
也
、
私
云
、
師
傳
云
、
霜
の
お
く
と
⼈
の
起
と
、
霜
の
消
と
思
ひ
に
消
る
と
比
也
、
又
古
注
か
ふ
こ
の
ま
ゆ
こ
も
り
の
こ
と
く
い
ふ
せ
き
と
か
け
た
る
所
比
也
、
同
し
事
な
り
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
六
三
よ
つ
に
は
た
と
へ
哥
、
興
我
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
し
有
そ
海
の
濱
の
真
砂
は
よ
み
つ
く
す
と
も
と
い
へ
る
な
る
へ
し
、
細
注
、
是
は
よ
ろ
つ
の
と
り
、
け
た
物
に
つ
け
て
心
を
み
す
る
な
り
、
こ
の
哥
か
く
れ
た
る
所
な
ん
な
き
、
初
の
そ
え
（
マ
マ
）哥
と
お
な
し
や
う
な
れ
は
す
こ
し
、
須＼
广
の
海
士
の
塩
焼
烟
風
を
い
た
み
お
も
は
ぬ
か
た
に
た
な
ひ
き
に
け
り
此
う
た
な
と
や
か
な
ふ
へ
か
ら
ん
、
東
野
州
云
、
古
注
の
心
、
比
は
あ
ら
は
に
、
興
は
か
く
る
と
い
へ
る
、
毛
詩
の
心
に
違
へ
り
と
お
も
へ
る
に
や
、
今
貫
之
か
い
た
せ
る
歌
は
あ
ら
は
に
た
と
へ
た
る
也
、
第
一
の
そ（マ
マ
）え
哥
と
お
な
し
や
う
な
れ
は
、
か
く
れ
た
る
た
と
へ
を
以
て
い
ふ
へ
き
を
、
あ
ら
は
な
る
た
と
へ
を
以
い
ふ
嫌
な
り
、
是
は
あ
た
ら
ぬ
を
さ
れ
と
の
せ
た
る
こ
ゝ
ろ
は
十
分
せ
ぬ
と
お
も
ふ
よ
り
か
け
る
な
ら
ん
、
須
广
の
海
士
の
歌
は
恋
の
歌
と
は
み
え
ぬ
を
恋
の
歌
に
な
れ
は
あ
ら
は
四
に
は
た
と
へ
哥
、
興＼吾
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
し
あ
り
そ
海
の
濱
の
真
砂
は
よ
み
つ
く
す
と
も
細
注
、（
※
脱
文
欤
）
み
す
る
な
り
、
こ
の
か
く
れ
た
る
所
な
ん
な
き
、
は
し
め
の
そ
へ
哥
と
お
な
し
や
う
な
れ
は
す
こ
し
、
須
广
の
海
士
の
塩
焼
烟
風
を
い
た
み
お
も
は
ぬ
か
た
に
た
な
ひ
き
に
け
り
此
哥
な
と
や
か
な
ふ
へ
か
ら
ん
、
東
野
州
云
、
古
注
の
心
、
比
は
あ
ら
は
に
、
興
は
か
く
る
と
い
へ
る
、
毛
詩
の
心
に
違
へ
り
と
お
も
へ
る
に
や
、
今
貫
之
か
い
た
せ
る
歌
は
あ
ら
は
に
た
と
へ
た
る
也
、
第
一
の
そ
へ
哥
と
お
な
し
や
う
な
れ
は
、
か
く
れ
た
る
た
と
へ
を
以
て
い
ふ
へ
き
を
、
あ
ら
は
な
る
た
と
へ
を
以
云
嫌
也
、
是
は
あ
た
ら
ぬ
を
さ
れ
と
ゝ
の
せ
た
る
心
は
十
分
せ
ぬ
と
お
も
ふ
よ
り
う
け
る
な
ら
ん
、
須
广
の
海
士
の
哥
は
恋
の
歌
と
は
み
え
ぬ
を
恋
の
哥
に
な
れ
は
あ
ら
は
に
な
き
六
六
四
に
な
き
た
と
へ
に
よ
く
か
な
へ
り
、
此
六
の
内
風
は
ふ
か
く
、
興
は
少
深
く
、
比
は
あ
ら
は
な
り
、
兼
良
云
、
興
の
躰
は
一
切
の
物
を
そ
は
に
置
て
、
我
お
も
ふ
事
を
た
と
へ
き
か
し
め
た
る
な
り
、
濱
の
真
砂
の
数
を
置
て
、
我
心
は
是
に
ま
さ
る
へ
し
と
い
へ
り
、
な
す
ら
へ
哥
は
物
と
我
と
を
一
つ
に
な
し
て
い
ふ
、
た
と
へ
哥
は
我
と
物
と
を
二
つ
に
み
せ
た
る
也
、
あ
り
そ
海
は
海
の
惣
名
な
り
、
同
曰
、
古
注
の
興
の
躰
は
鳥
獣
草
木
に
興
を
發
し
て
心
を
の
ふ
る
事
、
詩
の
義
と
お
な
し
、
公
任
卿
の
こ
ゝ
ろ
、
い
さ
ゝ
か
さ
ま
を
か
へ
た
る
と
は
、
風
の
哥
は
大
義
の
事
に
い
ふ
な
る
へ
し
、
興
の
哥
は
恋
な
と
の
い
た
つ
ら
こ
と
に
も
い
ふ
へ
し
、
か
や
う
の
こ
ゝ
ろ
に
や
、
私
云
、
師
傳
云
、
吾
恋
の
哥
、
公
任
卿
、
恋
と
真
砂
と
た
と
へ
た
り
と
て
、
あ
ら
は
に
し
て
興
に
な
か
ひ
か
た
し
と
い
ひ
給
へ
り
、
恋
と
い
ふ
も
の
は
虚
し
て
体
あ
る
も
の
な
ら
ね
は
、
よ
ま
る
へ
き
に
あ
ら
す
、
そ
れ
を
よ
ま
る
ゝ
や
う
に
い
ふ
所
か
興
也
、
古
注
の
す
ま
の
蜑
の
う
た
、
尤
興
に
叶
へ
り
、
兼
良
公
の
風
の
躰
は
、
大
義
の
事
、
興
の
躰
は
い
た
つ
ら
こ
と
ゝ
の
た
ま
ふ
、
こ
れ
心
得
か
た
と
へ
に
よ
く
か
な
へ
り
、
此
六
の
内
、
風
は
ふ
か
く
、
興
は
少
ふ
か
く
、
比
は
あ
ら
は
也
、
兼
良
云
、
興
の
躰
は
一
切
の
物
を
そ
は
に
置
て
、
わ
か
お
も
ふ
事
を
た
と
へ
き
か
し
め
た
る
な
り
、
真
砂
の
数
を
置
て
、
我
心
は
是
に
ま
さ
る
へ
し
と
い
へ
り
、
な
す
ら
へ
歌
は
物
と
我
と
を
一
つ
に
な
し
て
い
ふ
、
た
と
へ
哥
は
我
と
物
と
を
二
つ
に
み
せ
た
る
也
、
あ
り
そ
海
は
海
の
惣
名
也
、
同
云
、
古
注
の
興
の
体
は
鳥
獸
草
木
に
興
を
発
し
て
心
を
の
ふ
る
事
、
詩
の
義
と
同
し
、
公
任
卿
の
心
、
い
さ
ゝ
か
さ
ま
を
か
へ
た
る
と
は
、
風
の
哥
は
大
義
の
事
に
い
ふ
な
る
へ
し
、
興
の
哥
は
恋
な
と
の
い
た
つ
ら
こ
と
に
も
い
ふ
へ
し
、
か
様
の
心
に
や
、
私
云
、
師
傳
云
、
吾
恋
の
哥
、
公
任
卿
、
恋
と
真
砂
と
た
と
へ
た
り
と
て
、
あ
ら
は
に
し
て
興
に
な
か
ひ
か
た
し
と
い
ひ
給
へ
り
、
恋
と
い
ふ
も
の
は
虚
し
て
体
あ
る
物
な
ら
ね
は
、
よ
ま
る
へ
き
に
あ
ら
す
、
そ
れ
を
よ
ま
る
ゝ
や
う
に
い
ふ
所
か
興
也
、
古
注
の
須
广
の
蜑
の
哥
、
尤
興
に
叶
へ
り
、
兼
良
公
の
風
の
躰
は
、
大
義
の
事
、
興
の
躰
は
い
た
つ
ら
こ
と
ゝ
の
給
、
是
心
得
か
た
し
、
興
は
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
六
五
た
し
、
興
は
心
な
き
に
心
を
あ
ら
せ
る
也
、
風
は
其
事
を
い
は
す
し
て
そ
の
こ
と
を
あ
ら
は
す
な
り
、
こ
の
さ
か
ひ
故
⼈
と
い
へ
と
も
不
分
明
、
猶
工
夫
あ
る
へ
し
、
い
つ
ゝ
に
は
た
ゝ
こ
と
う
た
、
雅
い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
は
い
か
は
か
り
⼈
の
こ
と
の
は
う
れ
し
か
ら
ま
し
細
注
是
は
こ
と
の
と
ゝ
の
ほ
り
た
ゝ
し
き
を
い
ふ
也
、
こ
の
哥
の
心
さ
ら
に
か
な
は
す
、
と
め
哥
と
や
い
ふ
へ
か
ら
ん
、
山＼
さ
く
ら
あ
く
ま
て
い
ろ
を
み
つ
る
か
な
花
ち
る
へ
く
も
風
ふ
か
ぬ
よ
に
東
野
州
云
、
細
注
の
こ
ゝ
ろ
は
、
と
め
哥
と
は
雅
の
心
な
ら
ぬ
を
い
へ
り
、文
字
を
か
く
に
う
へ
を
と
め
て
正
体
な
ら
ぬ
を
い
へ
り
、
兼
良
公
云
、
偽
の
無
世
な
り
せ
は
と
い
へ
る
願
た
る
、
正
し
き
に
あ
ら
す
、
雅
の
こ
ゝ
ろ
な
ら
す
と
い
へ
る
な
ら
ん
、
山
桜
の
歌
、
清
慎
公
実
頼
公
の
詠
な
り
、
風
ふ
か
ぬ
世
に
と
い
へ
る
、
正
し
く
雅
に
か
な
へ
り
、
心
な
き
に
心
を
あ
ら
せ
る
也
、
風
は
事
を
い
は
す
し
て
そ
の
こ
と
を
あ
ら
は
す
也
、
此
さ
か
ひ
故
⼈
と
い
へ
と
も
不
分
明
、
猶
工
夫
あ
る
へ
し
、
五
に
は
た
ゝ
こ
と
う
た
、
雅＼
い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
は
い
か
は
か
り
⼈
の
言
の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
細
注
是
は
こ
と
の
と
ゝ
の
ほ
り
た
ゝ
し
き
を
い
ふ
な
り
、
此
哥
の
心
さ
ら
に
か
な
は
す
、
と
め
歌
と
や
い
ふ
へ
か
ら
ん
、
山
さ
く
ら
あ
く
ま
て
色
を
見
つ
る
か
な
花
ち
る
へ
く
も
風
ふ
か
ぬ
よ
に
東
野
州
云
、
細
注
の
心
は
、
と
め
哥
と
は
雅
の
心
な
ら
ぬ
を
い
へ
り
、
文
字
を
か
く
に
う
へ
を
と
め
て
正
体
な
ら
ぬ
を
い
へ
り
、
兼
良
公
云
、
偽
の
な
き
世
な
り
せ
は
と
い
へ
る
、
顕
た
る
所
、
正
し
き
に
あ
ら
す
、
雅
の
心
な
ら
す
と
い
へ
る
な
ら
ん
、
山
さ
く
ら
の
歌
、
清
慎
公
實
頼
公
の
詠
也
、
風
ふ
か
ぬ
世
に
と
い
へ
る
、
正
し
く
雅
に
か
な
へ
り
、
六
六
六
私
云
、
師
傳
云
、
貫
之
か
出
せ
る
偽
の
無
世
の
願
た
る
に
は
あ
ら
す
、
す
く
に
き
こ
え
た
る
歌
也
、
偽
の
有
世
を
本
と
し
て
、
偽
の
無
世
な
り
せ
は
と
い
へ
る
、
す
く
に
雅
な
り
、
此
工
夫
、
哥
の
さ
か
ひ
に
い
ら
さ
ら
ん
⼈
の
心
う
へ
き
に
あ
ら
す
、
む
つ
に
は
い
は
ひ
う
た
、
頌
こ
の
と
の
は
む
へ
も
す
み
け
り
さ
き
草
の
み
つ
は
よ
つ
は
に
と
の
つ
く
り
せ
り
為
家
卿
云
、
此
殿
は
内
裏
也
、
定
家
卿
云
、
さ
き
草
は
檜
也
、
延
喜
式
に
桧
品
大
明
神
と
有
、
三
は
四
は
は
家
の
棟
な
り
、
細
注
、
是
は
世
を
ほ
め
て
神
に
つ
く
る
な
り
、
此
哥
、
い
は
ひ
哥
と
は
み
え
す
な
ん
あ
る
、
春
日
野
に
若
菜
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
よ
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る
ら
ん
、
こ
れ
ら
や
す
こ
し
か
な
ふ
へ
か
ら
む
、
お
ほ
よ
そ
む
く
さ
に
わ
か
れ
ん
こ
と
は
え
あ
る
ま
し
き
こ
と
に
な
ん
、
兼
良
曰
、
貫
之
一
向
祝
哥
と
よ
み
た
り
、
公
任
卿
は
毛
詩
の
心
を
私
云
、
師
傳
云
、
貫
之
か
い
た
せ
る
偽
の
な
き
世
の
顕
た
る
に
は
あ
ら
す
、
す
く
に
き
こ
え
た
る
哥
也
、
偽
の
有
世
を
本
と
し
て
、
偽
の
無
世
な
り
せ
は
と
い
へ
る
、
す
く
に
雅
也
、
此
工
夫
、
哥
の
さ
か
ひ
に
入
さ
ら
ん
⼈
の
心
う
へ
き
に
あ
ら
す
、
六
に
は
い
は
ひ
う
た
、
頌＼
此
と
の
は
む
へ
も
と
み
け
り
さ
き
く
さ
の
三
は
四
は
に
と
の
つ
く
り
せ
り
為
家
卿
云
、
此
殿
は
内
裏
也
、
定
家
卿
云
、
さ
き
草
は
檜
也
、
延
喜
式
に
桧
品
大
明
神
と
有
、
三
つ
は
よ
つ
は
は
家
の
軒
也
、
是
は
世
を
ほ
め
て
神
に
つ
く
る
也
、
此
哥
、
い
は
ひ
う
た
と
は
見
え
す
な
ん
あ
る
、
春
日
の
に
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
万
代
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る
ら
ん
、
こ
れ
ら
や
す
こ
し
か
な
ふ
へ
か
ら
ん
、
お
ほ
よ
そ
む
く
さ
に
わ
か
れ
ん
こ
と
は
え
あ
る
ま
し
き
こ
と
に
な
ん
、
兼
良
曰
、
貫
之
一
向
祝
哥
と
み
え
た
り
、
公
任
卿
は
毛
詩
の
心
を
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
六
七
と
り
て
、
此
哥
を
か
な
は
す
と
い
へ
り
、
東
野
州
、
細
注
の
心
は
い
は
ひ
哥
と
は
み
え
す
な
ん
あ
る
と
て
、
春
日
野
の
哥
を
の
せ
た
り
、
尤
十
分
せ
り
、
但
此
と
の
ゝ
哥
に
も
い
は
ふ
所
つ
よ
け
れ
は
、
神
に
申
所
を
の
つ
か
ら
こ
も
る
へ
き
か
、
論
曰
、
定
家
卿
も
神
に
告
る
心
な
し
と
此
哥
を
の
給
へ
り
、
家
隆
卿
云
、
此
殿
は
内
裏
也
、
温
明
殿
に
内
侍
所
お
は
し
ま
す
、
何
そ
神
に
告
る
心
な
き
や
、
私
云
、
此
哥
内
裏
を
ほ
め
祝
た
り
、
頌
の
哥
也
、
古
注
の
心
は
一
向
毛
詩
の
心
に
て
神
明
に
告
る
を
云
り
、
此
所
、
古
注
の
趣
に
や
あ
ら
ん
、
お
ほ
よ
そ
む
く
さ
に
わ
か
れ
ん
こ
と
は
え
あ
る
ま
し
き
こ
と
に
な
ん
、
兼
良
云
、
此
左
の
細
注
、
二
の
心
有
、
わ
か
れ
ん
は
離
れ
ん
な
り
、
六
義
に
は
な
れ
て
は
哥
の
躰
有
ま
し
き
心
な
り
、
ま
た
わ
か
れ
ん
は
分
別
（
※
脱
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）
し
て
心
う
る
事
か
た
る
へ
き
な
り
、
と
り
て
、
此
哥
を
か
な
は
す
と
い
へ
り
、
東
野
州
云
、
細
注
の
心
は
い
は
ひ
哥
と
は
見
え
す
な
ん
あ
る
と
て
、
春
日
野
の
哥
を
の
せ
た
り
、
尤
十
分
せ
り
、
但
此
と
の
ゝ
哥
も
い
は
ふ
所
つ
よ
け
れ
は
、
神
に
申
所
を
の
つ
か
ら
こ
も
る
へ
き
か
、
論
曰
、
定
家
卿
も
神
に
告
る
心
な
し
と
此
哥
を
の
た
ま
へ
り
、
家
隆
卿
云
、
此
殿
は
内
裏
也
、
温
明
殿
に
内
侍
所
お
は
し
ま
す
、
何
そ
神
に
告
る
心
無
や
、
私
云
、
此
哥
内
裏
を
ほ
め
祝
た
り
、
頌
の
歌
な
り
、
古
注
の
心
は
一
向
毛
詩
の
心
に
て
神
明
に
告
る
を
云
り
、
此
所
、
古
注
の
趣
い
か
ゝ
に
や
あ
ら
ん
、
お
ほ
よ
そ
む
く
さ
に
わ
か
れ
ん
こ
と
は
ゑ
（
マ
マ
）あ
る
ま
し
き
こ
と
に
な
ん
、
兼
良
云
、
此
細
注
、
二
の
心
有
、
わ
か
れ
ん
は
離
れ
ん
也
、
六
義
に
は
な
れ
て
は
哥
の
躰
有
ま
し
き
心
也
、
又
わ
か
れ
む
は
分
別
の
心
也
、
六
義
の
す
か
た
を
よ
く
分
別
し
て
こ
ゝ
ろ
う
る
事
か
た
か
六
六
八
貫
之
か
六
義
、
細
注
の
六
義
、
其
用
た
る
所
大
き
に
か
は
れ
り
、
大
槩
愚
案
を
も
て
分
別
す
る
に
不
審
な
ほ
お
ほ
し
、
今
の
世
に
先
達
と
し
て
い
と
ふ
へ
き
か
た
な
し
、
是
を
い
か
ゝ
せ
ん
や
、
住
吉
、
玉
津
嶌
の
照
鍳
を
あ
ふ
く
斗
也
、
宗
祇
云
、
公
任
卿
、
我
身
の
卑
下
の
詞
な
り
、
宗
碩
云
、
六
義
に
よ
く
分
別
す
る
事
は
有
ま
し
き
こ
と
な
り
、
東
野
州
云
、
六
義
を
わ
か
ち
え
た
る
こ
と
は
え
あ
る
ま
し
き
也
、
私
曰
、
師
傳
云
、
六
義
と
て
む
つ
に
へ
ち
〳
〵
に
わ
か
る
に
あ
ら
す
、
三
経
三
緯
な
り
、
風
雅
頌
そ
れ
〳
〵
に
賦
比
興
を
具
し
た
る
な
り
、
然
れ
と
も
、
此
文
法
六
義
の
わ
か
ち
か
た
き
や
う
に
も
き
こ
え
侍
る
な
り
、
公
任
卿
、
風
雅
頌
は
異
躰
、
賦
比
興
は
異
詞
、
以
彼
三
詞
成
此
三
躰
、
私
曰
、
是
三
経
三
緯
也
、
詩
の
六
義
に
哥
も
同
し
、
詩
に
は
正
風
、
變
風
、
小
正
雅
、
變
小
雅
、
正
大
雅
、
變
大
雅
、
賦
而
興
、
又
比
賦
其
事
以
起
興
、
如
此
の
こ
と
も
そ
れ
〳
〵
の
哥
に
有
に
て
可
見
合
、
る
へ
き
也
、
貫
之
か
六
義
、
細
注
の
六
義
、
そ
の
用
た
る
所
大
き
に
か
は
れ
り
、
大
槩
愚
案
を
も
て
分
別
す
る
に
不
審
猶
お
ほ
し
、
今
の
世
に
先
達
と
ふ
ら
ふ
へ
き
か
た
な
し
、
是
を
い
か
ゝ
せ
ん
や
、
住
吉
、
玉
津
嶋
の
照
鍳
を
あ
ふ
く
は
か
り
也
、
宗
碩
云
、
六
義
に
よ
く
分
別
す
る
事
は
得
有
ま
し
き
と
な
り
、
宗
祇
云
、
公
任
卿
、
我
身
の
卑
下
の
詞
な
り
、
東
野
州
云
、
六
義
を
わ
か
ち
得
た
る
こ
と
は
え
あ
る
ま
し
き
な
り
、
私
云
、
師
傳
云
、
六
義
と
て
む
つ
に
へ
ち
〳
〵
に
わ
か
る
に
あ
ら
す
、
三
經
三
緯
也
、
風
雅
頌
そ
れ
〳
〵
に
賦
比
興
を
具
し
た
る
也
、
し
か
れ
と
も
、
此
文
法
六
義
の
わ
か
ち
か
た
き
や
う
に
も
き
こ
え
侍
る
也
、
公
任
卿
云
、
風
雅
頌
者
異
躰
、
賦
比
興
者
異
詞
、
以
彼
三
詞
成
此
三
躰
、
私
曰
、
是
三
経
三
緯
也
、
詩
の
六
義
に
哥
も
お
な
し
、
詩
に
は
、
正
風　
　
　
變
風　
　
　
小
正
雅　
　
變
小
雅　
　
正
大
雅
變
大
雅　
　
賦
而
興
又
比
賦
其
事
以
起
興
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
六
九
私
曰
、
師
傳
云
、
六
義
は
平
常
の
や
う
に
心
得
さ
れ
は
要
な
し
、
常
の
こ
と
く
に
そ
れ
〳
〵
有
こ
と
な
り
、
是
よ
り
し
て
は
畧
他
説
、
師
傳
を
顕
は
す
也
、
今
の
世
の
中
、
師
云
、
古
の
正
道
す
た
れ
た
る
を
歎
く
義
な
り
、
当
代
を
云
に
非
す
、
色
に
つ
き
花
に
成
に
け
る
、
師
云
、
巧
言
令
色
な
り
、
い
ろ
と
り
つ
く
ろ
い
也
、
化
な
る
哥
は
か
な
き
こ
と
の
み
、
無
實
無
用
の
こ
と
ゝ
も
は
か
り
な
り
、
色
好
の
家
、
哥
⼈
の
事
也
、
淫
を
好
め
る
に
は
非
す
、
哥
⼈
は
か
た
よ
ら
す
和
す
る
を
第
一
と
す
る
な
り
、
ま
め
な
る
所
に
は
花
す
ゝ
き
穂
に
出
す
へ
き
こ
と
に
も
あ
ら
す
な
り
に
た
り
、
哥
道
す
た
れ
て
真
實
な
る
所
に
は
出
合
か
た
き
と
な
り
、
失
正
如
此
の
こ
と
も
そ
れ
〳
〵
の
哥
に
あ
り
、
よ
く
可
見
合
、
私
曰
、
師
傳
云
、
六
義
は
平
常
の
や
う
に
心
得
さ
れ
は
要
な
し
、
常
の
こ
と
く
に
そ
れ
〳
〵
あ
る
こ
と
也
、
是
よ
り
し
て
は
畧
他
説
、
師
傳
を
あ
ら
は
す
也
、
今
の
世
の
中
、
師
云
、
い
に
し
へ
の
正
道
す
た
れ
た
る
を
歎
く
義
な
り
、
当
代
を
い
ふ
に
は
あ
ら
す
、
色
に
つ
き
花
に
な
り
に
け
る
、
師
云
、
巧
言
令
色
也
、
色
と
り
つ
く
ろ
ひ
也
、
あ
た
な
る
う
た
は
か
な
き
こ
と
の
み
、
無
實
無
用
の
こ
と
ゝ
も
は
か
り
也
、
色
好
の
家
、
哥
⼈
の
こ
と
也
、
婬
を
こ
の
め
る
に
は
あ
ら
す
、
哥
⼈
は
か
た
よ
ら
す
和
す
る
を
第
一
と
す
る
也
、
ま
め
な
る
所
に
は
花
す
ゝ
き
ほ
に
い
た
す
へ
き
こ
と
に
も
あ
ら
す
な
り
に
た
り
、
哥
道
す
た
れ
て
真
実
な
る
所
に
は
出
合
か
た
き
と
也
、
失
正
理
六
七
〇
理
枕
（
マ
マ
）花
差
な
り
、
其
初
を
お
も
へ
は
、
上
古
の
哥
道
の
実
を
お
も
へ
は
か
く
の
こ
と
く
に
て
は
あ
ら
さ
り
し
と
な
り
、
秋
の
月
の
よ
こ
と
に
さ
ふ
ら
ふ
、
こ
と
の
字
、
毎
に
は
非
す
、
殊
更
也
、
か
ろ
く
助
字
に
み
る
へ
し
、
あ
る
は
花
を
そ
ふ
と
て
、
此
段
は
哥
⼈
、
哥
を
詠
る
邪
道
を
い
さ
め
た
り
、
た
と
へ
は
月
花
の
題
を
得
た
ら
ん
に
は
、
月
花
の
当
然
を
詠
す
る
、
正
た
う
な
り
、
遠
尋
ぬ
る
は
本
意
に
あ
ら
す
、
そ
の
賢
愚
の
さ
か
ひ
詠
歌
に
顕
る
な
り
、
⼈
た
し
な
む
へ
き
道
な
り
、
し
か
あ
る
の
み
に
非
す
、
夫
斗
に
て
は
非
と
也
、
哥
を
用
る
事
を
段
々
い
へ
る
也
、
是
よ
り
し
て
此
集
の
哥
を
あ
け
て
證
と
し
て
書
り
、
是
外
を
求
さ
る
序
の
法
な
り
、
流
石
に
縱
、
枕耽カ
花
差義カ
也
、
そ
の
は
し
め
を
お
も
へ
は
、
上
古
の
哥
道
の
實
を
お
も
へ
は
か
く
の
こ
と
く
に
て
は
あ
ら
さ
り
し
と
な
り
、
秋
の
月
の
よ
こ
と
に
さ
ふ
ら
ふ
、
こ
と
の
字
、
毎
に
は
あ
ら
す
、
こ
と
さ
ら
也
、
か
ろ
く
助
字
に
見
る
へ
し
、
あ
る
は
花
を
そ
ふ
と
て
、
此
段
は
哥
⼈
、
哥
を
詠
る
邪
道
を
い
さ
め
た
り
、
た
と
へ
は
月
花
の
題
を
得
た
ら
ん
に
は
、
月
花
の
當
然
を
詠
る
、
正
道
也
、
遠
く
尋
る
は
非
本
意
、
そ
の
賢
愚
の
さ
か
ひ
詠
哥
に
顕
る
な
り
、
⼈
た
し
な
む
へ
き
道
也
、
し
か
あ
る
の
み
に
あ
ら
す
、
そ
れ
は
か
り
に
て
は
あ
ら
す
と
也
、
哥
を
用
る
こ
と
を
段
々
い
へ
る
也
、
こ
れ
よ
り
し
て
此
集
の
う
た
を
あ
け
て
證
と
し
て
書
り
、
是
外
を
求
さ
る
序
の
法
也
、
さ
ゝ
れ
石
に
た
と
へ
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
七
一
吾
君
は
千
代
に
や
千
代
に
さ
ゝ
れ
石
の
巌
と
成
て
苔
の
む
す
ま
て
筑
波
山
に
か
け
て
君
ね
か
ひ　
祈
る
心
、
筑＼
波
根
の
こ
の
も
か
の
も
に
影
は
あ
れ
と
君
か
御
影
に
増
か
け
は
な
し
悦
身
に
す
き
、
う＼
れ
し
さ
を
む
か
し
は
袖
に
つ
ゝ
み
け
り
こ
よ
ひ
は
身
に
も
あ
ま
り
ぬ
る
か
な
冨
士
の
煙
に
よ
そ
へ
て
⼈
を
恋
、
⼈＼
し
れ
ぬ
思
ひ
を
つ
ね
に
す
る
か
成
ふ
し
の
山
こ
そ
我
身
な
り
け
り
松
虫
の
音
に
友
を
忍
ひ
、
恋＼
忍
ふ
草
に
や
つ
る
ゝ
ふ
る
さ
と
は
松
む
し
の
ね
そ
か
な
し
か
り
け
る
高
砂
住
の
え
の
松
も
相
生
の
や
う
に
お
ほ
え
、
高＼
砂
尾
上
の
ま
つ
の
⼈
な
ら
は
あ
は
れ
昔
の
こ
と
は
と
は
ま
し
住＼
吉
の
き
し
の
姫
松
⼈
な
ら
は
幾
世
か
へ
し
と
問
ま
し
物
を
相
生
と
は
拾
遺
集
に
、
吾
君
は
千
世
に
や
ち
よ
に
さ
ゝ
れ
石
の
い
わ
ほ
と
成
て
苔
の
生
ま
て
筑
波
山
に
か
け
て
君
を
ね
か
ひ　
祈
心
、
筑
波
根
の
こ
の
も
か
の
も
に
か
け
は
あ
れ
と
君
か
御
か
け
に
増
か
け
は
な
し
よ
ろ
こ
ひ
身
に
す
き
、
嬉
し
さ
を
昔
は
袖
に
つ
ゝ
み
に
き
今
夜
は
身
に
も
あ
ま
り
ぬ
る
哉
ふ
し
の
煙
に
よ
そ
へ
て
⼈
を
恋
、
⼈
し
れ
ぬ
お
も
ひ
を
常
に
駿
河
成
冨
士
の
山
こ
そ
わ
か
身
也
け
り
松
む
し
の
ね
に
友
を
し
の
ひ
、
君
忍
ふ
草
に
や
つ
る
ゝ
古
鄕
は
松
虫
の
音
そ
か
な
し
か
り
け
る
高
砂
住
の
江
の
松
も
相
生
の
や
う
に
お
ほ
え
、
高
砂
の
尾
上
の
松
の
⼈
な
ら
は
あ
は
れ
昔
の
こ
と
は
問
ま
し
住
吉
の
岸
の
姫
松
⼈
な
ら
は
幾
世
か
へ
し
と
問
ま
し
物
を
相
生
と
は
拾
遺
集
に
、
六
七
二
天＼
く
た
る
あ
ら
⼈
神
の
相
生
を
お
も
へ
は
久
し
す
み
よ
し
の
ま
つ
高
砂
、
住
の
江
の
松
を
今
一
時
と
み
る
へ
し
、
為
家
卿
云
、
山
に
生
た
る
も
浦
に
生
た
る
も
お
な
し
心
な
り
、
此
段
相
生
の
傳
有
、
古
今
の
傳
也
、
不
顕
筆
頭
也
、
男
山
の
昔
を
、
今＼
こ
そ
あ
れ
我
も
昔
は
お
と
こ
や
ま
さ
か
ゆ
く
時
も
有
こ
し
も
の
を
女
郎
花
の
、
秋＼
の
野
に
な
ま
め
き
た
て
る
女
郎
花
あ
な
か
し
か
ま
し
花
も
一
と
き
又
春
の
朝
、
ま＼
た
と
い
ふ
字
、
世
の
こ
と
わ
さ
を
な
を
い
は
ん
た
め
な
り
、
秋
の
夕
、
も＼
み
ち
は
を
風
に
ま
か
せ
て
み
る
よ
り
も
は
か
な
き
物
は
命
な
り
け
り
或
は
年
毎
に
、
む＼
は
玉
の
わ
か
黒
髪
や
か
は
る
ら
ん
か
ゝ
み
の
か
け
に
ふ
れ
る
天
く
た
る
あ
ら
⼈
神
の
相
生
を
思
へ
は
久
し
住
吉
の
松
高
砂
、
住
江
の
松
を
古
今
一
時
と
見
る
へ
し
、
為
家
卿
、
山
に
生
た
る
も
浦
に
生
た
る
も
お
な
し
心
也
、
此
段
相
生
傳
あ
り
、
古
今
の
傳
也
、
不
顕
筆
頭
也
、
お
と
こ
山
の
む
か
し
を
お
も
ひ
出
て
、
今
こ
そ
あ
れ
我
も
昔
は
男
山
さ
か
ゆ
く
時
も
有
こ
し
物
を
を
み
な
へ
し
の
、
秋
の
野
に
な
ま
め
き
た
て
る
女
郎
花
あ
な
か
し
か
ま
し
花
も
一
時
又
春
の
あ
し
た
に
、
又
と
い
ふ
字
、
世
の
こ
と
わ
さ
を
猶
い
は
ん
た
め
也
、
秋
の
夕
に
、
　
丹
葉
を
風
に
ま
か
せ
て
見
る
よ
り
も
は
か
な
き
物
は
命
也
け
り
あ
る
は
年
毎
に
、
む
は
玉
の
わ
か
黒
髪
や
か
は
る
ら
ん
鏡
の
影
に
ふ
れ
る
し
ら
雪
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
七
三
白
雪
長
哥
に
、
波
の
し
は
に
そ
お
ほ
し
れ
ぬ
、
草
の
露
、
露＼
を
な
と
あ
た
な
物
と
お
も
ふ
ら
む
我
身
も
草
に
置
ぬ
は
か
り
そ
水
の
泡
、
う＼
き
な
か
ら
け
ぬ
る
泡
と
も
成
な
ゝ
む
流
て
も
ゝ
に
頼
ま
れ
ぬ
世
に
或
昨
日
は
栄
へ
、
世＼
中
は
何
か
常
な
る
あ
す
か
川
昨
日
の
渕
そ
け
ふ
は
瀬
に
な
る
或
は
松
山
の
、
契
り
の
か
は
る
中
也
、
君＼
を
置
て
あ
た
し
心
を
我
も
た
は
す
ゑ
の
ま
つ
山
波
も
越
な
ん
野
中
の
水
、
昔
を
し
た
ふ
こ
ゝ
ろ
、
い＼
に
し
へ
の
野
中
の
清
水
ぬ
る
け
れ
と
も
と
の
心
を
し
る
⼈
そ
く
む
暁
の
鴫
の
、
暁＼
の
し
き
の
は
ね
か
き
も
ゝ
は
か
き
君
か
こ
ぬ
夜
は
我
そ
か
す
長
哥
に
、
波
の
し
は
に
そ
お
ほ
し
れ
ぬ
、
草
の
露
、
露
を
な
と
あ
た
な
る
も
の
と
思
ふ
ら
ん
我
身
草
葉
に
置
ぬ
斗
そ
水
の
泡
、
う
き
な
か
ら
け
ぬ
る
泡
と
も
成
な
ゝ
ん
流
て
た
に
も
頼
ま
れ
ぬ
世
に
あ
る
は
き
の
ふ
は
さ
か
え
、
世
中
は
何
か
常
な
る
飛
鳥
河
き
の
ふ
の
渕
そ
け
ふ
は
瀬
に
な
る
あ
る
は
松
山
の
、
契
り
の
か
は
る
事
也
、
君
を
置
て
あ
た
し
心
を
我
も
た
は
末
の
松
山
波
も
こ
え
な
ん
野
中
の
水
、
む
か
し
を
し
た
ふ
心
、
い
に
し
へ
の
野
中
の
清
水
ぬ
る
け
れ
と
も
と
の
心
を
し
る
⼈
そ
く
む
あ
か
つ
き
の
鴫
の
、
暁
の
鴫
の
羽
か
き
百
羽
か
き
君
か
こ
ぬ
夜
は
我
そ
数
か
く
六
七
四
か
く
秋
萩
の
下
葉
、
秋＼
は
き
の
下
は
い
ろ
つ
く
今
よ
り
や
ひ
と
り
ぬ
る
⼈
の
い
ね
か
て
に
す
る
或
は
呉
竹
の
、
世＼
ゝ
ふ
れ
は
こ
と
の
葉
し
け
き
呉
竹
の
う
き
ふ
し
毎
に
物
を
こ
そ
お
も
へ
芳
野
川
を
、
な＼
か
れ
て
は
い
も
せ
の
山
の
中
に
落
る
芳
野
ゝ
河
の
よ
し
や
世
中
今
は
冨
士
の
山
も
、
昔
ゟ
二
条
家
、
冷
泉
家
、
不
立
、
不
断
、
造
、
書
（
マ
マ
）の
説
ま
ち
〳
〵
也
、
二
条
家
に
は
此
煙
の
不
立
は
不
吉
也
、
不
断
栄
る
心
也
、
冷
泉
家
に
は
色
こ
と
哥
の
風
流
を
い
ひ
て
恨
を
き
つ
る
に
今
は
冨
士
の
煙
も
不
立
、
な
か
ら
の
橋
も
盡
た
れ
は
心
を
慰
む
へ
き
昔
に
も
あ
ら
ね
は
哥
に
の
み
せ
め
て
慰
む
る
と
也
、
し
か
れ
と
も
此
煙
の
不
立
證
な
し
、
た
ゝ
す
は
不
断
の
證
有
、
和
泉
式
部
哥
に
、
秋
は
き
の
下
葉
、
秋
は
き
の
下
葉
色
つ
く
今
よ
り
や
独
ぬ
る
⼈
の
い
ね
か
て
に
す
る
或
は
呉
竹
の
、
世
ゝ
ふ
れ
は
こ
と
の
葉
し
け
き
呉
竹
の
う
き
ふ
し
毎
に
物
を
こ
そ
思
へ
よ
し
の
川
を
ひ
き
て
、
な
か
れ
て
は
妹
背
の
山
の
中
に
落
る
吉
野
の
川
の
よ
し
や
世
中
今
は
ふ
し
の
山
も
、
む
か
し
よ
り
二
条
家
、
冷
泉
家
、
不
立
、
不
断
、
造
、
盡
ツ
ク
ル
の（マ
マ
）ま
ち
〳
〵
也
、
二
条
家
に
は
此
烟
の
不
立
は
不
吉
也
、
不
断
栄
る
心
也
、
冷
泉
家
に
は
い
ろ
〳
〵
と
歌
の
風
流
を
い
ひ
て
う
ら
み
を
き
つ
る
に
今
は
ふ
し
の
煙
も
不
立
、
な
か
ら
の
橋
も
盡
た
れ
は
、
心
を
慰
む
へ
き
昔
に
も
あ
ら
ね
は
、
哥
に
の
み
せ
め
て
慰
む
る
と
也
、
し
か
れ
と
も
此
煙
の
不
立
證
な
し
、
た
ゝ
す
は
不
断
の
證
あ
り
、
和
泉
式
部
哥
に
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
七
五
　
淋＼
し
さ
に
煙
を
た
に
も
た
ゝ
し
と
て
柴
お
り
く
ふ
る
冬
の
山
里
な
か
ら
の
橋
も
造
證
、
伊
勢
か
哥
に
、
難＼
波
な
る
な
か
ら
の
橋
も
造
る
也
今
は
我
身
を
何
に
た
と
へ
ん
傳
云
、
文
法
を
み
る
へ
し
、
橋
か
盡
と
は
云
へ
か
ら
す
、
絶
る
と
は
い
ふ
へ
し
、
不
断
、
造
る
正
説
也
、
な
ら
の
御
時
、
文
武
天
皇
始
は
藤
原
宮
に
ま
し
ま
す
、
高
市
都
也
、
慶
雲
元
年
に
な
ら
に
移
給
ふ
説
々
あ
れ
と
も
、
定
家
卿
も
な
ら
の
御
時
を
文
武
帝
と
し
る
し
給
へ
り
、
然
共
此
集
に
て
は
文
武
帝
也
、
す
へ
て
な
ら
の
帝
と
申
は
其
時
代
に
よ
り
て
か
は
る
也
、
慶
雲
よ
り
光
仁
帝
ま
て
を
な
ら
の
帝
と
申
奉
る
、
又
平
城
天
皇
を
も
な
ら
の
帝
と
申
也
、
哥
の
心
を
し
ろ
し
め
し
た
り
け
ん
、
日
本
の
哥
の
本
意
を
し
ろ
し
め
し
た
り
け
ん
と
な
り
、
お
ほ
き
み
つ
の
く
ら
ゐ
柿
本
⼈
丸
な
ん
哥
の
聖
な
り
け
る
、
正
三
位
也
、
⼈
麿
先
祖
不
祥
、
卒
去
は
万
葉
第
二
巻
に
辞
世
の
哥
有
、
石
見
に
て
卒
す
、
か
も
山
の
い
は
ね
し
ま
け
る
我
を
か
も
し
ら
す
て
妹
か
待
つ
ゝ
　
淋
し
さ
に
煙
を
た
に
も
た
ゝ
し
と
て
柴
折
く
ふ
る
冬
の
山
里
な
か
ら
の
橋
も
造
る
證
、
伊
勢
哥
に
、
難
波
な
る
な
か
ら
の
橋
も
造
る
也
今
は
我
身
を
何
に
た
と
へ
ん
傳
云
、
文
法
を
見
る
へ
し
、
橋
か
盡
と
は
い
ふ
へ
か
ら
す
、
絶
る
と
は
い
ふ
へ
し
、
不
断
、
造
る
正
説
也
、
な
ら
の
御
時
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
市
郡
也
文
武
天
皇
始
は
し
め
は
藤
原
宮
に
ま
し
ま
す
、
慶
雲
元
年
に
な
良
に
う
つ
り
給
ふ
説
々
あ
れ
と
も
、
定
家
卿
も
な
ら
の
御
時
を
文
武
帝
と
し
る
し
給
へ
り
、
し
か
れ
と
も
此
集
に
て
は
文
武
帝
な
り
、
す
へ
て
な
ら
の
帝
と
申
は
時
代
に
よ
り
て
か
は
る
也
、
慶
雲
よ
り
光
仁
帝
迄
を
奈
ら
の
帝
と
申
奉
る
、
又
平
城
天
皇
を
も
な
ら
の
帝
と
申
也
、
歌
の
心
を
し
ろ
し
め
し
た
り
け
ん
、
日
本
の
歌
の
本
意
を
し
ろ
し
め
し
た
り
け
ん
と
也
、
お
ほ
き
み
つ
の
く
ら
ゐ
柿
本
⼈
麿
な
ん
哥
の
聖
な
り
け
る
、
正
三
位
也
、
⼈
麿
先
祖
不
祥
、
卒
去
は
万
葉
集
第
二
巻
に
辞
世
の
哥
有
、
石
見
に
て
卒
す
歌
に
、
か
も
山
の
い
は
ね
し
ま
け
る
わ
れ
を
か
も
し
ら
す
て
妹
か
待
六
七
六
あ
ら
ん
哥
の
聖
、
⼈
丸
の
哥
は
上
代
も
末
代
も
時
世
に
あ
は
ぬ
事
な
し
、
ひ
し
り
と
云
る
貫
之
か
筆
妙
な
り
、
君
も
⼈
も
身
を
合
せ
た
り
、
ひ
と
は
臣
也
、
君
臣
合
躰
也
、
君
を
元
首
と
云
、
臣
を
は
服
（
マ
マ
）昭
耳
目
に
た
と
ふ
る
故
也
、
秋
夕
立
田
河
に
、
こ
の
段
君
臣
合
躰
の
こ
と
は
り
を
顕
は
さ
ん
か
為
也
、
⼈
丸
の
さ
く
ら
を
雲
と
み
た
る
哥
、
集
に
み
え
す
、
證
な
く
て
も
文
の
た
め
か
け
る
か
、
異
説
に
證
歌
を
引
、
不
信
用
こ
と
也
、
又
山
邊
赤
⼈
と
云
⼈
有
け
り
、
哥
に
あ
や
し
く
た
え
也
け
り
、
赤
⼈
は
聖
武
の
こ
ろ
の
⼈
也
、
万
葉
集
に
聖
武
よ
り
前
に
哥
見
え
す
、
あ
や
し
く
た
え
は
奇
妙
也
、
⼈
丸
は
赤
⼈
か
、
赤
⼈
と
勝
劣
位
に
あ
ら
す
、
哥
の
事
な
り
、
⼈
丸
を
第
一
に
し
つ
ゝ
あ
ら
ん
歌
の
ひ
し
り
、
⼈
丸
の
歌
は
上
代
も
末
代
も
時
世
に
あ
は
ぬ
事
な
し
、
ひ
し
り
と
書
る
貫
之
か
筆
妙
也
、
君
も
ひ
と
も
身
を
合
せ
た
り
、
ひ
と
は
臣
也
、
君
臣
合
躰
也
、
君
を
元
首
と
云
、
臣
を
は
月古
股
耳
目
に
た
と
ふ
る
故
也
、
秋
夕
た
つ
た
河
に
、
こ
の
段
君
臣
合
躰
の
こ
と
は
り
を
あ
ら
は
さ
ん
か
た
め
也
、
⼈
丸
の
さ
く
ら
を
雲
と
見
た
る
哥
、
集
に
み
え
す
、
證
文
な
く
て
も
文
の
た
め
か
け
る
か
、
異
説
に
證
歌
を
引
、
不
信
用
こ
と
な
り
、
又
山
の
へ
の
赤
⼈
と
い
ふ
⼈
あ
り
け
り
、
哥
に
あ
や
し
く
た
え
な
り
け
り
、
赤
⼈
は
聖
武
の
比
の
⼈
也
、
万
葉
集
に
聖
武
よ
り
前
に
哥
見
え
す
、
あ
や
し
く
た
え
は
奇
妙
也
、
⼈
丸
は
赤
⼈
か
ー
、
赤
⼈
と
勝
劣
位
に
あ
ら
す
、
歌
の
事
な
り
、
⼈
丸
を
第
一
に
し
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
七
七
て
の
縱
也
、
山
は
冨
士
と
云
て
そ
れ
に
も
ま
け
ぬ
何
山
な
と
い
ふ
か
こ
と
し
、
是
よ
り
さ
き
の
哥
、
此
古
今
集
よ
り
先
の
哥
と
い
ふ
な
り
、
万
葉
集
、
前
に
く
わ
し
く
注
す
、
爰
に
古
の
事
を
も
哥
を
も
、
今
此
所
に
い
ふ
⼈
〳
〵
と
い
ふ
心
也
、
此
お
も
ひ
い
ふ
六
⼈
の
⼈
〳
〵
の
こ
と
也
、
ひ
と
り
ふ
た
り
と
は
文
の
餘
情
な
り
、
是
彼
え
た
る
所
え
ぬ
所
、
得
失
有
也
、
⼈
丸
を
全
躰
に
し
て
い
へ
る
な
り
、
彼
御
時
よ
り
年
八
百
年
餘
、
世
は
十
つ
き
に
な
ん
成
に
け
る
、
彼
と
は
平
城
帝
よ
り
い
へ
り
、
万
葉
集
も
此
時
首
尾
せ
り
、
百
と
せ
あ
ま
り
十
つ
き
、
平
城
、
嵯
峨
、
淳
和
、
仁
明
、
文
徳
、
清
和
、
陽
成
、
光
孝
、
宇
多
、
醍
醐
、
こ
れ
に
て
百
年
に
あ
ま
れ
り
、
い
に
し
へ
の
こ
と
を
哥
を
も
し
れ
る
⼈
、
よ
む
⼈
、
此
三
に
わ
か
て
る
、
可
著
眼
、
上
の
文
を
う
け
て
万
葉
集
以
後
年
数
へ
た
ゝ
た
（
マ
マ
）り
来
ぬ
れ
は
、
一
⼈
、
二
⼈
の
こ
と
く
よ
む
⼈
お
ほ
か
ら
す
と
な
り
、
て
の
た
と
へ
也
、
た
と
は
は
山
は
冨
士
と
い
ひ
て
そ
れ
に
も
ま
け
ぬ
何
の
山
な
と
い
ふ
か
こ
と
し
、
こ
れ
よ
り
さ
き
の
う
た
、
此
古
今
集
よ
り
先
の
哥
と
い
ふ
也
、
万
葉
集
、
前
に
く
わ
し
く
注
す
、
こ
ゝ
に
い
に
し
へ
の
こ
と
を
も
哥
の
こ
と
を
も
、
今
此
所
に
い
ふ
⼈
〳
〵
と
い
ふ
心
也
、
此
お
も
ひ
い
ふ
六
⼈
の
⼈
〳
〵
の
こ
と
也
、
ひ
と
り
ふ
た
り
と
は
文
の
餘
情
也
、
こ
れ
か
れ
え
た
る
所
え
ぬ
所
、
得
失
あ
る
也
、
⼈
丸
を
全
躰
に
し
て
い
へ
る
也
、
か
の
御
時
よ
り
年
八
百
と
せ
あ
ま
り
、
世
は
十
つ
き
に
な
ん
な
り
に
け
る
、
か
の
と
は
平
城
帝
よ
り
い
へ
り
、
万
葉
集
も
此
時
首
尾
せ
り
、
百
と
せ
あ
ま
り
十
つ
き
、
平
城
、
嵯
峨
、
淳
和
、
仁
明
、
文
徳
、
清
和
、
陽
成
、
光
孝
、
宇
多
、
醍
醐
、
こ
れ
ま
て
百
年
に
あ
ま
れ
り
、
い
に
し
へ
の
こ
と
を
も
哥
を
も
し
れ
る
⼈
、
よ
む
⼈
、
此
三
に
わ
か
て
る
、
可
著
眼
、
上
の
文
を
う
け
て
万
葉
集
以
後
年
数
へ
た
ゝ
り
来
ぬ
れ
は
、
一
⼈
、
二
⼈
の
こ
と
く
よ
む
⼈
お
ほ
か
ら
す
と
な
り
、
六
七
八
今
此
事
を
い
ふ
に
つ
か
さ
位
、
た
や
す
き
は
日
本
紀
に
軽
字
也
、
か
ろ
〳
〵
し
き
や
う
な
れ
は
也
、
近
き
代
は
万
葉
集
以
後
延
喜
の
比
に
近
き
代
な
り
、
僧
正
遍
昭
、
桓
武
帝
皇
子
良
峯
朝
臣
安
世
子
、
辛
（
マ
マ
）崩
に
よ
り
て
出
家
し
て
、
真
言
宗
を
究
、
天
台
宗
に
入
、
慈
覚
大
師
て
（
マ
マ
）弟
子
安
然
和
尚
、
師
初
任
、
住
法
眼
超
補
僧
正
、
延
暦
寺
、
僧
綱
之
始
也
、
住
花
山
元
慶
寺
、
哥
の
さ
ま
は
え
た
れ
と
も
誠
す
く
な
し
、
縱
は
繪
に
書
る
女
を
見
て
い
た
つ
ら
に
、
興
の
躰
也
、
一
へ
ん
に
こ
の
め
る
を
い
さ
め
る
也
、
哥
に
元
来
躰
な
し
、
こ
れ
ら
六
⼈
の
哥
仙
も
辟
す
る
所
有
も
の
、
教
へ
な
り
、
哥
の
躰
皆
興
の
哥
也
、
此
所
に
て
哥
躰
を
お
し
へ
た
る
也
、
下
用
也
、
在
原
業
平
、
平
城
天
皇
御
子
、
阿
保
親
王
子
、
母
伊
豆
内
親
王
、
其
心
あ
ま
り
て
、
賦
の
躰
、
不
明
躰
也
、
こ
と
は
不
足
に
て
は
無
也
、
心
ふ
か
く
今
こ
の
こ
と
を
い
ふ
に
つ
か
さ
く
ら
ゐ
ー
、
た
や
す
き
は
日
本
紀
に
軽
字
也
、
か
ろ
〳
〵
し
き
や
う
な
れ
は
也
、
近
き
代
は
万
葉
集
以
後
延
喜
の
比
に
近
き
代
也
、
僧
正
遍
昭
、
桓
武
帝
皇
子
良
峯
朝
臣
安
世
子
、
辛帝欤
崩
に
よ
り
て
出
家
し
て
、
真
言
宗
を
究
、
天
台
宗
に
入
、
慈
覚
大
師
之
弟
子
安
然
和
尚
、
師
初
任
、
住
法
眼
超
補
僧
正
、
延
暦
寺
、
僧
綱
之
始
也
、
住
花
山
元
慶
寺
、
哥
の
さ
ま
は
得
た
れ
と
も
ま
こ
と
す
く
な
し
、
た
と
へ
は
繪
に
書
る
女
を
見
て
い
た
つ
ら
に
心
を
う
こ
か
す
か
こ
と
し
、
興
の
躰
也
、
一
へ
ん
に
こ
の
め
る
を
い
さ
め
る
也
、
哥
に
元
来
躰
な
し
、
こ
れ
ら
六
⼈
の
哥
仙
も
辟
す
る
所
あ
る
と
の
教
な
り
、
哥
の
躰
皆
興
の
哥
也
、
此
所
に
て
哥
の
躰
を
お
し
へ
た
る
也
、
下
用
也
、
あ
り
は
ら
の
な
り
ひ
ら
、
　
平
城
天
皇
御
子
、
阿
保
親
王
子
、
母
伊
豆
内
親
王
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
あ
ま
り
て
ー
、
賦
の
躰
、
不
明
躰
也
、
こ
と
は
不
足
に
て
は
無
也
、
心
ふ
か
く
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
七
九
し
て
と
つ
ゝ
く
詞
の
な
き
也
、
哥
躰
み
な
不
明
躰
な
り
、
文
屋
康
秀
、
先
祖
不
詳
、
学
士
也
、
文
琳
は
字
な
り
、
詞
た
く
み
に
て
、
比
の
躰
也
、
あ
き
⼈
の
よ
き
き
ぬ
き
た
ら
む
と
は
た
く
み
な
る
は
哥
と
い
ふ
も
の
に
似
合
ぬ
と
な
り
、
實
に
あ
ら
ぬ
を
い
へ
り
、
宇
治
山
僧
喜
撰
、
先
祖
不
祥
（
マ
マ
）、
詞
か
す
か
に
し
て
、
幽
玄
躰
也
、
暁
の
雲
に
あ
へ
る
哀
に
も
お
も
し
ろ
く
も
残
多
也
、
是
幽
玄
也
、
よ
め
る
哥
お
ほ
か
ら
す
と
か
け
る
を
、
為
兼
卿
玉
葉
集
に
二
首
入
ら
れ
る
事
、
時
の
⼈
難
と
せ
り
、
小
野
小
町
、
先
祖
不
祥
（
マ
マ
）、
死
去
の
頃
は
江
家
の
次
第
十
四
巻
に
有
、
陸
奥
八
十
嶌
に
て
死
去
せ
り
、
そ
と
を
り
姫
、
日
本
紀
に
み
え
た
り
、
允
恭
天
皇
の
女
御
な
り
、
つ
よ
か
ら
ぬ
し
て
と
づ
（
マ
マ
）く
詞
の
な
き
な
り
、
哥
躰
皆
一不欤
明
躰
な
り
、
ふ
ん
や
の
や
す
ひ
て
、
先
祖
不
詳
、
學
士
也
、
文
琳
は
字
也
、
こ
と
は
た
く
み
に
て
ー
、
比
の
躰
也
、
あ
き
⼈
の
よ
き
き
ぬ
き
た
ら
ん
と
は
た
く
み
な
る
は
哥
と
い
ふ
も
の
に
似
合
ぬ
と
也
、
實
に
あ
ら
ぬ
を
い
へ
り
、
宇
治
山
の
僧
喜
撰
、
先
祖
不
詳
、
こ
と
は
か
す
か
に
し
て
、
幽
玄
躰
也
、
あ
か
つ
き
の
雲
に
あ
へ
る
あ
は
れ
に
も
お
も
し
ろ
く
も
の
こ
り
お
ほ
き
也
、
是
幽
玄
也
、
よ
め
る
哥
お
ほ
か
ら
す
と
か
け
る
を
、
為
兼
卿
玉
葉
集
に
入
ら
れ
る
事
、
時
の
⼈
難
と
せ
り
、
（
※
脱
文
欤
）
先
祖
不
詳
、
死
去
の
趣
は
江
家
の
次
第
十
四
巻
に
あ
り
、
陸
奥
八
十
嶋
に
て
死
去
せ
り
、
そ
と
を
り
姫
、
日
本
紀
に
み
え
た
り
、
允
恭
天
皇
の
女
御
也
、
つ
よ
か
ら
ぬ
と
六
八
〇
と
は
哥
の
面
白
躰
也
、
女
の
哥
な
れ
は
と
ゆ
る
し
て
か
け
る
な
り
、
大
伴
黒
主
、
志
賀
園
城
寺
の
地
主
と
云
々
、
先
祖
不
祥
（
マ
マ
）、
そ
の
さ
ま
い
や
し
、
哥
の
つ
よ
き
躰
也
、
花
の
か
け
に
に
（
マ
マ
）山
⼈
の
や
す
め
る
は
、
哥
を
花
に
比
し
、
い
や
し
き
を
山
⼈
に
比
せ
り
、
此
外
の
⼈
〳
〵
、
此
段
よ
む
と
い
ふ
⼈
は
お
ほ
け
れ
と
も
、
口
に
て
は
か
り
い
ひ
つ
ら
ね
て
、
其
真
實
の
な
き
を
い
ふ
也
、
今
の
代
も
か
く
の
如
く
教
戒
と
な
れ
る
を
し
ら
ぬ
也
、
四
の
時
九
か
へ
り
、
延
喜
帝
、
寛
平
九
年
七
月
三
日
即
位
、
延
喜
五
年
迄
は
年
数
九
年
也
、
万
葉
に
い
ら
ぬ
ふ
る
き
哥
、
如
斯
か
き
た
れ
と
も
万
葉
の
哥
多
く
入
た
り
、
此
義
不
審
、
万
葉
集
を
し
ら
ぬ
と
や
い
は
ん
、
は
か
り
か
た
し
、
私
云
、
万
葉
集
は
村
上
天
皇
の
御
宇
に
せ
ん
き
有
し
也
、
は
哥
面
白
躰
也
、
女
の
う
た
な
れ
は
と
ゆ
る
し
て
か
け
る
也
、
大
伴
く
ろ
ぬ
し
、
志
賀
園
城
寺
地
主
と
云
々
、
先
祖
不
詳
、
そ
の
さ
ま
い
や
し
と
は
、
哥
の
つ
よ
き
躰
な
り
、
花
の
か
け
に
山
⼈
の
や
す
め
る
は
、
哥
を
花
に
比
し
、
い
や
し
き
を
山
⼈
に
比
せ
り
、
此
外
の
⼈
〳
〵
ー
、
此
段
歌
よ
む
と
い
ふ
⼈
は
お
ほ
け
れ
と
も
、
口
に
て
は
か
り
い
ひ
つ
ら
ね
て
、
其
真
実
の
な
き
を
い
ふ
也
、
今
の
代
も
か
く
の
こ
と
く
教
戒
と
な
れ
る
を
し
ら
ぬ
な
り
、
四
の
時
九
か
へ
り
、
延
喜
帝
、
寛
平
九
年
七
月
三
日
即
位
、
延
喜
五
年
ま
て
は
年
数
九
年
也
、
万
葉
集
に
い
ら
ぬ
ふ
る
き
歌
、
か
く
の
こ
と
く
か
き
た
れ
と
も
、
万
葉
集
の
哥
多
く
入
た
り
、
此
義
不
審
、
万
葉
集
を
し
ら
ぬ
と
や
い
は
ん
、
は
か
り
か
た
し
、
私
云
、
万
葉
集
は
村
上
天
皇
の
御
宇
に
せ
ん
き
有
し
也
、
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
八
一
う
つ
く
し
み
の
波
や
し
ま
の
、
仁
政
の
あ
ま
り
日
本
の
外
ま
て
な
か
れ
、
延
喜
帝
の
御
こ
ゝ
ろ
な
り
、
そ
れ
か
中
に
梅
を
、
是
は
四
季
の
部
立
を
云
り
、
皆
此
集
の
哥
に
て
か
け
り
、
春
の
部
、
郭
公
を
聞　
、
夏
の
部
也
、
紅
葉
を
お
り
、　
秋
の
部
也
、
雪
を
み
る
に
、　
冬
の
部
也
、
亦
鶴
亀
つ
け
て
、　
賀
の
部
也
、
哥
に
、
鶴＼
亀
も
千
年
の
後
は
し
ら
な
く
に
あ
か
ぬ
心
に
ま
か
せ
は
て
ゝ
ん
秋
萩
夏
草
を
見
て
妻
を
恋
、　
恋
の
部
也
、
相
坂
山
に
手
向
け
を
祈
り
、　
旅
の
部
也
、
春
夏
秋
冬
に
も
い
ら
ぬ
草
々
の
哥
、　
雑
の
部
也
、
す
へ
て
千
哥
廿
巻
、　
千
首
廿
巻
也
、
山
下
水
の
た
え
す
、
う
つ
く
し
み
の
波
や
し
ま
の
ほ
か
に
な
か
れ
、
仁
政
の
あ
ま
り
日
本
の
外
ま
て
な
か
れ
、
延
喜
帝
の
御
こ
ゝ
ろ
な
り
、
そ
れ
か
な
か
に
梅
を
か
さ
す
よ
り
、
是
は
四
季
の
部
立
を
い
へ
り
、
皆
此
集
の
哥
に
て
か
け
り
、
春
の
部
、
ほ
と
ゝ
き
す
を
き
く
、　
夏
の
部
な
り
、
紅
葉
を
お
り
、　
秋
の
部
な
り
、
雪
を
見
る
に
、　
冬
の
部
な
り
、
又
つ
る
か
め
に
つ
け
て
、　
賀
の
部
な
り
、
哥
に
、
鶴
亀
も
千
年
の
後
は
し
ら
な
く
に
あ
か
ぬ
心
に
ま
か
せ
は
て
ゝ
ん
秋
萩
露
草
を
見
て
妻
を
こ
ひ
、　
恋
の
部
な
り
、
相
坂
山
に
手
向
け
を
い
の
り
、　
旅
の
部
な
り
、
春
夏
秋
冬
に
も
い
ら
ぬ
く
さ
〳
〵
の
哥
、　
雑
の
部
也
、
す
へ
て
ち
う
た
は
た
ま
き
、
千
首
廿
巻
也
、
山
下
水
の
た
え
す
、
六
八
二
足
引
の
山
下
水
の
木
か
く
れ
て
瀧
津
心
を
せ
き
そ
か
ね
つ
る
濱
の
真
砂
の
数
多
、
わ
た
つ
み
の
濱
の
真
砂
を
か
そ
へ
つ
ゝ
君
か
ち
と
せ
の
あ
り
か
す
に
せ
ん
飛
鳥
川
の
せ
に
成
恨
、
世
中
は
何
か
常
な
る
あ
す
か
川
昨
日
の
渕
は
（
マ
マ
）け
ふ
は
せ
に
な
る
流
石
の
巌
と
成
、
吾
君
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ゝ
れ
石
の
い
は
ほ
と
成
て
苔
の
生
ま
て
夫
ま
く
ら
詞
、
臣
等
か
詞
な
り
、
臣
を
ま
く
と
よ
め
る
な
り
、
春
の
花
匂
ひ
す
く
な
く
、
卑
下
の
詞
也
、
む
な
し
き
名
の
み
、
此
選
者
と
い
ふ
、
ぬ
す
む
か
こ
と
し
と
な
り
、
⼈
麿
な
く
な
り
に
た
れ
と
哥
の
こ
と
、
論
語
孔
子
云
、
文
王
既
没
、
文
不
在
花
（
マ
マ
）乎
、
こ
の
文
㔟
を
か
り
足
引
の
山
下
水
の
木
か
く
れ
て
瀧
津
心
を
せ
き
そ
か
ね
つ
る
濱
の
ま
さ
こ
の
か
す
お
ほ
く
、
わ
た
つ
み
の
濱
の
真
砂
を
か
そ
へ
つ
ゝ
君
か
千
と
せ
の
あ
り
か
す
に
せ
ん
飛
鳥
川
の
せ
に
な
る
う
ら
み
、
世
中
は
何
か
常
な
る
あ
す
か
川
き
の
ふ
の
渕
そ
け
ふ
は
せ
に
な
る
さ
ゝ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
る
悦
の
み
そ
あ
る
へ
き
、
吾
君
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ゝ
れ
石
の
い
は
ほ
と
成
て
苔
の
生
ま
て
そ
れ
ま
く
ら
こ
と
は
、
臣
等
か
詞
也
、
臣
を
ま
く
と
よ
め
り
、
春
の
花
匂
ひ
す
く
な
く
、
卑
下
の
詞
也
、
む
な空
し名
き
名
の
み
秋
の
夜
の
長
き
を
ぬ
す
め
り
、
此
選
者
と
い
ふ
、
ぬ
す
む
か
こ
と
し
と
也
、
⼈
丸
な
く
な
り
に
た
れ
と
哥
の
こ
と
と
ゝ
ま
れ
る
か
な
、
論
語
孔
子
云
、
文
王
既
没
、
文
不
在
茲
乎
、
こ
の
文
㔟
を
か
り
『
古
今
和
歌
集
序
鈔
』（
小
幡
正
信
注
）
翻
刻
六
八
三
て
か
け
り
、
た
と
ひ
時
う
つ
り
て
こ
と
さ
り
た
の
し
ひ
か
な
し
ひ
行
か
ふ
と
も
此
哥
の
文
字
有
を
、
代
の
変
化
は
あ
り
と
も
日
本
の
和
訓
の
あ
る
か
き
り
は
た
え
ま
し
と
な
り
、
い
に
し
へ
を
あ
ふ
き
て
今
を
恋
さ
ら
め
か
も
、
古
今
の
二
字
を
い
へ
り
、
大
空
の
月
を
み
る
か
こ
と
く
常
住
不
変
な
り
、
む
か
し
を
あ
ふ
き
お
も
ひ
て
聖
帝
の
今
を
誰
か
恋
さ
ら
ん
と
な
り
、
右
古
今
集
之
假
名
序
師
傳
者
深
秘
也
、
為
例
可
授
古
之
傳
、
緞
其
仁
者
不
傳
也
、
雖
然
雅
𠀋
、
留
心
於
歌
道
、
予
　
知
入
膏
融
月走
、
是
於
不
情
深
秘
染
筆
連
書
寫
之
、
尒
時
有
急
行
發
百
里
之
外
、
依
之
六
義
迠
之
注
者
故
⼈
之
説
、
相
加
愚
之
意
之
趣
、
畧
夾
其
余
者
師
傳
而
已
、
書
之
重
可
加
之
也
、
 
小
幡
正
信
わ
す
る
な
よ
い
に
し
へ
今
の
序
よ
り
ま
つ
つ
た
へ
て
の
の
ち
の
つ
た
へ
を
て
か
け
り
、
た
と
ひ
時
う
つ
り
て
こ
と
さ
り
た
の
し
ひ
か
な
し
ひ
行
か
ふ
と
も
此
哥
の
文
字
あ
る
を
、
代
の
變
化
は
あ
り
と
も
日
本
の
和
訓
の
あ
る
か
き
り
は
た
え
ま
し
き
と
な
り
、
い
に
し
へ
を
あ
ふ
き
て
今
を
恋
さ
ら
め
か
も
、
古
今
の
二
字
を
い
へ
り
、
大
空
の
月
を
み
る
か
こ
と
く
常
住
不
變
也
、
む
か
し
を
あ
ふ
き
て
聖
帝
の
今
を
誰
か
恋
さ
ら
ん
と
也
、
右
古
今
集
之
假
名
序
師
傳
者
深
秘
也
、
為
例
可
授
古
今
之
傳
、
非
其
仁
者
不
傳
也
、
雖
然
雅
𠀋
、
留
心
於
哥
道
、
予
　
知
入
膏
融
月走
、
是
放故欤
不
情惜欤
深
秘
染
筆
連
書
與
之
、
爾
時
有
急
行
發
百
里
之
外
、
依
之
六
義
迄
之
注
者
古
⼈
之
説
、
相
加
愚
意
之
趣
、
畧
交
其
余
者
師
傳
而
已
、
書
之
重
可
加
之
也
、
 
小
幡
正
信
わ
す
る
な
よ
い
に
し
へ
今
の
序
よ
り
先
つ
た
へ
て
の
後
の
つ
た
へ
を
六
八
四
正
徳
二
年
壬
　
辰
年
十
一
月
十
七
日
 
義
孟
寫
之
 
棲
仙
楼
蔵
 
尾
本
氏
鑒
（
朱
印
）
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